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例　　言

　１．本書は、姫路市南畝町・高尾町に所在する南畝町遺跡、姫路市西延末に所在する西延末遺跡の発

掘調査報告書である。

　２．両遺跡の発掘調査はＪＲ山陽本線等連続立体交差事業に先立つもので、兵庫県姫路土木事務所か

らの依頼を受け、兵庫県教育委員会が本発掘調査を実施した。

　　南畝町遺跡の発掘調査は、平成１１年度・平成１２年度・平成１４年度・平成１５年度に実施した。平成

１２年度の発掘調査は、株式会社神崎組が請負い、実施した。

　　西延末遺跡の発掘調査は、平成１１年度・平成１２年度・平成１９年度にそれぞれ実施した。平成１２年

度が大鉄工業株式会社、平成１９年度が株式会社岩山組が、それぞれ請け負い実施した。

　３．南畝町遺跡の本発掘調査は、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所（現：兵庫県立考古博物館）

西口和彦・水口富夫・松岡千寿（平成１１年度）、中川　渉・松岡千寿（平成１２年度）、小川良太・仁

尾一人（平成１４年度）、仁尾一人（平成１５年度）が、それぞれ担当した。

　　西延末遺跡の本発掘調査は、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所（現：兵庫県立考古博物館）

甲斐昭光・川村慎也・田中秀明（平成１１年度）、中川　渉・松岡千寿（平成１２年度）、山田清朝（平

成１９年度）が担当した。

　４．南畝町遺跡調査後の空中写真の撮影および図化は、平成１１年度が株式会社　サンコム、平成１２年

度が写測エンジニアリング株式会社、平成１４年度が株式会社　大設・富士測量株式会社、に委託し

て行った。また、平成１５年度の調査に関しては、調査員が直接図化を行った。

　　西延末遺跡調査後の空中写真の撮影および図化は、平成１２年度が中日本航空株式会社に、平成１９

年度が株式会社　サンコムに、それぞれ委託して行った。また、平成１１年度の調査に関しては、調

査員が実測し、図化が行われている。

　５．整理作業は、平成２０年度から兵庫県立考古博物館にて実施した。

　６．遺物写真の撮影は、兵庫県教育委員会が株式会社谷口フォトに委託して行った。

　７．調査は、姫路市街区多角点をもとに３級基準点を設置して行った。座標は世界測地系に基づくも

ので、調査地は第Ⅴ系に位置する。平成１４年度以前の調査成果については、ＴＫＹ２ＪＧＤにより

世界測地系に変換している。

　８．本書に用いた方位は座標北を示す。また、標高は東京湾平均海水準を基準とした。

　９．本書で使用した遺構番号は、遺跡ごとに呼称した。また、各遺構は以下のように呼称した。

　竪穴住居跡→ＳＨ　掘立柱建物跡→ＳＢ　柱穴→Ｐ　土坑→ＳＫ　溝→ＳＤ

１０．第７図は、国土地理院発行１/２５０００地形図『姫路南部』を使用した。また、第２図は、国土地理院

発行１/２０００００地形図『姫路』を使用した。

１１．本書に用いた遺物番号は、遺跡ごとにつけ、それぞれ本文・挿図・図版ともに統一している。

１２．本書の編集は森本貴子の補助を得て山田が行い、第４章を除いては山田が執筆した。

１３．本報告にかかわる遺物・写真・遺構図等は、兵庫県立考古博物館に保管している。

１４．最後に、発掘調査および報告書の作成にあたっては、以下の方々の御援助・御指導・御教示をい

ただいた。ここに感謝の意を表するものである。

　　小柴治子・亀田修一
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写真図版２４　南畝町遺跡　第２次調査

　　土器溜り出土土器（１９７）

　　包含層出土土器（２０８・２１５）

写真図版２５　南畝町遺跡　第２次調査

　　包含層出土土器（２２０・２２４・２２５）

　　ＳＤ０１出土石器（Ｓ２）

　　包含層出土石器（Ｓ３）

写真図版２６　南畝町遺跡　第２次調査

　　包含層出土石器（Ｓ４・Ｓ５）

写真図版２７　南畝町遺跡　第３次調査

　　全景　北上空から

　　全景　東から

写真図版２８　南畝町遺跡　第３次調査

　　俯瞰　東上空から

写真図版２９　南畝町遺跡　第３次調査

　　ＳＫ０１断面　西から

　　ＳＫ０２断面　西から

　　ＳＫ０３全景　東から

写真図版３０　南畝町遺跡　第３次調査

　　ＳＤ０１全景　南西から

　　ＳＤ０３全景　南西から

　　ＳＤ０３土器出土状況　南から

写真図版３１　南畝町遺跡　第３次調査

　　ＳＤ０３・０４全景　南西から

　　ＳＥ０１全景　西から

写真図版３２　南畝町遺跡　第３次調査

　　ＳＤ０１出土土器（２４６・２４７）

　　ＳＤ０２出土土器（２５４・２５５・２６３）

　　ＳＤ０３出土土器（２７１・２７２）

写真図版３３　南畝町遺跡　第３次調査

　　ＳＤ０３出土土器

　　　　　　（２７９～２８１・２８３・２８４・２８９）

　　２８１体部中位施文（①）

写真図版３４　南畝町遺跡　第３次調査

　　ＳＤ０３出土土器（２９１・２９２・２９４・３０１・３１３）
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写真図版３５　南畝町遺跡　第３次調査

　　ＳＤ０３出土土器（３２８・３２９・３４０・３４１）

　　ＳＤ０４出土土器（３４４）

　　包含層出土土器（３４７・３５０）

写真図版３６　南畝町遺跡　第３次調査

　　包含層出土土器

　　　　（３５１・３５２・３５５・３５７・３６０・３６１・３６８）

写真図版３７　南畝町遺跡　第３次調査

　　包含層出土土器（３６９）

　　ＳＤ０５出土石器（Ｓ６・Ｓ８）

　　包含層出土石器（Ｓ７）

　　ＳＤ０２出土石器（Ｓ９）

写真図版３８　南畝町遺跡　第４次調査

　　全景　東から　　ＳＤ０１　北から

写真図版３９　南畝町遺跡　第４次調査

　　包含層出土土器

　　　　　　（３７０・３７２・３８０・３８２・３８４・３８７）

写真図版４０　西延末遺跡

　　遺跡俯瞰　南上空から　　遠景　西から

写真図版４１　西延末遺跡

　　近景　北東上空から　　近景　北上空から

写真図版４２　西延末遺跡

　　第２次調査全景　北東上空から

　　第２次調査全景　南西上空から

　　第２次調査全景　北東から

写真図版４３　西延末遺跡

　　第３次調査全景　北東から

　　第３次調査中央部　南西から

　　第３次調査俯瞰　南西上空から

写真図版４４　西延末遺跡

　　ＳＨ０１　北西から　　ＳＨ０１　南東から

　　ＳＨ０１土器出土状況　西から

　　ＳＨ０１土器出土状況　東から

写真図版４５　西延末遺跡

　　ＳＨ０２全景（第３次）　南東から

　　ＳＨ０２全景（第１次）　北から

　　ＳＸ０１全景（第３次）　東から

写真図版４６　西延末遺跡

　　ＳＸ０１（第３次）土器出土状況　北から

　　ＳＤ０３全景（第１次）　北東から

　　ＳＤ０３全景（第１次）　南東から

写真図版４７　西延末遺跡

　　ＳＤ０４・０６（第１次）北東から

　　ＳＤ０４・０６（第３次）北東から

　　ＳＤ０５全景　南西から

　　ＳＤ０５断面　北東から

写真図版４８　西延末遺跡

　　ＳＤ０６断面　北西から

　　ＳＤ０９断面　南から

　　ＳＤ１０全景　北東から

写真図版４９　西延末遺跡

　　ＳＤ１１全景　南西から

　　ＳＤ１１断面　北東から

写真図版５０　西延末遺跡

　　ＳＤ１１土器出土状況　　埴輪出土状況

　　ＳＫ０１全景　南東から

写真図版５１　西延末遺跡

　　ＳＨ０１出土土器（１～３）

　　ＳＨ０２出土土器（５）

　　ＳＤ０４出土土器（８・１０）

　　ＳＤ０２出土土器（１２）　　８接合部（①）

写真図版５２　西延末遺跡

　　ＳＤ０５出土土器（１３）

　　ＳＤ０６出土土器（１４）

　　ＳＤ１０出土土器（１６）

　　ＳＤ１１出土土器（１８・２１～２３）

写真図版５３　西延末遺跡

　　ＳＤ１１出土土器

　　　　　　　　（２４・２５・２７・２８・３０・３１）

写真図版５４　西延末遺跡

　　ＳＤ１１出土土器

　　　　　（１７・１９・２０・２６・３３～３６・３８）

写真図版５５　西延末遺跡

　　包含層出土土器（３２・３７・４１）
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第１図　遺跡の位置
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第１章　南畝町遺跡と西延末遺跡

第１節　地理的環境

１．遺跡の位置

姫路市　　　　　南畝町遺跡は姫路市南畝町に、西延末遺跡は同市西延末に所在する。両遺跡の所在する

姫路市は、兵庫県第二の都市で、瀬戸内海に面した、旧播磨地域の中央部に位置する（第

１図）。平成１８年３月２７日に、いわゆる平成の大合併により、飾磨郡家島町・同安富町・夢前

町および神崎郡香寺町を併せ、現在の姫路市となっている（第２図）。市域の面積は５３４.２７�、

人口は約５３万人（平成２２年１月現在、姫路市ホームページによる）である。市域は、西側を

第２図　姫路市の位置

第１節　地理的環境
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揖保郡太子町・たつの市（平成７年１０月に合併後改称）・宍粟市、東側を神崎郡福崎町・同

市川町・加西市・高砂市と接している。

　姫路市は、古代においては山陽道を中心とした交通の要衝として、江戸時代以降は姫路

城を中心とした城下町として栄えてきた町である。また、昭和時代においては、沿岸部を

中心に製鉄業を中心とした企業城下町として発展してきた。

　現代においても、瀬戸内側と日本海側を結ぶ交通（播但連絡道路・JR播但線・国道３１２

号）の起点ともなり、交通の要衝として重要な位置を占めている。そして、平成８年４月１日

には中核都市に移行している。

南畝町遺跡　　　南畝町遺跡は、ＪＲ姫路駅の西５００ｍに所在する（第３図）。ＪＲ山陽本線と山陽新幹線が

ＪＲ姫路駅の西側で交差している地点の北側に位置する。姫路市中心部の南西部にあたる。

当遺跡の中心を、県道姫路港線が南北に貫いている。また、当遺跡の西縁を船場川が流れ

ている。本遺跡一帯は住宅の密集地となっており、調査が行われるまでは、実態が全く不

明な遺跡であった。

西延末遺跡　　　西延末遺跡は、南畝町遺跡の西側に約７００ｍの距離をおいて所在する（第３図）。ＪＲ山陽

本線と姫新線が分岐した地点より西側、手柄山の北側に位置する。姫路市中心部よりやや

南西郊外にあたる。遺跡の大半は、ＪＲ山陽本線およびこれと平行して走る道路が占めて

いる。これ以外の大半は、調査前まで畑地であった。

第３図　遺跡の位置

第１章　南畝町遺跡と西延末遺跡

西延末遺跡�西延末遺跡�
南畝町遺跡�南畝町遺跡�



 3 

姫路城�姫路城�水尾川�

山地・丘陵�

現河川�

段丘面�

砂堆�

旧河道�

人工改変地�

仁壽山�

西延末遺跡�

小富士山�

南
畝
町
遺
跡�

船
場
川�

市
川�

蛤山�

八丈岩山�

第１節　地理的環境

第４図　姫路平野の地形分類（１：５００００）
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南畝町遺跡�

西延末遺跡�

２．地形的環境

市川　　　　　　南畝町遺跡と西延末遺跡は、市川下流域に形成された姫路平野のほぼ中央部に立地する。

姫路平野を形成した市川は、朝来市生野町の三国岳（８５５ｍ）付近を源とする一級河川で、神

崎郡神河町・市川町・福崎町を経て、姫路市飾磨区妻鹿で播磨灘に注いでいる。全長７３㎞

を測り、その流域面積は４９６�に及ぶ。

姫路平野　　　　現在の市川は、姫路の中心部を大きく迂回するように東側に蛇行し、姫路平野の東縁を

なしている。しかし、明治４０年に作成された地形図・昭和４１年に作成された土地条件図（１：

２５０００）をもとに復元した地形分類図（第４図）をみると、小河川が網状に流れていたよう

である。現在、その幾筋かが用水路として、遺存している。

　姫路城の西側を流れる船場川もその一つである。この船場川沿いにあるのが南畝町遺跡

である。第４図によると、調査地の多くは旧河道に分類される地帯と一致する。また、西延

末遺跡についても、付近に河川は認められない。しかし、空中写真判読によると、手柄山

第５図　南畝町・西延末遺跡周辺の微地形

第１章　南畝町遺跡と西延末遺跡
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との間に船場川と水尾川を結ぶような、東西方向の旧河道状の低地を確認することができ

る。上記の網状に流れていた小河川の一つの可能性が考えられる。

微地形　　　　　南畝町遺跡と西延末遺跡の立地する微地形を詳細に観察すると（第５図）、両遺跡とも微

高地上に立地していることが理解できる。ただし、同じ微高地上に立地しているのではな

く、両遺跡間には大きな谷地形が認められる。

　南畝町遺跡は、南北方向に主軸をとる微高地上に、西延末遺跡は北東－南西方向に主軸

をとる微高地に、それぞれ立地している。そして、両遺跡を隔てる谷は、現船場川の旧流

路にあたるものと考えられる。

第１節　地理的環境

第６図　姫路平野（西上空から）
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第２節　歴史的環境

１．はじめに

　前節でも触れたように、南畝町遺跡（１）と西延末遺跡（２）は、約７００ｍの距離をおいて

所在する。そこで、本節では、これらの遺跡に近接し、かつ調査が行われた遺跡を中心に

まとめていくことにする。ここでとり上げるのは、豆腐町遺跡（２２）・仮称　姫路駅周辺第

４地点（２０）・北条遺跡（２３）・八反町遺跡（６）・堂田遺跡（９）・手柄山北丘群集墳（１１）・

橋詰遺跡（１５）・小山遺跡（１７）である（第７図）。

２．主要周辺遺跡

豆腐町遺跡　　　南畝町遺跡の東側１００ｍに位置する遺跡である。平成１０年度から平成１８年度にかけて、

兵庫県教育委員会により断続的に調査が行われている。その成果の一部は、平成１８年度に

調査報告書としてまとめられている
（１）

。

　これによると、弥生時代の溝・土坑、奈良～平安時代の掘立柱建物・井戸・土坑・旧河

道、中世の掘立柱建物・土坑・水田などが明らかとなっている。特に、奈良～平安時代の

二彩壺・漆工房関連遺物・墨書土器（「郡」・「郷」）の出土は、本遺跡との関連においても、

注目されるものである。

第４地点遺跡　　　豆腐町遺跡の北東側に近接して位置する。平成１０年度と平成１１年度に姫路市教育委員会

により、調査が行われている
（２）

。この結果、古墳時代後期の流路、平安時代後半の木組井戸、

江戸時代の姫路城外堀と並行する石組溝・畑跡などが検出されている。

北条遺跡　　　　仮称　姫路駅周辺第４地点の南東側に近接して位置する。平成８年度に、南畝町遺跡・西

延末遺跡同様、ＪＲ山陽本線等連続立体交差事業に伴い本発掘調査が実施されている。縄

文時代晩期から弥生時代中期にかけての微凹地、弥生時代後期・古墳時代前期・古墳時代

後期の竪穴住居跡・奈良時代の掘立柱建物跡と畠・井戸などが明らかとなっている
（３）

。

八反町遺跡　　　西延末遺跡の西約３００ｍに位置する。昭和５５年度から昭和６０年度にかけて水尾川河川改

修に伴い本発掘調査が行われ、弥生時代前期を中心とした遺構・遺物が検出されている
（４）

。

堂田遺跡　　　　西延末遺跡の南西約５００ｍに位置する。昭和５５年度に八反長遺跡と同様、水尾川河川改

修に伴い本発掘調査が行われ、縄文時代晩期の良好な資料が旧河道内から出土している
（５）

。

手柄山北群集墳　西延末遺跡の南側、県道和久今宿線を挟んだ丘陵（手柄山）上にあった群集墳である。１２

基の円墳から構成されていたようであるが、現在は消滅している。

　なお、この群集墳内には、手柄山北丘遺跡・手柄山北丘頂上古墳も周知されている。し

かし、その実態は不明である。ただし、手柄山北丘頂上古墳については、西延末遺跡で出

土している埴輪片との関連で注目される群集墳である。

小山遺跡　　　　南畝町遺跡の南西約１㎞に位置する。昭和３９年度に本発掘調査が行われ、弥生時代前期

の竪穴住居跡などが検出されるとともに、弥生時代中期まで継続する複合遺跡であること

が明らかとなっている
（６）

。

橋詰遺跡　　　　南畝町遺跡の南西約５００ｍに位置する。昭和３５年度に本発掘調査が行われ、いわゆる庄

内式併行期の土器が出土している
（７）

。特に、在地産庄内甕の出土が注目される。他に、縄文

時代後期・弥生時代前期・弥生時代中期の土器が出土している。

第１章　南畝町遺跡と西延末遺跡
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〔註〕
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（７）浅田芳朗・今里幾次『播磨橋詰遺跡発掘調査略報』１９６０

第２節　歴史的環境

第７図　主要周辺遺跡

　１．南畝町遺跡（020456）�

　２．西延末遺跡（020444）�

　３．千代田遺跡（020453）�

　４．土山遺跡（020452）�

　５．町田遺跡（020451）�

　６．八反長遺跡（020446）�

　７．林前遺跡（929449）�

　８．法輪寺山遺跡（020448）�

　９．堂田遺跡（020445）�

10．丁田遺跡（020447）�

11．手柄山北丘群集墳（020874～83）�

　　手柄山北丘頂上古墳（020443）�

　　手柄山北丘遺跡（020872）�

12．手柄山南丘遺跡（020884）�

　　手柄山南丘群集墳（020885～88）�

13．君田遺跡（020455）�

14．林淵遺跡（020454）�

15．橋詰遺跡（020441）�

16．黒表遺跡（020440）�

17．小山遺跡（020439）�

18．本町遺跡（020465）�

19．姫路城城下町跡（020169）�

20．仮称　姫路駅周辺第４地点�

　　　　　　　　　　（020464）�

21．仮称　姫路駅周辺第２地点�

　　　　　　　　　　（020461）�

22．豆腐町遺跡（020459）�

23．北条遺跡（仮称　姫路駅周辺�

　　　　　　第１地点）（020460）�

24．豊沢遺跡（020457）�

25．北条遺跡（020458）�

１�

３�

１３�

２４�

２５�

２３�

２１�

１８�

１９�

２０�

２２�

１４�
１５�

１６�

１７�１２�

１１�

２�

６�

９�８�

１０�

４�

５�

７�



 8 

第２章　調査の経緯

第１節　調査の起因

ＪＲ高架事業　　今回の調査は、ＪＲ山陽本線等連続立体交差事業に伴うものである。この事業は、ＪＲ

姫路駅およびその東側車両基地一帯を対象とした、ＪＲ山陽本線等連続立体交差事業、姫

路駅周辺土地区画整理事業、街並み・まちづくり総合支援事業、関連道路事業と平行して

計画されているものである（第８図）。計画では、平成１４年竣工の予定であったが、完成し

たのは平成２１年度である。ただし、西延末遺跡周辺に関しては、工事は完了している。

発掘調査　　　　これらの事業に伴う調査は、鉄道高架事業に伴う発掘調査を兵庫県教育委員会が、区画

整理に伴う調査を姫路市教育委員会が、それぞれ分担して実施している。上記事業に伴い、

兵庫県教育委員会は数次に及ぶ分布調査・確認調査を行い、東から、市之郷遺跡・北条遺跡・

豆腐町遺跡・南畝町遺跡・西延末遺跡の５遺跡が本発掘調査の対象となった。

　これらの遺跡の調査はすでに終了しており、市之郷遺跡
（１）

・豆腐町遺跡
（２）

の一部・北条遺跡
（３）

については、整理まで完了し、報告書が刊行されている。今回報告する南畝町遺跡と西延

末遺跡は、４冊目の報告書となるものである。

　また、姫路市教育委員会も、市之郷遺跡・北条遺跡・豆腐町遺跡の発掘調査を実施して

いる。ただし、報告書は未刊行である。

第２章　調査の経緯

第８図　工事計画と発掘調査

南畝町遺跡� 豆腐町遺跡�

西延末遺跡�

高架事業区域�調査地�
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〔註〕

（１）山田清朝『市之郷遺跡－ＪＲ山陽本線等連続立体交差事業に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅰ－』兵庫県

教育委員会　２００５

（２）岡田章一他『豆腐町遺跡Ⅰ－ＪＲ山陽本線等連続立体交差事業に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅱ－』兵

庫県教育委員会　２００７

（３）山田清朝『北条遺跡－ＪＲ山陽本線等連続立体交差事業に伴う埋蔵文化財調査報告書Ⅲ－』兵庫県教

育委員会　２００８

第１節　調査の起因

区画整理事業区域� 都市計画道路�

市之郷遺跡�

北条遺跡�
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第２節　確認調査

１．南畝町遺跡

はじめに　　　　南畝町遺跡については、ＪＲ山陽本線等連続立体交差事業が計画される以前においては

周知されていなかった遺跡である。当遺跡の東側において、同事業に伴い豆腐町遺跡が明

らかとなったことから、当地区においても確認調査を行うこととなったものである。

　ところで、調査対象地は、ＪＲ山陽新幹線・ＪＲ山陽本線・ＪＲ姫新線・県道姫路港線

等の主要交通が複雑に交差している。また、これらの隙間を埋めるように人家・路地が密

集している。このため、確認調査は、調査が可能になった箇所から行わなければならない

状況であった。加えて、路地・道路等調査が出来ない箇所も多く存在した。以上から、用

地買収の進捗状況に合わせて、確認調査を進めていった。最終的には、７次に及ぶ結果とな

った（第９図）。

　各確認調査の概要は以下の通りである。

第２章　調査の経緯

第９図　南畝町遺跡確認調査位置図

第１次調査�

第２次調査�

第１次確認調査�

第２次確認調査�

第３次確認調査�

第４次確認調査�

第５次確認調査�

第６次確認調査�

第７次確認調査�

第３次調査�

第４次調査�
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第１次確認調査　　遺跡調査番号：９５０２３５

　調 査 地　　　姫路市南畝町

　調査概要　　　２ｍ×２ｍのグリッドを１８箇所、２ｍ×４ｍのグリッドを１箇所に設定して行った。調査の

結果、№１３～２２で平安時代～中世の遺物包含層を、またその下層で弥生時代の旧河道を、

それぞれ確認した。そして、この結果をもとに実施した本発掘調査が、第１次調査である。

　調査期間　　　平成７年９月５日～９月７日

　調 査 員　　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　山上雅弘・服部　寛

第２次確認調査　　遺跡調査番号：９８０２４２

　調 査 地　　　姫路市南畝町

　調査概要　　　２ｍ×２ｍのグリッドを７箇所に設定して行った。調査の結果、№４・５で奈良時代の遺物包

含層を、№７で弥生時代中期の包含層を、それぞれ確認した。しかし、明確な遺構が確認で

きなかったことから、本発掘調査の対象とはしなかった。

　調査期間　　　平成１１年３月４日～３月５日

　調 査 員　　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　多賀茂治

第３次確認調査　　遺跡調査番号：９９０１５７

　調 査 地　　　姫路市南畝町他

　調査概要　　　調査対象地の大半は君田遺跡の範囲内にあたる。２ｍ×２ｍのグリッドを１４箇所に設定し

て行った。調査の結果、№６～１３で弥生時代中期の遺構・遺物を確認した。

　調査期間　　　平成１１年５月２６日・２８日・６月１６日

　調 査 員　　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　水口富夫・松岡千寿

第４次確認調査　　遺跡調査番号：９９０２４７

　調 査 地　　　姫路市南畝町他

　調査概要　　　２ｍ×２ｍのグリッドを８箇所に設定して行った。調査の結果、№２・４で遺物包含層を確認

し、南畝町遺跡の東端が明らかとなった。そして、この結果をもとに実施した本発掘調査

が、第２次調査である。

　調査期間　　　平成１１年１１月８日～１１月１０日

　調 査 員　　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　多賀茂治

第５次確認調査　　遺跡調査番号：９９０３１８

　調 査 地　　　姫路市南畝町他

　調査概要　　　２ｍ×２ｍのグリッドを２箇所に設定して行った。調査の結果、№２で遺物包含層を確認し

た。

　調査期間　　　平成１２年３月１日～３月２日

　調 査 員　　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　多賀茂治

第２節　確認調査
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第６次確認調査　　遺跡調査番号：２０００２９６

　調 査 地　　　姫路市南畝町字大将軍６６０他

　調査概要　　　２ｍ×２ｍのグリッドを３箇所に設定して行った。調査の結果、埋蔵文化財の包蔵は確認

されなかった。

　調査期間　　　平成１２年９月２７日

　調 査 員　　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　中川　渉

第７次確認調査　　遺跡調査番号：２００３０９９

　調 査 地　　　姫路市南畝町

　調査概要　　　街路船場川線施設に伴う確認調査である。調査は、２ｍ×２ｍのグリッドを２箇所に設定

して行った。調査の結果、埋蔵文化財の包蔵は確認されなかった。

　調査期間　　　平成１５年７月８日

　調 査 員　　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　甲斐昭光

２．西延末遺跡

はじめに　　　　当遺跡は、仮称　西延末散布地（県遺跡番号：０２０４４４）として周知されていた遺跡であ

る。ＪＲの高架事業が計画され、今回の調査が行われるまでは、その実態が全く不明であ

った遺跡である。

　ところで、西延末遺跡については、本来の調査対象地は現鉄道敷地内であるが、現状で

は調査ができないため、仮線設置部分において確認調査を実施した（第１０図）。結果として

２次に分けて調査を実施した。

　各確認調査の概要は以下の通りである。

第２章　調査の経緯

第１０図　西延末遺跡確認調査位置図
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第１次確認調査　　遺跡調査番号：９５０３８３

　調 査 地　　　姫路市西延末他

　調査概要　　　調査は、２ｍ×２ｍのグリッドを２箇所に、２ｍ×３ｍのグリッドを１７箇所に設定して行った。

調査の結果、№１２の竪穴住居跡の確認をはじめとして、№１０・№１１・№１４で遺構を確認し

た。

　調査期間　　　平成８年２月９日～３月１４日

　調 査 員　　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　山田清朝・矢野治己

第２次確認調査　　遺跡調査番号：９９０１８１

　調 査 地　　　姫路市延末他

　調査概要　　　ＪＲ山陽本線とＪＲ姫新線の分岐箇所より西側の鉄道高架予定地の確認調査である。

　調査は、２ｍ×２ｍのグリッドを４箇所に設定して行った。調査の結果、埋蔵文化財の包蔵

は確認されなかった。以上から、第１次確認調査で確認した西延末遺跡の範囲が、東側へは

拡がらないことが明らかとなった。

　調査期間　　　平成１１年６月１４日

　調 査 員　　　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　水口富夫

第２節　確認調査
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第３節　本発掘調査

１．はじめに

　南畝町遺跡・西延末遺跡とも、前節における確認調査の結果に基づき、本発掘調査を実

施した。各遺跡の調査とも工事工程に合わせて実施したため、数次にわたる調査となって

いる。以下、各遺跡の調査概要を報告する。

２．南畝町遺跡

はじめに　　　　調査は４次にわたって行われている（第１１図）。各調査の概要・調査体制等は以下のとお

りである。

第１次調査　　　　遺跡調査番号：９９０２０２

　調 査 地　　　姫路市高尾町他

　調査期間　　　平成１１年８月１７日～１０月２９日

　調査概要　　　都市計画道路県道姫路港線拡幅に伴い実施した。調査面積は１１５９㎡である。重機と人力

で調査を進めていった。最後に、平成１１年１０月２０日にヘリコプターによる空中写真撮影を

実施し、この成果をもとに図化を行い、調査成果の記録に努めた。

　調査体制　　　調　査　員　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　西口和彦・水口富夫・松岡千寿

　調査補助員　岸真理子・山本陽子・中谷悟史

　室内作業員　覚野郁子

第２次調査　　　　遺跡調査番号：２０００２８２

　調 査 地　　　姫路市南畝町字堂ノ元５８０－１１・１２・４０・４１・４５

　調査期間　　　平成１２年５月２２日～８月１１日

　調査概要　　　ＪＲ山陽本線等連続立体交差事業に伴い実施した。調査面積は３８０㎡である。調査は重

機と人力により進めていった。調査成果については、７月１２日にヘリコプターによる写真

撮影を行い、これをもとに図化を行った。

　調査体制　　　調　査　員　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　中川　渉・松岡千寿

　調査補助員　田中　騰・岸真理子・玉越綾子・中谷悟史

　室内作業員　覚野郁子・竹本千夏

第３次調査　　　　遺跡調査番号：２００２０６８

　調 査 地　　　姫路市高尾町

　調査期間　　　平成１４年７月１２日～８月９日

　調査概要　　　ＪＲ山陽本線連続立体交差事業に伴う、鉄道高架予定地の調査である。調査面積は２５９

㎡である。調査は重機と人力により進めていった。調査成果については、８月１日にクレー

ンによる写真撮影を行い、これをもとに図化を行った。また、８月１７日には、小型ヘリコプ

ターによる空中写真撮影を行った。

第２章　調査の経緯
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　調査体制　　　調　査　員　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　小川良太・仁尾一人

　調査補助員　松井利可子

　室内作業員　森崎由紀子

第４次調査　　　　遺跡調査番号：２００３１５７

　調 査 地　　　姫路市高尾町

　調査期間　　　平成１５年９月１６日～９月２６日

　調査概要　　　ＪＲ山陽本線等連続立体交差事業に伴い実施した。調査面積は２７６㎡である。

　調査体制　　　調　査　員　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　仁尾一人

第３節　本発掘調査

第１１図　南畝町遺跡調査位置図

第１次調査�

第２次調査�

第３次調査�

第４次調査�

第１次調査�

第２次調査�

第３次調査�

第４次調査�
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３．西延末遺跡

はじめに　　　　調査は３次にわたって行われている（第１３図）。各調査の概要・調査体制等は以下のとお

りである。

第１次調査　　　　遺跡調査番号：９９０１６５

　調 査 地　　　姫路市西延末字山崎２４０－２他

　調査期間　　　平成１１年７月５日～７月１５日

　調査概要　　　ＪＲ山陽本線等連続立体交差事業に

付随する用水路新設工事に伴い実施し

た。調査は重機と人力により進め（第

１２図）、調査成果については、調査員の

手により図化が図られた。調査面積は

２７１㎡である。　　　　　　　　

　調査体制　　　調　査　員　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　甲斐昭光・川村慎也・田中秀明

第２次調査　　　　遺跡調査番号：２０００２９４

　調 査 地　　　姫路市西延末字山崎２４０－２

　調査期間　　　平成１２年１０月１７日～平成１３年３月１６日

　調査概要　　　ＪＲ山陽本線等連続立体交差事業に伴い実施した。調査は重機と人力により進め、調査

成果については、平成１３年２月１５日にヘリコプターによる空中写真撮影を行い、図化を実施

した。調査面積は１６９０㎡である。

第２章　調査の経緯

第１３図　西延末遺跡調査位置図

第１２図　住居跡検出作業
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　調査体制　　　調　査　員　兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所　中川　渉・松岡千寿

　調査補助員　中谷悟史・岸真理子・玉越綾子

　室内作業員　覚野郁子・竹本（山内）千夏

第３次調査　　　　遺跡調査番号：２００７０６６

　調 査 地　　　姫路市西延末

　調査期間　　　平成１９年６月１８日～９月６日

　調査概要　　　ＪＲ山陽本線高架に伴う都市計画道路建

設に伴い実施した。調査は重機と人力によ

り進め、調査成果については、ヘリコプタ

ーによる空中写真撮影を行い、図化を実施

した。

　また、調査終了前の８月２５日に、地元住民

を対象とした遺跡見学会を開催した。参加

者は３６名である。また、８月７日には、県立

須磨友が丘高等学校生による総合学習の一

環として体験発掘が行われた。

　調査面積は１０００㎡である。

　調査体制　　　調　査　員　兵庫県立考古博物館埋蔵文化財調査部　山田清朝

　調査補助員　森崎由紀子・魚住明佳

　室内作業員　覚野郁子

第３節　本発掘調査

第１４図　遺跡見学会
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第４節　整理作業

　はじめに　　　整理作業は、平成２０年度から２１年度の２箇年で兵庫

県立考古博物館にて実施した。各年度の整理作業の概

要・体制等は以下の通りである。なお、土器の水洗に

ついては、一部現場事務所にて発掘調査と平行して行

い、他については兵庫県立考古博物館魚住分館にて実

施している。

平成２０年度

　整理概要　　　土器の接合・実測・復元・写真撮影を行った。また、

石器についても、実測・写真撮影を行った。さらに、

パレオ・ラボにサヌカイトの産地同定と石器の石材鑑

定を依頼し、報告を得た。その結果については、第４章

にまとめてある。

　整理体制　　　整理保存班　篠宮　正

　調　査　班　山田清朝

　嘱　託　員　尾鷲都美子・佐伯純子・佐々木誓子

平成２１年度

　整理概要　　　土器の実測・復元・写真撮影、遺構図の整図・トレ

ースを実施した。併せて、原稿の執筆を行った。

　整理体制　　　整理保存班　菱田淳子

　調　査　班　山田清朝

　嘱　託　員　森本貴子・尾鷲都美子・佐々木誓子

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

第２章　調査の経緯
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第１５図　第１次調査平面図
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第３章　調査の成果

第１節　南畝町遺跡の調査

１．調査の概要

　本遺跡に関わる本発掘調査は４次におよび、５地区で行われている（第１１図）。本節では、

調査次ごとにその成果を報告していくことにする。

２．第１次調査

はじめに　　　　調査区はＡ区とＢ区の２地区からなる（第１５図）。両調査区とも、旧船場川の一部と考え

られる旧河道内にあたり、顕著な遺構を検出することはできなかった（第１５図）。両地区と

も、現地表面から１～１.５ｍは昭和時代以降の盛土層であった（第１６図）。

Ａ区　　　　　　当地区では、盛土層以下は旧河道を埋没させる洪水層が幾層か認められたに過ぎない。

ただし、当地区からは土器がほとんど出土していないため、その時期等の詳細については

明らかにすることはできない。

Ｂ区　　　　　　基本的にはＡ区と同様、旧船場川が埋没する様子を観察することができた。ただし、当

区では、その埋没過程における再掘削が行われている状況を観察することができた。これ

が９層上側のラインである。つまり、洪水に起因して９層が堆積後、再掘削が行われ、その

後数度の洪水により８層から２層が堆積している。

　３層と４層・５層と６層はそれぞれ同時に堆積後、その上層（３層・５層）が土壌化したもの

と考えられる。また、７層についても洪水に起因する堆積の可能性が考えられる。また８層

については湿地性の堆積と考えられ、再掘削段階での滞留状況を反映したものと考えられ

る。以上から、少なくとも３度の洪水による堆積により埋没したものと考えられる。

　さらに、２層についても、３層と４層と同時に堆積し、その後土壌化した３層の上層を耕作

し、２層が形成されたものと考えられる。

出土土器　　　　全てＡ区から出土している。弥生時代・古墳時代・中近世の土器・土製品・石製品が出

第１節　南畝町遺跡の調査　１．調査の概要

 第１６図　Ｂ区南壁
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土している（第１７図～第２４図）。全て旧河道からの出土で、遺構に伴う遺物は皆無である。

　弥生時代　　　中期と後期の土器が出土している。

　　中期　　　　甕と鉢が出土している。

　甕は１と２の２個体が出土している。１は、底部と体部以上の破片を図上で復元したもので

ある。口縁部は如意形をなすが、端部は摘み上げられていない。体部は内外面ともハケ調

整後、下半を中心に縦方向のヘラミガキにより仕上げられている。２はほぼ完存する個体

で、体部外面が縦方向のハケ調整、内面は下半がヘラナデ調整により仕上げられている。

口縁部は、ヨコナデ調整により仕上げられ、端部は上方につまみ上げられている。

　鉢は、３と５の２個体が出土している。いずれもタイプを異にする。３は、コップ形をなす

鉢で、その剥離痕から把手付の鉢と判断される。外面はハケ調整、内面は指オサエにより

仕上げられている。全体的に粗い仕上げである。５は、大型の鉢で、内外面ともハケ調整後、

ヘラミガキにより仕上げられている。

　　後期　　　　蓋・壺・甕・鉢・高坏が出土している。

　　　蓋　　　　６の１個体が出土している。外面は天井部がヘラミガキにより仕上げられ、つまみは指オ

サエにより仕上げられている。内面はナデ調整により仕上げられている。類例が少ないた

め、時期的位置付けが困難である。

　　　壺　　　　広口壺・短頸壺・複合口縁壺・直口壺が出土している。

　広口壺は７の１個体である。胎土の特徴から、生駒西麓産と考えられる土器である。体部

外面にはナデ調整後、径６㎜～８㎜の円形浮文が貼り付けられている。口縁端部には横ナデ

調整後、体部と同規模の円形浮文が貼付けられている。また、口縁部内面には径３.５㎜～４

㎜の穿孔（上→下）が焼成前に施されている。２孔で１対をなし、２対施されている。

　短頸壺は、８の１個体が出土している。完形に復元された小型の壺である。内外面とも磨

滅が著しく、詳細な調整の観察は困難である。

　複合口縁壺は２点（９・１０）出土している。９は、内傾する直線的な頸部に複合口縁が取り

付けられている。頸部内面は横方向の、外面は縦方向のハケ調整により仕上げられている。

口縁部上半外面には４条を１単位とする櫛描直線文が施されているが、粗い施文である。口

縁部内面はハケ調整により仕上げられている。

　１０は、直立する頸部に複合口縁が取り付けられている。口縁部は頸部に対して水平方向

に屈曲し、さらに斜外方に引き延ばされている。頸部から口縁部にかけての内面はハケ調

整により仕上げられている。頸部外面は縦方向のハケ調整により、口縁部外面はヨコナデ

調整により仕上げられている。その後、口縁部外面は強いヨコナデにより沈線状をなし、

２個１セットとなす円形浮文が４箇所に貼り付けられている。

　直口壺は１１の１個体である。完形に復元できる個体で、底部は突出した平底をなす。底

部内面には箆先の当りが認められる。全体的に磨滅が著しく、調整の詳細な観察は困難で

ある。

　　　甕　　　　Ⅴ様式系甕が３点（１２～１４）出土している。１２と１３は、体部から頸部にかけて叩き成形に

より仕上げられ、口縁部内外面がヨコナデ調整により仕上げられている。１２の体部内面は、

磨滅のため調整を観察できない。１３の体部内面は、横方向の板ナデ調整により仕上げられ

第３章　調査の成果
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ている。底部はわずかに平底の痕跡をとどめる。１４は、外面を縦方向のハケ調整後ナデ調

整が加えられている。底部は指オサエにより尖り底をなす。

　　　鉢　　　　６点（４・１５～１９）出土している。４は、大型の鉢で、口径に対して器高が低い点が特徴で

ある。内面はハケ調整後、ナデ調整により仕上げられている。外面は、叩き成形後、上部

はハケ調整、下半部は横方向の粗いヘラ削りにより仕上げられている。１５と１６は形態的に

同タイプに分類されるものである。２個体とも外面はナデ調整により仕上げられているが、

１５の内面はハケ調整、１６の内面はナデ調整により仕上げられている。１５の底部外面には、

わずかに叩き痕が認められる。１７は、その剥離痕から台付鉢と考えられるものである。体

部内面は縦方向のヘラナデにより、外面は粗いヘラミガキにより仕上げられている。

　１８は、体部から口縁部にかけて残存し、体部上半には把手が貼り付けられている。把手

は完存するものではなく、一部は剥離痕が観察されるのみである。この剥離痕と合わせて、

半環状をなしていたものと復元でき、指オサエにより貼り付けられている。体部から頸部

にかけての外面はハケ調整により、体部内面は横方向のヘラ削りにより仕上げられている。

口縁部は、内外面ともヨコナデ調整により仕上げられ、口縁端部は斜下方に引きのばされ、

明確な端面を有する。端面には２条の凹線が施されている。

　１９も１８と同様の把手付鉢で、半環状の把手が貼り付けられている。体部内面は横方向の

ヘラミガキ、外面は中位が横方向の、上半が縦方向のハケ調整により仕上げられている。

　　高坏　　　　有稜高坏が３点（２０～２２）出土している。２０は、坏底部は水平をなし、深い坏形をなす。脚

部には径１.１５㎝～１.７０㎝の透穴が３箇所に穿たれている。２１は、ほぼ完形に復元できる個体

であるが、坏部と脚部の接合部内面を欠く。２０とは異なり、坏底部が斜方向に立ち上がる。

脚部には円形の透かし穴が２箇所に認められ、その位置関係から３箇所に穿たれていたもの

と考えられる。脚部外面は縦方向のヘラミガキにより仕上げられているが、坏部の調整は

磨滅のため観察できない。２２は、坏口縁部が大きく外反しながら立ち上がる。坏部内外面

はハケ調整後、ナデ調整が施されている。脚部には透穴の痕跡が４箇所認められる。

　古墳時代　　　土師器と須恵器が出土している。

　　土師器　　　小型丸底壺と甕が出土している。

　　　丸底壺　　１０点（２３～３２）出土している。２３～３１は完形に復元できる個体である。外面の調整は、

ハケ調整を基本とする。ただし、２４の体部外面下半は弱いヘラ削りにより仕上げられてい

る。また、２９は体部全体が指オサエとナデ調整により仕上げられている。体部内面は指ナ

デ調整を基本とするが、２４と２６はハケ調整、２９は粗いヘラナデ調整により仕上げられてい

る。また、３２の内面は粗いヘラ削りが施されている。

　　　甕　　　　３点（３３～３５）出土している。３３と３４は同タイプに分類されるものである。体部内面はヘ

ラ削り、外面はハケ調整により仕上げられている。口縁部内面はハケ調整、外面はヨコナ

デ調整により仕上げられている。口縁端部は肥厚せず、丸く納められている。全体的に長

胴傾向にある。

　３５は、３３・３４とは異なり、口縁部が著しく短く、短頸壺に近い形態をなす。体部から口

縁部内外面はハケ調整により仕上げられ、最後に口縁部内外面が横ナデ調整により仕上げ

られている。

第１節　南畝町遺跡の調査　２．第１次調査
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　　須恵器　　　杯身・杯蓋・高坏蓋・高杯・提瓶・壺・甕の各器種が出土している。

　　　杯身　　　１７点（３６～３９・４４・５３～６１・６５～６７）出土している。これらの杯身は、ＴＫ４７型式・Ｍ

Ｔ１５型式・ＴＫ２０９型式・杯Ｇの４タイプに分類できる。

　ＴＫ４７型式は、３６～３９の４個体である。このなかで、３９については底部のヘラ削りが２/３

に及び、より古式の特徴が認められる。

　ＭＴ１５型式は、４４の１個体である。体部とたちあがりの変換部に受け部が認められない

点が特徴である。底部のヘラ削りは、全体の１/２に及んでいる。また、立ち上がり端部は丸

く納められている。

　ＴＫ２０９型式は、５３～６１・６５・６６の１１個体である。５３は、形態的にはＴＫ１０型式に近いが、

底部のヘラ削りがわずかであることから、ＴＫ２０９型式に分類したものである。５４・５８・５９

の底部は回転ヘラ削りが施されている。５５・５６・６０・６１は、回転ヘラ削り後、ナデ調整が

加えられている。５７は、ヘラ切り後、ナデ調整が加えられている。また、５９と６１の立ち上

がりはわずかで、より新しい傾向を示している。

　６５と６６は、口径に対して深い椀形をなすもので、底部は回転ヘラ切り後ナデ調整が加え

られている。

　杯Ｇは、６７の１個体である。全体的にコップ形をなし、底部外面は回転ヘラ削りにより仕

上げられている。口縁部は回転ナデ調整によりわずかに内傾する。底部にヘラ記号が認め

られる。

　　　杯蓋　　　１１点（４０・４１・４７～５２・６２～６４）出土している。４０と４１はＴＫ４７型式に位置付けられる

もので、口縁端部がわずかに内傾する端面を有する。

　４９は、ＴＫ１０型式に位置付けられるもので、口縁端部はわずかに内傾する端面を有し、

沈線状をなす。ヘラ削りは天井部の２/３に及ぶ。６３はＴＫ４３型式に位置付けられるもので、

ヘラ削りが天井部の２/３に及んでいる。

　４７・４８・５０～５２・６２・６４は、ＴＫ２０９型式に位置付けられる。５２は、天井部の１/３にヘラ

削りが施されている。４７と６４の天井部はヘラ切り後未調整である。４８と５１は、天井部２/３

にヘラ削りが施されている。また、天井部にヘラ描が認められるが、多方向に施されてい

る（写真図版１０）。５０の天井部は回転ヘラ削り後ナデ調整が加えられている。６２の天井部は、

回転ヘラ切り後ナデ調整が加えられている。

　　高坏蓋　　　４２・４５・４６の３点出土している。４２は、ＴＫ４７型式もしくはＭＴ１５型式に位置付けられる

もので、口縁端部は内傾する端面を有する。ヘラ削りは天井部の２/３に及ぶ。

　４５は、形態的に、他に例を見ないタイプである。天井部に灰被りが認められたことから、

蓋と判断したものである。口径１５.６㎝と大型で、器高も６.５㎝に及ぶ。口縁部中央に２条の

沈線が施され、この沈線の上側にキザミ目が施されている。つまみは完存しないが、三方

に長方形状の透かしが穿たれている。初期須恵器に位置付けられるものである。

　４６は、天井部中央に釦状のつまみがつく。天井部と口縁部の境は緩やかな沈線をなし、

口縁端部は丸くおさめられている。また、天井部は直線的で、天井部のヘラ削りは２/３に及

ぶ。ＴＫ４３型式に位置付けられるものと考えられる。

　　　高杯　　　４３・６８～７０の４点出土している。４３は、わずかに脚部の一部が残存する。残存する脚部に

第２章　調査の経緯
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長方形透かしの一部が３箇所に認められる。杯底部のヘラ削りは２/３に及び、たちあがり端

部は丸くおさめられている。以上の特徴から、ＭＴ１５型式からＴＫ１０型式に位置付けられ

る。

　６８は、長脚２段透かしを有する高杯である。杯部は外面中央に沈線が施されている。Ｔ

Ｋ１０型式に位置付けられるものである。６９は、ＴＫ２０９型式に位置付けられるもので、短脚

に椀形の杯部が付く。７０は、短い脚部に杯部が付くタイプで、脚部には透かしは認められ

ない。杯部はＴＫ２１７型式タイプの特徴を有するものである。

　　　提瓶　　　７１と７２の２点出土している。７１は、口縁部から体部上半にかけて残存する。肩部の耳は

退化が顕著で、釦状をなす。７２は、底部を欠くが、ほぼ完形に復元できる個体である。肩

部の耳は退化傾向にあり、鍵形をなす。体部外面全面にカキメが施されている。ＴＫ４３に

位置付けられる。

　　　横瓶　　　８２の１点出土している。ほぼ完形に復元できる個体で、体部中位側部に充填痕が認めら

れる（写真図版１４）。充填痕は、径５.９㎝の円盤を充填したもので、内面には当具痕が認めら

れない。

　　　壺　　　　７３・７５・７６の３点出土している。７３は小型の短頸壺である。体部外面下半は静止ヘラ削り

により仕上げられている。体部上半から口縁部にかけての内外面は回転ナデ調整により仕

上げられている。内面全面に漆の付着が認められる。また、外面にはヘラによる線刻が施

されている。７５は、体部下面の剥離痕から、台付壺に分類されるものである。体部上半外

面にはヘラ描の刻み目が施され、その上側には２条のヘラ描沈線が、下側には１条のヘラ描

沈線が施されている。７６も短頸壺に分類されるタイプで、外面は一部を除きカキメが施さ

れている。口縁端部は内傾する端面を有する。

　　　 　　　　７４の１点出土している。体部を中心に残存し、体部中位にヘラ描沈線に挟まれて櫛描波

状文が施されている。その後、この部位に径１.３㎝の穿孔が認められる。頸部にも櫛描波状

文が施されている。底部外面は不定方向のヘラナデ調整により仕上げられている。体部の

規模から判断して、ＴＫ２３型式に位置付けられる。

　　　甕　　　　７７～８１・８３の６点出土している。７９は、口縁部が受口状をなすタイプで、体部外面は平行

叩きにより整形されている。７７と８１は同タイプの甕で、体部外面は平行叩き後カキメが施

されている。８０は、口縁部の一部がわずかに残存する小片で、口縁部はほぼ直立する。ま

た、口縁端部は内傾する平坦面を有する。口縁部外面には２条の沈線が施され、体部外面は

平行叩きにより整形されている。７８と８３は同タイプに分類されるものである。体部は、叩

き成形後、横方向のカキメが施されている。

　中近世　　　　青磁碗と備前焼が出土している。青磁碗は８５の１個体である。龍泉窯系の青磁碗で、内

面見込みに草花文の一部が認められる。高台内側は露胎している。備前焼は８４の擂鉢１個

体である。内面に７本を単位とする卸し目がわずかに残存する。

第１節　南畝町遺跡の調査　２．第１次調査
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第１７図　第１次調査出土土器（１）

第３章　調査の成果
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第１８図　第１次調査出土土器（２）

第１節　南畝町遺跡の調査　２．第１次調査
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第１９図　第１次調査出土土器（３）
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第２０図　第１次調査出土土器（４）
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第２１図　第１次調査出土土器（５）

第３章　調査の成果
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第２２図　第１次調査出土土器（６）

第１節　南畝町遺跡の調査　２．第１次調査
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第２３図　第１次調査出土土製品

第１表　出土土錘一覧表

第３章　調査の成果

　　土製品　　　土錘が１０点（８６～９５）出土している。各土錘の規模等は第１表の通りである。

　　石製品　　　砥石が１点（Ｓ１）が出土している（第２４図）。Ｓ１は、完存す

るものではないが、２面が使用されている。全長９.９２㎝を測り、

中央部における断面は２.２０×２.２５㎝の方形をなす。重量は１５０.２

ｇである。

図版挿図備考残存重量（ｇ）孔径（㎝）最大径（㎝）長さ（㎝）№

１４２３ほぼ完存７６.０００.９０～１.１０２.６０～３.００８.５０８６

１４２３ほぼ完存９３.０００.９０～１.１０３.４５～２.７５８.５０８７

１５２３一部欠７８.５０１.６０３.６１～３.７０７.１０８８

１５２３完存７２.００１.００３.２０～２.８０７.４５８９

１５２３完存８１.５０１.７５～２.６０４.０５～３.９５６.４０９０

１５２３ほぼ完存４４.６００.７０～０.８０２.７０×２.９５６.１０９１

１５２３完存１１１.００１.００～１.３５４.６５×４.００５.１５９２

１５２３１/２前後穴８１.０００.８３３.８３～３.６８５.００９３

１５２３両端に紐穴完存２８.４００.５３～０.６３１.６０～１.８５７.４４９４

一端に紐穴１/２１１.４００.５３１.６０×１.５０３.９０９５

８６� ８７� ８８� ８９�
９０�

９１�
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９５�
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第２４図　出土砥石
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３．第２次調査

（１）基本層序と遺構の検出

はじめに　　　　調査区西側１/３は大きく撹乱を受け、土層を観察できない（第２５図）。そこで、これより

東側部分を中心に報告する。

基本土層　　　　上から、盛土層（第２層）・旧耕作土（第３層）・水田土壌層（第４層・第６層・第８層）ま

では、共通して認められる。水田土壌層については、その層相から判断して、中世以降の

水田と考えられる。水田土壌→床土層を繰り返した結果と考えられる。

　第８層以下は、ＳＤ０３を境に大きく異なる。まず、ＳＤ０３の西側は、第８層の下に土壌化

した第１７層と第１９層が認められる。第１７層は、第１８層と第１９層が土壌化した層と考えられ

る。第１８層については洪水に起因する堆積層である。

　ＳＤ０３の東側については、ＳＤ０３およびその下層のＳＤ０５が、先の第１７層～第１９層を切

るように掘削されている。そして、これらの溝が埋没した後、第９層～第１１層が堆積してい

る。３層とも洪水に起因する層であるが、第９層と第１０層は堆積後、顕著に土壌化している。

　基盤層（第２２層）は、細砂～粗砂からなり、調査区全域に共通して認められる。

第１節　南畝町遺跡の調査　３．第２次調査

第２５図　第２次調査基本土層図
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遺構の検出　　　ＳＤ０３の東側については、基盤層上面

で、ＳＤ０３より西側は第１７層上面で、遺

構を検出している。遺構検出面はこの１

面のみである。

（２）調査の成果

　柱穴・土坑・溝を検出している（第２６図）。

Ⅰ：柱穴

　２０穴以上検出している。これらの柱穴

から建物を復元することは困難である。

ここでは、土器が出土した柱穴（Ｐ０１～

Ｐ２１）を中心に報告する。

Ｐ０１

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。Ｐ

０２の南東側に位置する。南側の大半が撹

乱を受けている。ＳＤ０５と切り合い関係

にあり、ＳＤ０５を切っている。

出土遺物　　　　弥生時代前期の壺が１点（９６）出土して

いる（第３２図）。外面は縦方向のハケ調整

後、３条の突帯が貼り付けられている。

突帯頂部にはキザミ目が施されている。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代前期

末と考えられる。

Ｐ０２

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。Ｐ

０１の北西側、Ｐ０４の南東側に位置する。

ＳＤ０５と切り合い関係にあり、ＳＤ０５を

切っている。

出土遺物　　　　弥生時代後期の甕と高坏が出土してい

る。甕はⅤ様式系の甕である。いずれも

小片のため図化できなかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代後期

と考えられる。           　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

Ｐ０３

検出状況　　　　調査区中央南西部で検出した（第２６図）。

Ｐ１８の南東側に位置する。ＳＤ０３と切り 第２６図　第２次調査平面図

第３章　調査の成果
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合い関係にあり、ＳＤ０３を切っている。

出土遺物　　　　弥生時代後期の甕が出土している。外面に叩きが認められ、Ⅴ様式系の甕である。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代後期と考えられる。

Ｐ０４

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。Ｐ０２の北西側、ＳＤ０３の東側に位置する。ＳＤ０５と

切り合い関係にあり、ＳＤ０５を切っている。

出土遺物　　　　弥生時代中期の壺・甕・ミニチュア土器が出土している（第３２図）。

　壺は広口壺の口縁部片（９８）が出土している。内外面とも横ナデ調整により仕上げられ、

端部を下方に拡張させている。内面は、扇状文が施され、その後外側に櫛描波状文が施さ

れ、そこに円形浮文（径７㎜）が貼り付けられている。外端面には２段のキザミ目が施され、

その中間に円形浮文（径７㎜）が貼り付けられている。円形浮文は２個１対をなす。また、キ

ザミ目の下方には櫛描波状文が施されている。

　ミニチュア土器（９７）は、残存高が２.８㎝である。甕は体部と底部片が出土しているが、小

片のため図化できなかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期と考えられる。

Ｐ０５

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。Ｐ０１の北東側、Ｐ０６の南西側に位置する。ＳＤ０２と

切り合い関係にあり、ＳＤ０２を切っている。

出土遺物　　　　弥生土器の小片が出土しているが、小片のため器種の特定も困難である。ただし、胎土

は前期から中期初頭の特徴を示している。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代前期～中期初頭と考えられる。

Ｐ０６

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。Ｐ０５の北東側、Ｐ０７の北西側に位置する。ＳＤ０２の

西側肩部に隣接し、ＳＤ０５と切り合い関係にあり、ＳＤ０５を切っている。

出土遺物　　　　土器の小片が出土しているが、小片のため器種の特定も困難である。ただし、胎土は古

墳時代前期の特徴が認められる。

時期　　　　　　出土土器から判断して、古墳時代前期と考えられる。

Ｐ０７

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。Ｐ０６の南東側、Ｐ２１の南西側に位置する。

出土遺物　　　　須恵器の杯Ｂ底部と甕体部および土師器の小片が出土している。ただし、土師器は小片

のため、器種の特定も困難である。

時期　　　　　　出土土器から判断して奈良時代と考えられる。

第１節　南畝町遺跡の調査　３．第２次調査
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Ｐ０８

検出状況　　　　調査区中央北東部で検出した（第２６図）。Ｐ１６の東側、Ｐ２１の北東側に位置する。他の遺

構との切り合い関係は認められない。

出土遺物　　　　弥生時代前期の壺と器種の特定が困難な小片が出土している。壺は底部を中心に残存し、

胎土は前期の特徴を示している。小片は、胎土の特徴から中期と考えられる。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期と考えられる。

Ｐ０９

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。ＳＤ０３とＳＤ０４が交差する地点の北側に位置する。

ＳＤ０３と切り合い関係にあり、ＳＤ０３を切っている。

出土遺物　　　　弥生時代中期の器種の特定が困難な小片と、古墳時代後期の須恵器片が出土している。

時期　　　　　　出土土器から判断して、古墳時代後期と考えられる。

Ｐ１０

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。Ｐ０９の南西側に位置する。ＳＤ０３と切り合い関係に

あり、ＳＤ０３を切っている。また、一部、後世の撹乱を受けている。

出土遺物　　　　弥生時代後期の甕が出土している。外面に叩きが認められ、Ⅴ様式系の甕である。小片

のため図化できなかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代後期と考えられる。

Ｐ１１

検出状況　　　　調査区中央北東部で検出した（第２６図）。Ｐ１７の北西側に位置する。ＳＤ０１と切り合い関

係にあり、ＳＤ０１を切っている。

出土遺物　　　　弥生時代中期の壺の底部片が出土している。小片のため図化できなかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期と考えられる。

Ｐ１２

検出状況　　　　調査区東半部で検出した（第２６図）。Ｐ１３の北東側、Ｐ１７の東側に位置する。他の遺構と

の切り合い関係は認められない。

出土遺物　　　　弥生時代後期の甕が出土している。外面に叩きが認められ、Ⅴ様式系の甕である。小片

のため図化できなかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代後期と考えられる。

Ｐ１３

検出状況　　　　調査区東半部で検出した（第２６図）。Ｐ１２の南西側に位置する。

出土遺物　　　　弥生時代の土器片が出土している。小片のため器種の特定および図化はできなかった。

土器の胎土は、弥生中期の特徴を示している。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期と考えられる。

第３章　調査の成果
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Ｐ１４

検出状況　　　　調査区東部で検出した（第２６図）。Ｐ１５の西側に位置する。

出土遺物　　　　弥生時代中期の壺の底部片（９９）が出土している（第３２図）。広口壺の底部片と考えられ、

胎土は中期の特徴を示している。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期と考えられる。

Ｐ１５

検出状況　　　　調査区東部で検出した（第２６図）。Ｐ１４の東側に位置する。

出土遺物　　　　弥生時代の土器片が出土している。小片のため器種の特定および図化はできなかった。

土器の胎土は、弥生中期の特徴を示している。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期と考えられる。

Ｐ１６

検出状況　　　　調査区中央部北側で検出した（第２６図）。Ｐ０８の西側に位置する。ＳＤ０２と切り合い関係

にあり、ＳＤ０２を切っている。

出土遺物　　　　須恵器の甕の体部片と土師器の小片が出土している。須恵器の胎土は陶邑産の特徴を示

している。土師器は、小片のため器種の特定は困難である。いずれも小片のため図化はで

きなかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、古墳時代後期から奈良時代と考えられる。

Ｐ１７

検出状況　　　　調査区中央部東側で検出した（第２６図）。Ｐ１１の南東側に位置する。

出土遺物　　　　弥生時代中期の甕の体部片が出土している。外面には煤の付着が認められる。ただし、

小片のため器種の特定および図化はできなかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期と考えられる。

Ｐ１８

検出状況　　　　調査区中央部南西側で検出した（第２６図）。Ｐ０３の北西側に位置する。

出土遺物　　　　弥生時代の土器片が出土している。小片のため器種の特定および図化はできなかった。

土器の胎土は、弥生時代後期の特徴を示している。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代後期と考えられる。

Ｐ１９

検出状況　　　　調査区中央部北西側で検出した（第２６図）。Ｐ２０の東側に位置する。

出土遺物　　　　須恵器と土師器の小片が出土している。いずれも小片のため、器種の特定および図化は

できなかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、古墳時代後期から奈良時代と考えられる。

第１節　南畝町遺跡の調査　３．第２次調査
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Ｐ２０

検出状況　　　　調査区中央部北西側で検出した（第２６図）。Ｐ１９の西側に位置する。

出土遺物　　　　須恵器と土師器の小片が出土している。いずれも小片のため、器種の特定および図化は

できなかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、古墳時代後期から奈良時代と考えられる。

Ｐ２１

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。Ｐ０７の北東側、Ｐ０８の南西側に位置する。

出土遺物　　　　弥生時代中期の甕の体部片が出土している。ただし、小片のため器種の特定および図化

はできなかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期と考えられる。

Ⅱ：土坑

　２基（ＳＫ０１・ＳＫ０２）検出した（第２６図）。

ＳＫ０１

検出状況　　　　調査区中央部南側で検出した（第２６図）。ＳＤ０２の南端部に位置する。ＳＤ０２と切り合い

関係にあり、ＳＤ０２を切っている。ただし、一部は調査区外に拡がっており、検出できた

のは全体の約２/３に限られる。

形状・規模　　　平面形は楕円形と考えられる。主軸方向で８０㎝を測る。横断面はＵ字形をなし、最深部

における検出面からの深さは３４㎝である。

埋没状況　　　　１層からなる。

出土遺物　　　　須恵器の甕の体部片と土師器の小片が出土している。土師器は、小片のため器種の特定

は困難である。いずれも小片のため図化はできなかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、古墳時代後期から奈良時代と考えられる。

ＳＫ０２

検出状況　　　　調査区中央部南側で検出した（第２６図）。ＳＤ０２とＳＤ０４が切り合う箇所の北側に位置す

る。ＳＤ０５と切り合い関係にあり、ＳＤ０５を切っている。このため、完存する。

形状・規模　　　平面形は長方形をなす。主軸方向で１.１４ｍ、その直交方向で６０㎝を測る。横断面は箱形を

なし、最深部における検出面からの深さは１６㎝である。

埋没状況　　　　１層からなる。

出土遺物　　　　壺の底部片（１００）が出土している（第３２図）。丸底化の傾向が認められるが、わずかに

平底形態をとどめている。内外面とも縦方向のヘラミガキにより仕上げられている。鉢の

可能性も考えられる。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代後期と考えられる。

 

第３章　調査の成果
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Ⅲ：溝

　５条（ＳＤ０１～ＳＤ０５）検出した（第２６図）。

ＳＤ０１

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。ＳＤ０２の東側に位置する。南北方向にわずかに直線

的にのびる溝で、両端とも調査区外にのびている。

形状・規模　　　検出した長さは７.５０ｍである。検出面における幅は、１.００～１.６０ｍを測る。横断面は逆台

形をなし、最深部における検出面からの深さは７～３０㎝である。底部の標高は、北端が９.８１

ｍ、南端が９.５７ｍと、南側に傾斜している。

出土遺物　　　　土器と石器が出土している。

　土器　　　　　壺・甕・高坏・鉢が出土している（第３２図～第３４図）。特に北端部で集中して出土してい

る（第２７図）。

　　壺　　　　　広口壺の口縁部を中心とした個体（１０３～１０８）と底部片（１０９～１１２）が出土している。

　口縁部片は、口縁端部をわずかに拡張するタイプ（１０１・１０２）と口縁部内端面に突帯を

貼り付けるタイプ（１０３・１０４・１０６～１０８）に分類できる。前者は、口縁部に対する装飾性

が乏しい特徴が認められ、わずかに１０２の外端面にキザミ目が施されている。頸部はいず

れも指頭圧痕文突帯が貼り付けられている。

　後者のタイプについては、突帯が１条からなるもの（１０３・１０４）と２条からなるもの（１０６

～１０８）が認められる。１０３と１０４の突帯頂部にはキザミ目が施されている。また、口縁部外

第１節　南畝町遺跡の調査　３．第２次調査

第２７図　ＳＤ０１土器出土状況
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端面にはキザミ目が施されている。さらに、１０４の突帯の外側には２穴が１対をなす径２㎜の

紐穴が穿たれている。体部上半にもキザミ目が２段にわたって施されている。

　突帯が２条の１０６～１０８についても、基本的な装飾法は１条突帯と同じである。ただし、１０６

と１０７の口縁部外端面にはキザミ目の上に円形浮文（１０６の径９㎜・１０７の径６㎜）が貼り付け

られている。１０８は完存する個体で、２条の突帯の内側には２穴を１対とする径１.５㎜の紐穴が

５箇所に穿たれている。また、頸部に指頭圧痕文突帯が貼り付けられるとともに、体部にも

上半と中位にキザミ目がそれぞれ１段ずつ施されている。

　底部片は１０９～１１２の４個体出土している。磨滅の顕著な１１２を除いては、外面はヘラミガ

キを中心に仕上げられている。内面はハケ調整が基本で、１１１にはハケ調整後、ヘラミガキ

が加えられている。

　　甕　　　　　１１３～１２５の１３個体が出土している。１２１の大型の甕を除いて、基本的に同タイプに分類

できるものである。完形に復元された１１５をみると、体部外面はハケ調整、内面は縦方向の

ヘラ削りを基本とし、内面上半はヘラ削り後ナデ調整により仕上げられている。最後に、

口縁部内外面が横ナデ調整により仕上げられている。また、１１８と１２０の体部上半部内面は、

ハケ調整により仕上げられている。他に、１２２～１２５の外面下半には縦方向のヘラミガキが

施されている。なお、１１５の肩部外面にはノ字状のキザミ目が認められるが、他の個体には

認められない。

　高坏　　　　　１２６と１２７の２個体が出土している。

　１２６は、水平口縁形高坏の口縁部と考えられ、その端部がわずかに残存する。端部は斜め

下方に拡張され、外端面を有する。外端面には３条の凹線が施され、これに斜交するキザミ

目が施され、さらに径４.５㎜～５.０㎜の円形浮文が縦列に３個貼り付けられている。また、外

面は横方向のヘラミガキにより仕上げられている。

　１２７は、脚柱部のみ残存する。上部に２条の断面三角形の突帯が貼り付けられている。外

面は縦方向のハケ調整、内面はナデ調整により仕上げられている。

　　鉢　　　　　１２８の１個体が出土している。体部下端の剥離痕から、把手付鉢と考えられる。口縁部は

内側に大きく屈曲させ、横ナデ調整により仕上げられている。また、屈曲部下外面に４条の

凹線が施されている。体部内外面はナデ調整により仕上げられている。

　石器　　　　　サヌカイト製打製石鏃が１点（Ｓ２）出土している（第３０図）。凸基式の石鏃で、完存する。

全長３.４㎝、基部幅１.８㎝、厚さ４.５㎜を測る。また、重さは２.７ｇである。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期と考えられる。

ＳＤ０２

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。ＳＤ０１とＳＤ０３の間に位置し、両溝とほぼ平行する。

北東－南西方向に直線的にのびる溝で、両端とも調査区外にのびている。また、ＳＤ０４と

切り合い関係にあり、ＳＤ０４に切られている。また、当溝を掘削した段階でＳＤ０５が検出

されている（第２８図）。

形状・規模　　　検出した長さは９.５０ｍである。検出面における幅は、１.２０～１.４５ｍを測る。横断面は逆台

形をなし、最深部における検出面からの深さは２８㎝である。底部の標高は、北東端が９.５０

第３章　調査の成果
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ｍ、南西端が９.４３ｍと、南西側にわずかに傾斜している。

埋没状況　　　　３層からなる（第２８図）。最下層の第６層が堆積後、再掘削され、その後第４層と第５層が

堆積している。

出土遺物　　　　弥生時代中期の壺・甕・高坏・脚部が出土している（第３４図）。

　壺　　　　　　広口壺・直口壺・底部片が出土している。

　広口壺は口縁部片と体部片が出土している。口縁部片は、１２９～１３１の３個体出土してい

る。口縁部を斜め下方に拡張させ装飾を施すタイプ（１２９・１３０）と、端部を拡張させず装

飾を施さないタイプ（１３１）が認められる。前者の、１２９の外端面には６条の凹線文が施され、

その上に棒状浮文と円形浮文（径１.５㎝）が貼り付けられている。また、内端面には櫛描波

状文が施され、その後突帯が貼り付けられている。さらに、頸部には凹線が認められる。

１３０も口縁部の形態は１２９と同じで、外端面には５条の凹線文が施され、その後径１㎝の円形

浮文が貼り付けられている。また、頸部には凹線文が認められる。

　後者の１３１は、口縁部を外方に巻き込ませ、端部は玉縁状をなす。頸部外面は縦方向のハ

ケ調整により仕上げられ、装飾は施されていない。

　体部片は、１３２と１３３の２個体である。１３２は、頸部から肩部にかけての小片で、縦方向の

ハケ調整後、上から櫛描直線文・櫛描波状文が施されている。１３３は肩部の小片で、外面に

ハケ調整後、櫛描直線文と櫛描波状文のセットが３セット認められる。

　直口壺は１３４の１個体が出土している。口縁部の小片で、外面に断面台形をなす３条の突

帯が貼り付けられている。

　底部は、１４０の１個体で、内面は指オサエ、外面はヘラミガキにより仕上げられている。

　甕　　　　　　口縁部が如意形を呈する甕が出土している。口縁部は１３５と１３６の２点出土しているが、

前者は端部を丸く納め、後者は外端面を有する。１３７～１３９・１４１～１４３は底部片である。

　高坏　　　　　１４４の１個体が出土している。外面はナデ調整により仕上げられ、４条の凹線文が施され

ている。内面は横方向のヘラミガキにより仕上げられている。

　脚部　　　　　１４５の１個体が出土している。脚部のみ残存し、体部とは円盤充填により接合されている。

脚部内外面は横ナデ調整、体部内面はハケ調整により仕上げられている。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生中期Ⅱ～Ⅲと考えられる。

第１節　南畝町遺跡の調査　３．第２次調査
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３．にぶい黄褐色極細砂～細砂（ＳＤ03）�

４．暗褐色細砂～粗砂（ＳＤ02）�

５．暗褐色粗砂混じり細砂～極細砂（ＳＤ02）�

６．にぶい黄褐色シルト混じり中砂～粗砂（ＳＤ02）�

７．暗褐色粗砂混じり細砂～極細砂（ＳＤ05）�

８．にぶい黄褐色細砂～粗砂（ＳＤ05）�

第２８図　ＳＤ０２・ＳＤ０３断面
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ＳＤ０３

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。ＳＤ０２の西側に位置し、ＳＤ０２とほぼ平行する。北

東－南西方向に直線的にのびる溝で、両端とも調査区外にのびている。また、ＳＤ０４と切

り合い関係にあり、ＳＤ０４に切られている。また、当溝を掘削した段階でＳＤ０５が検出さ

れている（第２８図）。

形状・規模　　　検出した長さは１０.３０ｍである。検出面における幅は、１.５０ｍを測る。２段に掘り込まれて

おり、その横断面は上側が逆台形、下側がＵ字形をなし、最深部における検出面からの深

さは３７㎝である。底部の標高は、北東端が９.４２ｍ、南西端が９.４４ｍと、ほぼ一定している。

埋没状況　　　　３層からなる（第２８図）。３層とも洪水に起因する堆積で、堆積後に土壌化している。

出土遺物　　　　弥生時代中期と後期の土器が出土している（第３４図・第３５図）。

　中期　　　　　壺・甕・高坏が出土している。

　　壺　　　　　広口壺（１４６）と短頸壺（１４８）が出土している。広口壺の１４６は口縁部のみ残存する。端

部を上下に拡張させ、外端面には５条の凹線文が施された後、その上に棒状浮文が貼り付け

られている。口縁部内端面には櫛描波状文が施されている。内外面とも横ナデ調整により

仕上げられている。

　短頸壺の１４８は、口縁部がく字形に短く屈曲するもので、甕に分類される可能性も考えら

れる。頸部には指頭圧痕文突帯が貼り付けられ、口縁部外端面にはキザミ目が施されてい

る。また、口縁部内端面は横方向のヘラミガキが施されている。

　この他、底部片（１５０）が出土している。外面は縦方向のヘラミガキにより仕上げられて

いる。

　　甕　　　　　１４９・１５１・１５２の３個体が出土している。いずれも底部片で、その形態と調整技法から甕

に分類した。１４９と１５１の内面は縦方向のヘラ削り、外面はヘラミガキにより仕上げられて

いる。１５２の内面はナデ調整により仕上げられ、底部中央部には径８.５㎜の穿孔が焼成前に

施されている。

　　高坏　　　　１４７の１個体が出土している。外面には５条の凹線文が施されている。磨滅が顕著なため、

具体的な調整は観察できない。

　後期　　　　　甕と鉢が出土している。

　　甕　　　　　１５３・１５４・１５６・１５７の４個体が出土している。いずれもⅤ式系甕の底部片である。１５７を

除いては平底形態をなすが、１５７は丸底化の傾向が顕著で、わずかに平底形態を残す。また、

１５３の内面は弱いヘラ削りが施されている。外面は、叩き成形後、部分的に縦方向のハケ調

整により仕上げられている。

　　鉢　　　　　１５５の１個体が出土している。尖り底の底部中央に径９㎜の穿孔が施されたもので、一部

では甑に分類されるものである。内外面とも板ナデ調整により仕上げられている。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期には掘削され、弥生時代後期に埋没したものと考

えられる。

ＳＤ０４

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。北西－南東方向に直線的にのびる溝で、両端とも調

第３章　調査の成果
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査区外にのびている。ＳＤ０２～ＳＤ０５と切

り合い関係にあり、上記遺構を切っている。

形状・規模　　　検出した長さは１２.０ｍである。検出面に

おける幅は、８２㎝を測る。横断面は逆台形

をなし、最深部における検出面からの深さ

は４４㎝である。底部の標高は、北西端が

９.５６ｍ、南東端が９.４８ｍと、南東側にわずか

に傾斜している。

埋没状況　　　　３層からなる（第２９図）。第３層が洪水によ

り堆積後、再掘削され、その後第２層と第１

層が人為的に埋められている。最上層から、

須恵器の甕（１６１）が出土している。

出土遺物　　　　第１層と第２層を中心に、弥生土器と古墳

時代の須恵器が出土している。

　弥生土器　　　壺・甕・高坏が出土している（第３５図）。

　壺は１５８の１個体が出土している。広口壺の口縁部で、端部を下方に拡張させている。外

端面には櫛描波状文が施され、内面は横方向のヘラミガキにより仕上げられている。

　甕は１５９の１個体が出土している。Ⅴ様式系甕の底部で、尖り底化の傾向が見られる。外

面はヘラナデ、内面はナデ調整により仕上げられている。

　高坏は１６０の１個体が出土している。脚部下半を中心に残存し、内面は横方向のヘラ削り、

外面は横ナデ調整により仕上げられている。また、端部外面には三角刺突文が、その上に

３条の櫛描直線文が施されている。三角刺突文は、貫通していない。

　須恵器　　　　甕が１個体（１６１）出土している（第３５図）。底部を除いて完形に復元できる個体で、外面

は平行叩き成形後、カキメが施されている。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期に掘削され、最終的に古墳時代後期に埋没したと

考えられる。

ＳＤ０５

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第２６図）。ＳＤ０２とＳＤ０３を検出後明らかとなった遺構で、平

面的にＳＤ０２・ＳＤ０３と重複する。このため、当溝の肩部は両溝に切られている。この他、

ＳＤ０４にも切られている。北東－南西方向に直線的にのびる溝で、両端とも調査区外にの

びている。

形状・規模　　　検出した長さは９.５０ｍである。溝の幅を検出することはできなかったが、第２８図におけ

る断面観察から、４～５ｍと推定される。横断面は逆台形もしくは皿形をなし、最深部にお

ける検出面からの深さは３５㎝である。底部の標高は、９.３５ｍである。

埋没状況　　　　２層からなる（第２８図）。

出土遺物　　　　弥生時代中期の壺・甕・高坏・他が出土している（第３５図・第３６図）。

　壺　　　　　　広口壺・短頸壺・底部片が出土している。広口壺は、１６３と１６４の２個体が出土している。

第１節　南畝町遺跡の調査　３．第２次調査
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１．暗褐色細砂～中砂�

２．黒褐色中砂混じりシルト～極細砂�

３．暗褐色細砂～粗砂�

第２９図　ＳＤ０４断面
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１６３は、口縁端部を斜め下方に拡張させ、端面には４条の凹線文が施されている。また、頸

部外面にも２条の凹線文が施されている。頸部内面は横方向のヘラミガキ、体部内面はナ

デにより仕上げられている。また、肩部外面には把手の剥離痕が認められる。１６４は、斜方

向に直線的にのび、口縁端部を外下方に折り返す。装飾は施されず、外面はハケ、内面は

横方向のヘラ削りもしくはヘラナデにより、仕上げられている。

　短頸壺は１６２の１個体である。形態的には甕に類似するが、口径に対して頸径が小さいた

め、壺に分類した。体部内面はハケ調整、口縁部内面は横ナデ調整により仕上げられてい

る。

　底部片は１６５の１個体で、広口壺の底部と考えられる。

　甕　　　　　　如意形を呈する口縁部片が２点（１６６・１６７）出土している。２点とも同タイプに分類でき

るもので、法量的に大型である。体部内外面はハケ調整、口縁部内外面は横ナデ調整によ

り、仕上げられている。口縁端部は明確な外端面を有する。

　この他、底部片が８個体（１６８～１７５）出土しているが、形態・調整技法の特徴から、甕の

底部と考えられる。１７１～１７５については、小型甕の底部と考えられる。

　高坏　　　　　脚部片が１点（１７６）出土している。外面は縦方向のヘラミガキにより仕上げられ、脚柱

部には長方形の透かし（３箇所）が焼成前に穿たれている。また、長方形透かしの下側には

２条の櫛描直線文が、その下側には三角刺突文が施されている。

　他　　　　　　半裁竹管による山形文と直線文・ヘラ描沈線・櫛描直線文と櫛描波状文が施された小片

が出土している。前２者については、胎土の特徴と合わせて、前期から中期初頭に位置付け

られるものである。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期前半と考えられる。

Ⅳ：その他

　包含層から、多くの土器が出土している。なかでも、土器溜りとして一括性の高い一群

がある。これを中心に報告する。

出土遺物　　　　一括性の高い土器溜り出土土器と、他の土器とにわけて報告する。

　土器溜り出土　弥生時代中期の壺・甕・高坏・他が出土している（第３６図・第３７図）。

　　壺　　　　　広口壺・水差し形壺・細頸壺・底部が出土している。

　広口壺は、１７７～１７９の３個体が出土している。１７７は、外面をハケ調整、内面をナデ調整・

横ナデ調整により仕上げられ、口縁端部を斜下方に拡張させている。外端面に４条の凹線

を施し、斜方向のキザミ目が施されている。その後、３本を単位とした棒状浮文が貼り付け

られている。計８セットあったものと復元される。また、棒状浮文の上にもキザミ目が施

されている。口縁部内端面には２条の突帯が認められ、頂部にはキザミ目が施されている。

この他、頸部外面には２条の断面三角形の突帯が貼り付けられ、肩部には櫛描波状文が施さ

れている。

　１７８も口縁端部を斜下方に拡張させ、外端面には３条の凹線文を施し、その上にキザミ目

が施されている。その後、径４.５㎜の円形浮文が３個縦列状に貼り付けられている。外面は

ハケ調整、内面は横方向のヘラミガキにより仕上げられている。

第３章　調査の成果
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　１７９は、口縁端部をわずかに上方につまみあげ、突帯状をなし、頂部にキザミ目が施され

ている。また、この突帯状の内側にも１条の突帯が認められ、同じく頂部にキザミ目が施さ

れている。頸部外面にも断面三角形の突帯が１条貼り付けられている。

　水差形壺は１８０の１個体が出土している。肩部に把手の剥離痕が認められ、この箇所の口

縁部が抉られていることから、水差しと判断したものである。外面はヘラミガキ、内面は

ハケ調整により仕上げられた後、口縁部内外面が横ナデ調整により仕上げられている。

　細頸壺は、１８１の１個体である。口縁端部外面にはキザミ目が施されている。外面はヘラ

ミガキ、内面はナデ調整により仕上げられている。

　底部は１８２の１個体が出土している。外面はヘラミガキにより仕上げられている。

　　甕　　　　　１８３～１９０の８個体が出土している。いずれも同タイプに分類されるものである。法量的

には大型の１８３と小型の１８４～１９０に分類することができる。体部内面は下半を中心に縦方

向ヘラ削り、上半がハケ調整により仕上げられている。

　ただし、１８９ではヘラ削りは認められず、内面全体がハケ調整により仕上げられている。

また、底部中央部には径１.７㎝の穿孔が焼成前に施されている。この他、１８８の底部中央部

にも径４㎜の穿孔が焼成前に施されている。

　　鉢　　　　　１９１～１９４の４個体が出土している。いずれもタイプを異にする。

　１９１は、直口鉢で、比較的大型の鉢である。内端部を水平方向につまみだし、上端面を形

成する。内面はハケ調整後縦方向のヘラ削り、外面はハケ調整により仕上げられている。

底部外面はヘラナデ調整により仕上げられている。

　１９２は、形態的には甕と類似するが、口径に対して器高が低いため、鉢に分類した。体部

は、内外面ともハケ調整により仕上げられ、外面下半には縦方向のヘラミガキが暗文状に

施されている。内面のハケ調整は、横方向→縦方向の順に施されている。

　１９３は、台付鉢である。装飾性が豊かで、口縁部外面には、上から２条の凹線文、櫛先状

の刺突文、５本からなる櫛描直線文、櫛状工具による斜格子文、４本からなる櫛描直線文が

施されている。さらに、櫛描直線文の上には径９㎜の円形浮文が貼り付けられている。こ

の他、口縁部と体部の境には２条となる突帯が貼り付けられ、下側突帯の頂部にはキザミ目

が施されている。さらに、この突帯に直交するように棒状浮文が貼り付けられている。な

お、体部外面は縦方向のヘラミガキにより仕上げられている。

　１９４は、椀形の鉢である。内外面ともハケ調整により仕上げられ、内面下半は縦方向のヘ

ラ削りが加えられている。

　　高坏　　　　１９５～１９８の４個体が出土している。坏部が残存するのは１９５の１個体のみで、他は脚部の

み残存する。

　１９５は、木器形高坏の坏部で、体部外面は横方向のヘラ削りの後、縦方向のヘラミガキに

より仕上げられている。内面はナデ調整により仕上げられ、口縁部は内外面とも横ナデ調

整により仕上げられている。

　脚部は、装飾が施される１９６と、外面がヘラミガキにより仕上げられる１９７・１９８に分類で

きる。１９６は、上から、沈線文・斜格子文・沈線文・三角刺突文・１条のヘラ描沈線、が施

されている。沈線文は螺旋状をなし、上側は４周、下側は５周施されている。いずれも、先

第１節　南畝町遺跡の調査　３．第２次調査
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端が鋭利な工具により施されている。斜格子文は左上り→右上りの順に施されている。三

角刺突文は貫通していない。

　包含層出土土器　土器と石器が出土している。

　　土器　　　　弥生土器・古墳時代・奈良時代・中世の土器が出土している。

　　　弥生土器　弥生時代中期と後期の土器が出土している（第３７図～第３９図）。

　　　　中期　　壺・甕・高坏・鉢が出土している。

　　　　　壺　　１９９～２０１の３個体が出土している。１９９と２００は広口壺の口縁部で、口縁端部を斜め下方

に拡張させ、外端面に凹線を施し、その後棒状浮文が貼り付けられている。凹線文は、１９９

が５条、２００が４条施されている。

　２０１は水差形土器の一部と考えられる。体部外面はハケ調整後ヘラミガキ、内面はハケ

調整により仕上げられている。台部内面は横方向のヘラ削りが、外面は縦方向のヘラミガ

キが施されている。

　　　　　甕　　２０２～２０６の５個体が出土している。２０２を除いては、底部を中心とした個体である。いず

れも外面はヘラミガキにより仕上げられている。

　　　　　鉢　　２０７と２１０の２個体が出土している。２０７は、口径に対して器高が低い浅鉢タイプで、口縁

端部が外方に折り返されている。内外面ともハケ調整により仕上げられ、外面は最後にヘ

ラミガキにより仕上げられている。２１０は、台付鉢の口縁部片である。口縁部は内面斜上

方に折り返され、屈曲部外面は突帯状をなす。口縁端部外面に２条、体部上半外面に５条の

凹線文が施されている。体部は内外面ともヘラミガキにより仕上げられている。

　　　　　高坏　２０８と２０９の２個体が出土している。いずれも脚部片で外面は縦方向のヘラミガキにより

仕上げられている。さらに、２０８は、上から、４条のヘラ描沈線、５条のヘラ描沈線、斜格子

文、１条のヘラ描沈線が施されている。上記の施文後、三角形の透かしが穿たれている。透

かしは、焼成前に３箇所に施されている。

　　　　中期　　壺・甕・甑が出土している。

　　　　　壺　　２１１と２２０の２個体が出土している。広口壺の底部を中心とした個体で、内面はハケ調整、

外面はヘラミガキにより仕上げられている。底部はわずかに平底形態をとどめている。

２２０は小型の壺で、内外面とも手づくねにより仕上げられている。

　　　　　甕　　２１２～２１４の３個体が出土している。いずれもⅤ様式系甕に分類されるものである。２１２は、

内面が下半を縦方向、上半を横方向を主体としたヘラ削りにより、外面が叩き成形後部分

的に縦方向のハケ調整により、仕上げられている。底部は平底ではあるが突出せず、叩き

成形後ナデ調整により仕上げられている。２１４の底部はより尖り底化の傾向が顕著である。

　　　　　甑　　２１５の１個体が出土している。山陰型甑の体部下半の小片で、半環状の把手が、器壁を貫

通する形で貼り付けられている。内面はヘラ削り、外面はナデ調整により仕上げられ、外

面には鋭利な工具による直線的な沈線が認められる。

　　　古墳時代　土師器と須恵器が出土している。

　　　土師器　　甕・高坏・壺・器台が出土している。

　　　　　甕　　２１６と２１７の２個体が出土している。いずれも布留式に分類されるもので、口縁部を中心

に残存する。２１６は口縁端部がわずかに肥厚するが、２１７には認められない。２１７の体部外

第３章　調査の成果
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面はハケ調整により、内面はナデ

と指オサエにより仕上げられた後、

口縁部内外面が横ナデ調整により

仕上げられている。

　　　　高坏　　２１８と２１９の２個体が出土してい

る。いずれも有稜高坏に分類され

るもので、杯部下半を中心に残存する。２１８は大型で、より

古い傾向が認められる。外面はハケ調整により仕上げられ

ている。２１９の外面は、下半部をハケ調整後ヘラミガキに

より仕上げられている。また、内面にもヘラミガキの痕跡

が認められる。

　　　　　壺　　小型丸底壺２個体（２２１・２２２）と肩部片（２２５）が出土し

ている。小型丸底壺は、体部を中心に残存する。２２１は、外

面がヘラナデ調整、内面が板ナデ調整により仕上げられて

いる。２２２は、外面がハケ調整、内面がナデ調整により仕上

げられている。

　２２５は、全体の形状を復元することは困難であるが、外面

には籠目状の圧痕が認められる。内面は指オサエとナデ　

調整により仕上げられている。

　　　　器台　　小型器台が２個体（２２３・２２４）出土している。小型丸底壺

とセットとなるものと考えられ、脚部を中心に残存する。

いずれも円形の透かしが３箇所に認められる。外面は、２２３

が縦方向の、２２４が横方向のヘラミガキにより仕上げられている。

　　　須恵器　　杯身が出土している。杯身は２２６の１個体で、ＴＫ２１７型式に位置付けられる。

　　奈良時代　　須恵器の壺（２２７）が出土している。壺Ａに分類されるものである。

　　中世　　　　須恵器の壺（２２８）と土師器の皿（２２９・２３０）が出土している。２２９は、手づくね成形に

より、口縁部を２段の横ナデ調整により仕上げられるもので、１２世紀前半に位置付けられる。

２３０も手づくね成形によるものである。

　石器　　　　　石匙（Ｓ３）と石硯（Ｓ４・Ｓ５）が出土している（第３０図・第３１図）。

　　石匙　　　　サヌカイト製で完存する。全長４.３５㎝、幅６.３５㎝、厚さ７㎜、重量１４ｇを測る。

　　石硯　　　　Ｓ４は、ほぼ完存するが、海部の縁を欠く。また、裏面の一部が剥離している。全長１２.２０

㎝、幅６.１０㎝、厚さ１.８０㎝、重量１８３.８ｇを測る。また、海部の長さは３.２０㎝、陸部の長さは

７.９０㎝である。裏面には「□高島□石」との印刻が認められる。

　Ｓ５は、海部を欠き、全体の１/２が残存する。残存長は１０.３㎝で、幅７.６０㎝、厚さ２.０㎝、

重量２０９.８ｇを測る。側面には刻印が認められるが、判読できない。

第１節　南畝町遺跡の調査　３．第２次調査

Ｓ２� Ｓ３�

１５㎝�０�

第３０図　第２次調査出土石器（１）

Ｓ５�

Ｓ４�

１０㎝�０�

第３１図　第２次調査出土石器（２）
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第３章　調査の成果

９６�
９９�

９７�

１０１�

１０２�

１０３�

１０４�

１０５�

２０㎝�０�

９８� １００�

１０６�

１０７�

１０８�

１０９�

96：Ｐ01出土土器�

97・98：Ｐ04出土土器�

99：Ｐ14出土土器�

100：ＳＫ01出土土器�

101～109：ＳＤ01出土土器（１）�

第３２図　第２次調査出土土器（１）
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第３３図　第２次調査出土土器（２）

第１節　南畝町遺跡の調査　３．第２次調査

１２２�

１２１�

１１５�

１２３�

１１８�
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１１３�
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１２４�

２０㎝�０�

110～125：ＳＤ01出土土器（２）�
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第３４図　第２次調査出土土器（３）

第３章　調査の成果

１４５�

１４４�

１３８�

１３７�

１３６�

１４０� １４２�

１４１�１３９�

１３５�

１２９�
１３３�

１３４�

１３２�

１３１�

１３０�

１２６�

１２８�

１２７�

１４７�

１４６�

１４３�

２０㎝�０�

126～128：ＳＤ01出土土器（３）�

129～145：ＳＤ02出土土器�

146・147：ＳＤ03出土土器（１）�



 49 

南
畝
町
遺
跡

第３５図　第２次調査出土土器（４）

第１節　南畝町遺跡の調査　３．第２次調査

１４８�

１５１�１４９�

１５０� １５２�

１５８�

１５９� １６０�
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２０㎝�０�

158～161：ＳＤ04出土土器　162～170：ＳＤ05出土土器（１）�

148～157：ＳＤ03出土土器（２）�
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第３章　調査の成果

１７１�

１７２�

１７４�

１７５�

１７３� １７６� １７７�

�

１８１�１７８�

１７９�
１８０�

１８３�

１８２�

１８４� １８５�

１８８�

１８７�

１８６�

２０㎝�０�

171～176：ＳＤ05出土土器（２）　177～188：土器溜り出土土器（１）�

第３６図　第２次調査出土土器（５）
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第１節　南畝町遺跡の調査　３．第２次調査

１８９�

１９０�
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199～204：包含層出土土器（１）�

189～198：土器溜り出土土器（２）�

第３７図　第２次調査出土土器（６）
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第３章　調査の成果

第３８図　第２次調査出土土器（７）
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205～224：包含層出土土器（２）�
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第１節　南畝町遺跡の調査　３．第２次調査

第３９図　第２次調査出土土器（８）
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４．第３次調査

（１）基本層序と遺構の検出

　調査地は、後世の撹乱を多く受け、また

コンクリートの基礎が多く埋められており、

基本的な土層を良好に観察することはでき

なかった。周囲の地表面から遺構検出面ま

での深さは約１ｍであるが、大半は盛土層

であった。

　遺構は、１面で検出している（第４０図）。

（２）調査の成果

１．概要

　土坑・溝・井戸を検出している。これら

の遺構は、調査区東半部に集中し、西半部

については、後世の撹乱等が激しく、遺構

は全く検出されていない。

２．土坑

ＳＫ０１

検出状況　　　　調査区東部で検出した（第４０図）。ＳＫ０２

の東側、ＳＥ０１の西側に位置する。他の遺

構との切り合い関係は認められず、完存す

る。

形状・規模　　　平面形はほぼ円形を呈する。その規模は、

９０㎝×９２㎝で、横断面は逆台形をなす。最

深部における検出面からの深さは１６㎝であ

る。

埋没状況　　　　暗褐色極細砂～細砂１層からなる。

出土遺物　　　　全く出土していない。

時期　　　　　　出土土器から時期を判断することは困難

であるが、埋土が他の土坑と類似すること

から、弥生時代中期を中心とした時期が考

えられる。

ＳＫ０２

検出状況　　　　調査区東部で検出した（第４０図）。ＳＫ０３

の東側に位置する。他の遺構との切り合い

関係は認められず、完存する。

第３章　調査の成果

第４０図　第３次調査平面図

ＳＤ０４�
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形状・規模　　　平面形は楕円形を呈する。その規模は、主軸方向で９０㎝、その直交方向で８０㎝を測る。横

断面は逆台形をなし、最深部における検出面からの深さは１３㎝である。

埋没状況　　　　黒褐色極細砂～細砂１層からなる。

出土遺物　　　　弥生時代中期の壺と甕が出土している。壺は、口縁部片・体部片・底部片が出土してい

るが、いずれも小片のため図化できなかった。甕は底部片（２３１）が出土している（第４４

図）。内面は、指オサエとナデ調整により仕上げられているが、外面は磨滅が著しく観察で

きない。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期と考えられる。

ＳＫ０３

検出状況　　　　調査区東部で検出した（第４０図）。ＳＫ０２の西側に位置する。他の遺構との切り合い関係

は認められず、完存する。

形状・規模　　　平面形はほぼ円形を呈する。その規模は、８５㎝×７０㎝を測り、横断面は緩やかなＵ字形を

なす。最深部における検出面からの深さは２４㎝である。

埋没状況　　　　黒褐色極細砂～細砂１層からなる（第

４１図）。

出土遺物　　　　弥生時代中期の壺と甕が出土してい

る。いずれも体部片で、小片のため図

化は出来なかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中

期と考えられる。

ＳＫ０４

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第４０図）。ＳＤ０３の西側に位置する。他の遺構との切り合い関

係は認められず、完存する。

形状・規模　　　平面形はほぼ円形を呈する。その規模は、６３㎝×５３㎝を測り、横断面は逆台形をなす。最

深部における検出面からの深さは２０㎝である。

埋没状況　　　　黒褐色極細砂～細砂１層からなる（第４２

図）。

出土遺物　　　　弥生時代中期の壺と甕が出土している。

いずれも体部片で、小片のため図化は出

来なかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期

と考えられる。

 

第１節　南畝町遺跡の調査　４．第３次調査

０�

１�

９.７０m

１m

１．黒褐色極細砂～細砂�

０�

１�

９.８０m

１m

１．黒褐色極細砂～細砂�

第４１図　第３次調査ＳＫ０３断面

第４２図　第３次調査ＳＫ０４断面
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３．溝

ＳＤ０１

検出状況　　　　調査区東部中央で検出した（第４０図）。ＳＫ０３の西側に位置する。時期を特定できない土

坑に切られており、両端とも調査区外にのびている。

形状・規模　　　北東－南西方向に直線的にのびる溝で、検出した長さは５.３０ｍである。横断面は逆台形を

なし、検出面における幅１.１０ｍ～１.３０ｍを測り、最深部における検出面からの深さは２８㎝で

ある。

埋没状況　　　　黒褐色極細砂～細砂１層からなる。

出土遺物　　　　弥生土器と古墳時代の土器が出土している（第４４図）。

　弥生土器　　　弥生時代中期と後期の土器が出土している。

　　中期　　　　壺・甕・鉢・高坏が出土している。

　　　壺　　　　無頸壺・底部片・体部片が出土している。無頸壺は２３３の１個体で、口縁部を中心に残存

する。口縁部外面には上から扇状文・凹線文（３条）が施されている。凹線文上には径５㎜

の穿孔が１穴認められる。底部片は２３７の１個体で、広口壺の底部と考えられる。内外面と

も磨滅が著しく、調整は観察できない。

　体部片の外面は、凹線文が施されている。

　　　甕　　　　底部片が２点（２３４・２３５）出土している。いずれも外面は縦方向のヘラミガキにより仕上

げられている。内面は、２３４がヘラミガキ、２３５がヘラ削りにより仕上げられている。

　　　鉢　　　　２３２の１個体が出土している。口縁部は残存しないが、直口鉢に分類されるものと考えら

れる。外面はハケ調整、内面は指オサエの後ナデ調整により仕上げられている。

　　　高坏　　　脚部（２３６）と坏部が出土している。坏部は、水平口縁形タイプの口縁部片と椀形タイプ

が出土している。後者は、口縁部が斜下方に折り返されて、外面に円形浮文が貼り付けら

れている。

　脚部は、２３６と端部片が出土している。２３６は、外面をハケ調整、内面をヘラナデ調整に

より仕上げられ、最後に端部が横ナデ調整により仕上げられている。

　　後期　　　　甕・高坏が出土している。

　　　甕　　　　２３８～２４２の５個体が出土している。いずれもⅤ様式系甕に分類されるものである。体部

は、外面が叩き整形により仕上げられている。内面は、２３９と２４０がヘラ削りにより仕上げ

られている。２３８の内面はハケ調整により仕上げられている。２３８～２４０の口縁端部はわず

かにつまみあげるようなナデ調整が施されている。

　　　高坏　　　坏部片（２４３）と脚部片（２４４）が出土している。２４３は、坏部が屈曲するタイプで、内外

面ともハケ調整により仕上げられている。また、坏底部外面は縦方向のヘラ削りにより仕

上げられている。庄内併行期に位置付けられるものと考えられる。２４４は、椀形高坏の脚

部と考えられ、内外面ともハケ調整により仕上げられている。

　　　鉢　　　　２４５の１個体が出土している。底部中央には径４.５㎜の穿孔が施されている。外面は叩き

成形、内面はナデ調整により仕上げられている。一部で、甑に分類されているものである。

　古墳時代　　　須恵器の高杯と杯身が出土している。

　　高杯　　　　２４６・２４７・２４９の３個体が出土している。２４６と２４７は同タイプに分類できるもので、ＭＴ

第３章　調査の成果
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１５型式に位置付けられるものである。脚部の透かしは特徴を異にし、２４６は三角形の透か

しが３箇所に、２４７は長方形の透かしが４箇所に穿たれている。

　２４９は、円形の透かしが穿たれた脚部片で、２４６・２４７より新しく位置付けられる。透かし

の規模は径１.１㎝を測り、２方に穿たれたものと推定される。

　　杯身　　　　２４８の１個体が出土している。時期的に２４９に対応するもので、底部外面は回転ヘラ削り

により仕上げられている。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期には掘削され、７世紀初頭には埋没したものと考え

られる。

ＳＤ０２

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第４０図）。ＳＤ０３の東側に位置する。他の遺構との切り合い関

係は認められないが、両端とも後世の撹乱を受けている。

形状・規模　　　南北方向に直線的にのびる溝で、検出した長さは１.２０ｍである。横断面は逆台形をなし、

検出面における幅１.２０ｍを測り、最深部における検出面からの深さは１３㎝である。

埋没状況　　　　暗褐色極細砂１層からなる。

出土遺物　　　　弥生時代中期の壺・甕・高坏と石器が出土している（第４４図・４５図）。

　壺　　　　　　広口壺の口縁部片・頸部片・底部片、短頸壺・長頸壺が出土している。

　広口壺の口縁部片は、２５２と２５７の２個体が出土している。２５２の口縁端部は、横ナデ調整

により外方に巻き込むように仕上げられ、玉縁状を呈する。外面はハケ調整、内面は横方

向のヘラミガキにより仕上げられている。２５７は、大型の広口壺の口縁部片である。外面

をハケ調整後、内外面が横ナデ調整により仕上げられている。

　頸部片は２５１と２５８の２点が出土している。２５１は肩部付近の小片で、外面はハケ調整後、

８本一単位の櫛描波状文が２単位施されている。内面は指オサエにより仕上げられている。

２５８は、内外面ともハケ調整後、頸部に指頭圧痕文突帯が貼り付けられている。

　体部片は、２５５の１点が出土している。外面は、ハケ調整後、上から櫛描直線文・櫛描波

状文・櫛描直線文・列点文の順に施文されている。列点文は、ヘラ先によるものである。内

面は、ヘラ削り後ナデ調整により仕上げられている。

　他に、底部片は２５３と２５６の２点が出土している。内外面ともヘラミガキ（２５６）もしくは

ヘラナデ調整（２５３）により仕上げられている。

　短頸壺は、２５０の１個体で、口縁部から肩部にかけて残存する。肩部外面には、上から８本

を一単位とする櫛描文が、櫛描直線文・櫛描波状文・櫛描直線文・櫛描波状文の順に施さ

れている。内面はハケ調整、口縁部内外面は横ナデ調整により仕上げられている。

　長頸壺は、頸部片が出土しており、外面に断面三角形の突帯が４条貼り付けられている。

　甕　　　　　　中期初頭と中期後半の甕が出土している。

　中期初頭の甕は、如意形を呈する口縁部片・底部片が出土している。口縁部片は、２５４の

１個体で、外面には、上から櫛描直線文・櫛描波状文・櫛描直線文が施されている。胎土・

形態の特徴から、Ⅱ様式に位置付けられるものである。

　中期後半の甕は、４個体（２５９～２６２）出土している。いずれも同タイプの甕である。２５９

第１節　南畝町遺跡の調査　４．第３次調査
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の底部中央部には、径１.２㎝の穿孔が認められる。底部片は、外面がヘラミガキによる以外

は、磨滅のため調整を観察することはできない。

　高坏　　　　　脚部と坏部が出土している。坏部は、水平口縁タイプと鉢型の口縁部片が出土している。

前者の口縁部外面には２条の凹線が施されている。後者は、口縁部が斜下方に折り返され

ている。いずれも小片のため図化できなかった。

　脚部は２６３～２６５の３個体が出土している。いずれも脚端部を中心に残存し、脚端面は横

ナデ調整により仕上げられている。２６３の外面は、上から２条のヘラ描沈線・キザミ目が施

されている。キザミ目は、三角刺突文に近いもので、工具により三角形状に刻まれている。

２６４と２６５は、外面にヘラ描沈線が施されている。２６４は５条、２６５は３条施されている。また、

内面は横方向のヘラ削りにより仕上げられている。

　石器　　　　　石皿が１点（Ｓ９）出土している（第４３図）。砂岩の川原石を利用したもので、完存する。

長さ１９.７㎝、幅１４.９５㎝、厚さ４.３㎝、重さ２２７ｇを測る。１面のみ利用されている。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期前半～中葉と考えられる。

ＳＤ０３

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第４０図）。ＳＤ０２の西側、ＳＤ０４の東側に位置する。他の遺構

との切り合い関係は認められず、両端とも調査区外へのびている。

形状・規模　　　南北方向に直線的にのびる溝で、検出した長さは４.８０ｍである。横断面は逆台形をなし、

検出面における幅１.１０ｍを測り、最深部における検出面からの深さは２５㎝である。

埋没状況　　　　黒色細砂１層からなる。

出土遺物　　　　弥生時代中期の壺・甕・高坏が出土している（第４５図～第５０図）。

　壺　　　　　　広口壺・受口壺・短頸壺・直口壺・水差壺・細頸壺・底部が出土している。

　　広口壺　　　２６６～２８９の２４個体が出土している。口縁部の形態・装飾により、①口縁端部をわずかに

拡張させ、装飾性の弱いタイプ、②口縁部を下方に屈曲させ、端部を上方にわずかに拡張

させるタイプ、③口縁端部を上下方向に拡張させ、口縁部に対して直交する端面を有する

タイプ、④口縁端部を上方にわずかに拡張させるタイプ、⑤口縁端部を下方にわずかに拡

張させるタイプ、⑥口縁端部を下方に大きく拡張させるタイプ、⑦口縁部を大きく外方に

折り返すタイプ、⑧口縁部内面に１条もしくは２条の突帯が貼り付けられ、口縁内端部も突

帯状をなすタイプ、⑨口縁部内面に１条もしくは２条の突帯が貼り付けられるが、口縁部内

端部は突帯状をなさないタイプ、に分類できる。

　①は、端面に装飾を施さないもの（２６６）とキザミ目を施すもの（２６７～２６９）に細分でき

る。２６７と２６８は端面にキザミ目が施されているが、２６９は上端部に施されている。また、

２６７の頸部には指頭圧痕文突帯が施されている。いずれも外面は縦方向のハケ調整により

仕上げられている。

　②は、２７０の１個体で、外端面にはヘラ描の斜格子文を施し、その上に円形浮文が貼り付

けられている。頸部内面は横方向、外面は縦方向のハケ調整により仕上げられている。

　③は、２７１と２７３の２個体が出土している。装飾性は弱く、２７３の外端面に５条の凹線文が施

されているのみで、２７１の口縁端部は無紋である。ただし、２７１の頸部には指頭圧痕文突帯

第３章　調査の成果
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が貼付けられている。

　④は、２７２の１個体である。外端面に２条の凹線→キザミ目の順に施され、その上に３個を

セットとする径８㎜の円形浮文が貼り付けられている。円形浮文は、６セットあったものと

復元される。さらに、口縁部内端にも３個をセットとする円形浮文が貼り付けられている。

その位置は外端面の位置とほぼ対応するものである。頸部内面は横方向のヘラミガキによ

り仕上げられている。

　⑤は、２７４の１個体である。外端面には凹線文→キザミ目→円形浮文の貼り付け、の順に

施文がなされている。円形浮文は、径７～９㎜で、３個をセットとする。頸部は内外面ともハ

ケ調整により仕上げられている。

　⑥は、２７５と２７７の２個体である。⑤同様、外端面には凹線文→キザミ目→円形浮文の貼り

付け、の順に施文がなされている。さらに、２７５の肩部外面には櫛描波状文がわずかに残存

する。頸部内面は横方向のヘラミガキが施されている。

　⑦は２７６の１個体である。口縁部頂部には３個をセットとした径７㎜の円形浮文が貼り付け

られている。また、内端面にはキザミ目が施されている。

　⑧は、２７８～２８１の４個体である。２７８と２８１は１条の、２７９と２８０は２条の突帯を有し、前者

は口縁端部を突帯状に拡張させている。２８１を除いては突帯頂部にキザミ目が施されてい

る。さらに、２７９の突帯間には径２.５㎜の紐穴が２個をセットとし、６セットあったものと復

元される。この他、２７８の口縁部外端面にはキザミ目→円形浮文の貼り付け、２７９と２８０の

外端面には凹線→キザミ目→棒状浮文の貼り付け、２８１の外端面には凹線文→棒状浮文の

貼り付け、の装飾が認められる。２７９の棒状浮文は３本をセットとし、６セットと復元される。

２８０の棒状浮文は、外端面から内面におよぶもので、２本をセットとし３セット残存する。

　⑨は、２８４～２８７の４個体である。２８４と２８５は２条の、２８６と２８７は１条の突帯が貼り付けられ

ている。２８５を除いては、突帯頂部にキザミ目が施されている。この他、２８４の口縁部には

３本をセットとする棒状浮文と円形浮文が交互に貼り付けられている。円形浮文３個が縦列

をなし、２列で１セットをなしている。また、突帯間には径２㎜の紐穴が穿たれているが、規

則性は認められない。２８５は凹線文→キザミ目→円形浮文、２８６は凹線文→キザミ目→棒状

浮文、の装飾が施されている。

　２８７は、口縁部の形態が他と異なり、端部が下方に折り返されている。突帯頂部にはキザ

ミ目が施され、端部にもキザミ目が施されている。頸部には断面三角形の突帯が３条貼り

付けられている。

　この他、広口壺の頸部片と体部片が出土している。頸部片（２８２）の外面には、指頭圧痕

文突帯が貼り付けられている。

　体部片は２８３・２８８・２８９・３０２の４個体を図化した。２８３上から櫛描直線文・櫛描波状文・

櫛描直線文・櫛描波状文・櫛描直線文・櫛描斜格子文・円形浮文・キザミ目が施されてい

る。この他、２８８は、貝殻列点文が２段にわたって施されている。２８９は、体部上半と中位に

竹管文帯が認められ、その間と下側にキザミ目が施されている。内外面ともハケ調整を基

本とし、部分的にヘラミガキが加えられている。３０２は、上から、櫛描直線文・櫛描波状

文・櫛描波状文の順に施文されている。

第１節　南畝町遺跡の調査　４．第３次調査
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　　受口壺　　　２９０～２９３・２９７の５個体が出土している。口縁部に対して直交し、水平な端面を有し、頸

部まで残存しない２９３を除いては頸部に指頭圧痕文突帯が貼り付けられている。また、２９０

と２９２の口縁部外面には、凹線文が施されている。この他、２９１の外面には櫛描による斜格

子文が施され、その上下にキザミ目が加えられている。

　２９７は、他と異なり小型で、内外面ともハケ調整により仕上げられている。

　　短頸壺　　　２９４と２９９の２個体が出土している。内面はハケ調整、外面は指オサエとナデ調整により

仕上げられている。２９９は、口縁部に２条の断面三角形の突帯が貼り付けられ、突帯頂部に

はキザミ目が施されている。また、突帯間および突帯の下側には櫛描直線文が施されてい

る。

　　直口壺　　　２９５・２９６・２９８の３個体が出土している。口縁部に装飾が加えられるタイプと加えられな

いタイプが認められる。前者は、２９５・２９６・２９８の３個体で、外面に断面三角形の突帯が貼

り付けられ、突帯頂部にはキザミ目が施されている。さらに、２９５の内面には鋸歯文が、

２９８の口縁端部には斜格子状のキザミ目が施されている。

　　水差壺　　　３００の１個体が出土している。口縁部の１個所が抉れ、内外面ともハケ調整により仕上げ

られている。

　　細頸壺　　　３０３の１個体が出土している。頸部の基部を中心に残存する。断面三角形の突帯が２条貼

り付けられ、外面はハケ調整、内面は縦方向の指ナデ調整により仕上げられている。

　　底　部　　　３０５～３０８の４個体が出土している。多くは広口壺の底部と考えられる。外面はヘラミガ

キ、内面はナデ調整（３０５）もしくはハケ調整（３０６～３０８）により、仕上げられている。

　甕　　　　　　如意形を呈する口縁部片と底部が出土している。口縁部は、大型（３０９～３１２）と小型

（３１３・３１４）の２タイプが認められる。調整を観察できる個体は、内外面ともハケ調整によ

り仕上げられ、最後に口縁部内外面が横ナデ調整により仕上げられている。また、３１２の体

部中位には１帯のキザミ目が施されている。

　底部片も、口縁部片同様、大型（３１５～３１７）と小型（３１８～３２２）に分類できる。大型の

底部片は、外面はヘラミガキ、内面はヘラ削りにより仕上げられている。いずれも縦方向

に施されている。また、３１５の外面は、ハケ調整後ヘラミガキが施されている。この他、小

型の底部片の３２０～３２２の中央部には穿孔が認められる。その規模は、３２０が１.２５㎝、３２１が９

㎜、３２２が１.２㎝である。３２１と３２２は焼成後に穿孔が行われている。

　鉢　　　　　　３０１・３３６～３３８・３４２の５個体が出土している。３０１は、台付鉢の体部片と考えられる。体

部の小片であるが、突帯が水平方向に１条、それに直交するように３条の突帯が貼り付けら

れている。また、突帯頂部にはキザミ目が施されている。３３６と３４２は、鉢の底部と考えら

れる。３３６は、内外面ともナデ調整により仕上げられている。３３７は、直口鉢の口縁部とし

て報告するが、細頸壺の口縁部の可能性も考えられる。３３８も直口鉢の底部片と考えられ

る。内面は強い指ナデ、外面はハケ調整により仕上げられている。

　高坏　　　　　坏部と脚部が出土している。

　　坏　部　　　坏部は、水平口縁タイプ（３２６・３２７・３３０・３３１）と椀形タイプの口縁部片（３２３～３２５）

が出土している。

　水平口縁高坏は、３２６・３２７・３３０・３３１の４個体が出土している。３２６は、全体的にナデ調
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整により仕上げられているが、坏部外面は縦方向のヘラミガキが施されている。３２７の口

縁端部外面には、４条の凹線が施され、その後キザミ目が加えられている。３３１は、口縁部

外面の横ナデ調整を除いて、内面は横方向、外面は縦方向のヘラミガキが施されている。

　椀形高坏は、内外面とも横方向のヘラミガキにより仕上げられている。３２３は装飾性が

認められないが、３２４の口縁部外面には３条の凹線が認められる。また、３２５の口縁部外面に

は櫛描波状文が、口縁部上端面には５条の凹線が施されている。さらに凹線文の上には５本

をセットとした棒状浮文が貼り付けられている。

　　脚　部　　　３２８・３２９・３３２～３３５の６個体が出土している。装飾性が豊なものと、認められないものの

２タイプが認められる。前者は３２８・３２９・３３５の３個体である。３２８の外面には長方形の透か

しの一部が２箇所に残存する。透かしの間には縦方向にヘラ描沈線が施され、ヘラ描沈線

を軸に綾杉状にキザミ目が施されている。３２９は、下半部に２条のヘラ描沈線が施され、そ

の下側にヘラ描による鋸歯文が施されている。３３５は、７条のヘラ描沈線と三角刺突文が施

されている。

　後者は、３３２～３３４の３個体である。３３２は内外面ともヘラ削りにより仕上げられ、その後

外面にはハケ調整が加えられている。

　脚部　　　　　３３９～３４１の３個体が出土している。３３９は、大型高坏の脚部と考えられ、２箇所に円形の透

かしが認められる。内面はハケ調整により仕上げられている。３４０も、台付鉢の脚部と考

えられ、外面はハケ、内面はナデ調整により仕上げられている。３４１は台付鉢の台部と考え

られる。台部には雨垂状の抉りが７箇所に施されている。貫通はしていない。体部外面に

は縦方向のヘラミガキが認められる。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代中期と考えられる。

ＳＤ０４

検出状況　　　　調査区中央部で検出した（第４０図）。ＳＤ０３の西側、ＳＫ０４の南側に位置する。東側の肩

部を検出したのみで、これに対応する肩部は未検出である。溝状遺構というより、落ち込

みに近い状況である。南側は調査区外へのびている。

形状・規模　　　上記の検出状況から、規模等を明確にすることは出来ない。

埋没状況　　　　黒褐色細砂１層からなる。

出土遺物　　　　弥生時代後期の壺と、後期の甕・小型器台が出土している（第５０図）。

　壺　　　　　　広口壺の口縁部（３４３）が出土している。口縁部を大きく外方に巻き返し、その頂部には

断面三角形の突帯が１条貼り付けられている。その頂部にはキザミ目が施されている。ま

た、巻き返された口縁部内端部にもキザミ目が施されている。頸部には断面三角形の突帯

が２条貼り付けられている。ただし、１条は剥離痕のみである。外面はハケ調整、内面は横

ナデ調整により、仕上げられている。

　鉢　　　　　　３４４の１個体が出土している。台付鉢の体部から台部にかけて残存する。球形の体部に低

脚が付くもので、体部内面はハケ調整、脚部内面はナデ調整、外面は横ナデ調整により仕

上げられている。

　甕　　　　　　Ⅴ様式系甕と庄内式甕（３４５）が出土している。前者は、叩き目が施された体部片が出土

第１節　南畝町遺跡の調査　４．第３次調査
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している。３４５は、体部内面をヘラ削り、外面を細筋の叩き成形後、口縁部内外面が横ナデ

調整により仕上げられている。在地産の甕である。

　小形器台　　　３４６の１点出土している。脚部のみの残存で、径８㎜の円形透かしが穿たれている。

時期　　　　　　出土土器から判断して、庄内併行期を中心とした時期と考えられる。

包含層

はじめに　　　　包含層からは、多くの土器が出土している。これらの土器になかには、南畝町遺跡を検

討する上で、良好な資料と考えられるものが多く出土している。本項では、これらの土器

を中心に報告する。土器としては、弥生土器と古墳時代・中世以降の土器が出土している。

また、わずかではあるが、石器が出土している。以下、時代ごと・種別ごとに報告する。

弥生土器　　　　甕・鉢・壺・高坏が出土している（第５０図・第５１図）。

　甕　　　　　　Ⅱ様式の甕と中期の甕が出土している。前者は、３４７の１個体である。口縁部は如意形を

呈し、横ナデ調整により仕上げられている。口縁端部にはキザミ目が施されている。体部

は、内外面ともハケ調整により仕上げられ、外面には上から、櫛描直線文（８条）・櫛描波

状文（７条）・櫛描直線文（６条）・櫛描波状文（７条残存）が施されている。

　後者は、３４８と３４９の２個体が出土している。３４８の口縁端部は内側に折り返されている。

３４９の外面には、わずかにヘラミガキの痕跡を確認することができる。

　鉢　　　　　　３５０・３５５・３６１・３６２の４個体が出土している。３５０は、台付鉢の体部下端がわずかに残存

する。３条の断面三角形の突帯が貼り付けられ、突帯頂部にはキザミ目が施されている。３

条の突帯の上下には、ヘラ描きによる綾杉状の施文が認められる。３５５は、直口鉢の上半部

が残存する。口縁部外面には、強い横ナデ調整により２条の凹線状をなし、その凹線間にキ

ザミ目が施されている。

　３６１と３６２は、大型の鉢である。口縁端部に断面方形の突帯が貼り付けられている。内外

面とも横ナデ調整により仕上げられている。

　壺　　　　　　３５１～３５４・３５６の５個体が出土している。３５１は、外面に上側に３条のヘラ描沈線、下側に

８条のヘラ描沈線が施されている。胎土・施文等の特徴から、弥生時代前期に位置付けら

れるものである。３５２は、無頸壺である。口縁部外面に２条の断面蒲鉾形の突帯が貼り付け

られ、頂部にキザミ目が施されている。２条の突帯下には、櫛描直線文・櫛描波状文・櫛描

直線文が施されている。また、体部中位は横方向のヘラミガキ、体部上半は縦方向のハケ

調整により仕上げられている。内面はナデ調整により仕上げられている。３５３は、受口壺

の口縁部である。下半はハケ調整、上半は横ナデ調整により仕上げられている。３５４は、広

口壺の口縁部である。口縁端部は明確な端面を有し、その上下端にキザミ目が施されてい

る。３５６は、底部を中心とした個体である。

　高坏　　　　　３５７～３６０の４個体が出土している。いずれも脚部片である。３５７は、接合部付近に２条の

断面三角形の突帯が貼り付けられている。外面はハケ調整、内面はヘラ削りにより仕上げ

られている。３５８と３５９は、内面がヘラ削り、外面がヘラミガキにより仕上げられている。

３６０は、外面にヘラ描による鋸歯文とその上側に２条のヘラ描沈線が施されている。内面は

ヘラ削りにより仕上げられている。

第３章　調査の成果
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古墳時代　　　　須恵器の高杯が２個体（３６６・３６７）・杯（３６４）・甕（３６９）

出土している。高杯の３６６は、口縁端部まで残存しない

が、杯部外面の２/３以上にヘラ削りが及んでいることか

らＴＫ４７型式を中心とした時期が想定される。３６７はＴ

Ｋ２１７型式と考えられる。杯の３６４は、口縁端部の特徴か

ら、ＭＴ４７型式と考えられる。３６９は、体部片であるが、

窯着が認められる（写真図版３７）。

中世　　　　　　土師器の羽釜（３６３）と須恵器の椀（３６５）が出土して

いる。羽釜は、体部外面が叩き成形、内面がハケ調整に

より仕上げられ、鍔を貼り付け後、口縁部内外面が横ナ

デ調整により仕上げられている。須恵器椀は、底部を中

心に残存し、平高台をなす。回転糸切りにより切り離さ

れている。

石器　　　　　　サヌイカイト製の石包丁と石鏃が出土している（第４３

図）。

　石包丁　　　　Ｓ８の打製石包丁１点が出土している。約１/２弱残存す

る。残存長５.５１㎝を測り、幅は４.２１㎝、厚さは１.１０㎝、重

さは２６.８ｇである。

　石　鏃　　　　２点（Ｓ６・Ｓ７）出土している。２点とも凹基式に分類

されるものである。Ｓ６は、基部の一部を欠く以外完存

する。全長３.３０㎝、幅１.５５㎝、厚さ３.５㎜を測り、重さは

１.５ｇである。Ｓ７は完存し、長さ３.１０㎝、幅１.５０㎝、

厚さ４㎜、重さ１.６ｇを測る。

第１節　南畝町遺跡の調査　４．第３次調査

第４３図　第３次調査出土石器
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第３章　調査の成果

第４４図　第３次調査出土土器（１）
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第１節　南畝町遺跡の調査　４．第３次調査

第４５図　第３次調査出土土器（２）
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第３章　調査の成果

第４６図　第３次調査出土土器（３）
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第１節　南畝町遺跡の調査　４．第３次調査

第４７図　第３次調査出土土器（４）
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第４８図　第３次調査出土土器（５）

第３章　調査の成果
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第４９図　第３次調査出土土器（６）

第１節　南畝町遺跡の調査　４．第３次調査
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第５０図　第３次調査出土土器（７）

第３章　調査の成果
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第５１図　第３次調査出土土器（８）

第１節　南畝町遺跡の調査　４．第３次調査
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５．第４次調査

（１）基本層序と遺構の検出

基本層序　　　　上から、盛土層・水田土壌層・土壌層・基盤層の層序が認められる（第５２図）。盛土層

（第１層）は、鉄道施設のために整地された層を主体とするものである。水田土壌層は、第

２層・第４層が該当する。おそらく、中世以降の水田土壌層と考えられる。土壌層は、第９

層が該当する。いわゆる遺物包含層で、弥生時代中期の土器が多く包含されるとともに、

顕著に土壌化している。基盤層は、第１１層・第１２層が該当する。砂を主体とする洪水起源

の層である。第１２層堆積後、その窪みを埋めるように第１１層が堆積している。

遺構の検出　　　遺構は、１面で検出した。検出面は基盤層（第１１層・第１２層）上面が該当する。西側ほど

その標高が低くなる傾向が認められる。その標高は、東端部で９.３７ｍ、西端で８.２０ｍである。

（２）調査の成果

概要　　　　　　調査区内の多くは近代以降の撹乱を受け、さらに鉄道施設に伴うコンクリートの基礎が

埋められていた。この結果、包含層から多くの土器が出土したが、検出した遺構は溝１条

（ＳＤ０１）に限られる。包含層から弥生時代の土器が多量に出土しているにも関わらず、

当該期の遺構は検出されなかった。

ＳＤ０１　　　　　調査区東端部に位置し、北側は調査区外へのび、南端は調査区内で収束している。検出

した長さは、２ｍである。溝内から出土した土器から判断して、近世に位置付けられる。

包含層出土土器　包含層から多量の土器が出土している。ここで、これらの土器について報告する。弥生

第３章　調査の成果

第５２図　第４次調査基本土層図
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土器が大半で、わずかに須恵器も出土している。弥生土器

は、中期と後期の土器が出土している（第５４図・第５５図）。

　弥生中期　　　壺・甕・高坏・鉢の各器種が出土している。

　　壺　　　　　広口壺・短頸壺・水差・底部・体部片が出土している。

　広口壺は、３７０の１個体が出土している。口縁部内面に１

条の断面蒲鉾形の突帯が貼り付けられている。この突帯の

内側には径２㎜の紐穴が２穴穿たれている。また、頸部外面

にも同様の突帯が１条貼り付けられている。口縁部外端面

にはキザミ目が施されている。内外面ともナデ調整を基本

とし、体部外面はハケ調整により仕上げられている。

　短頸壺は３７１の１個体が出土している。口縁端部を上下に

拡張させ、凹線文が４条施されている。その後、キザミ目が

施されている。

　水差は３７２の１個体が出土している。口縁部の１箇所が片

口状をなすことから、水差と判断したものである。口縁端

部の横ナデ調整を除いては、ナデ調整により仕上げられて

いる。

　底部は、３７３と３７４の２個体が出土している。いずれも外

面はヘラミガキにより仕上げられている。

　体部片は３７５の１個体で、広口壺の体部上半と考えられる。

頸部外面には２条の断面三角形の突帯が貼り付けられ、そ

の上に棒状浮文が貼り付けられている。体部には、上から、

１２条の櫛描直線文・１２条の櫛描波状文・櫛描直線文・櫛描

格子文が施されている。

　　甕　　　　　３７６～３７９の４個体が出土している。基本的に同タイプの

甕である。口縁部は３７９の１個体で、如意形をなす。体部外

面はヘラミガキ、内面はハケ調整により仕上げられている。

他の３個体も外面はヘラミガキにより仕上げられ、内面は

ナデ調整により仕上げられている。また、３７９は、ナデ調整

の前にヘラ削りが施されている。この他、３７６の外面上半には列点文が２段にわたって施さ

れている。

　　高坏　　　　３８０～３８３の４個体が出土している。３８０は、脚部を中心に残存し、外面はヘラミガキ、内

面はナデ調整により仕上げられている。坏部内面もナデ調整により仕上げられている。

３８１は、水平口縁タイプの坏部で、体部内面はハケ調整、口縁部内外面は横ナデ調整によ

り仕上げられている。３８２は、大型の高坏で、図上で完形に復元することができた。口縁端

部外面に粘土を帯状に貼り付け、３条の凹線文を施すとともに、キザミ目が加えられている。

脚部から坏部にかけての外面は縦方向のヘラミガキにより仕上げられている。他は、ナデ

調整により仕上げられている。

第１節　南畝町遺跡の調査　５．第４次調査
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第５３図　第４次調査平面図
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第３章　調査の成果
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第５４図　第４次調査出土土器（１）
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　　鉢　　　　　３８５の１個体が出土している。口縁部を中心に残存し、体部外面は横方向のヘラミガキに

より仕上げられている。体部内面はヘラナデ、口縁部内外面は横ナデ調整により仕上げら

れている。

　弥生後期　　　甕と高坏が出土している。

　　高坏　　　　３８４の１個体が出土している。有稜高坏の坏部を中心に残存する。体部外面がヘラミガキ

による以外は、ナデもしくは横ナデ調整により仕上げられている。

　　甕　　　　　３８６～３８８の３個体が出土している。いずれもⅤ様式系甕に分類されるもので、体部外面

は叩き成形により仕上げられている。内面はハケもしくはナデ調整により仕上げられてい

る。３８８の底部片は、丸底化の傾向が認められる。

第１節　南畝町遺跡の調査　５．第４次調査

第５５図　第４次調査出土土器（２）
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焼成色　　調残存状況
法量（㎝）

遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

灰白～褐灰口縁部１/８
底部１/２１１.８３２.８３６.８５２８.８旧河道第１次調査甕弥生１

褐灰～灰黄褐ほぼ完存５.５２０.１２４.５１４.３旧河道第１次調査甕弥生２

にぶい黄橙～
暗灰５/６４.６７.８５８.７５旧河道第１次調査鉢弥生３

灰白口縁部１/６
体部１/４２７.５１０.３５３９.８旧河道第１次調査鉢弥生４

灰白～灰黄口縁部～
体部１/５４０１９３９.６旧河道第１次調査鉢弥生５

にぶい黄橙～
灰白３/４６.４１６.２旧河道第１次調査蓋弥生６

灰褐～にぶい
黄褐口縁部２/３５.８５１２.９旧河道第１次調査壺弥生７

浅黄橙～灰白口縁部１/４
体部５１６５.８１３.２５１３.３５旧河道第１次調査壺弥生８

浅黄橙口縁部１/４
頸部完存１３.４２２.２旧河道第１次調査壺弥生９

にぶい黄橙～
灰黄口縁部２/３５.９１４.４旧河道第１次調査壺弥生１０

灰白口縁部２/３　
底部完存６.６５２３.５５２３.６１１.１５旧河道第１次調査壺弥生１１

にぶい橙口縁部１/５
体部１/２２１.５１７１８.４旧河道第１次調査甕弥生１２

浅黄橙～褐灰口縁部１/２
体部５/６３.９５１６.７２１.４１３.９旧河道第１次調査甕弥生１３

灰白～明褐３/４１３.２１４.５１０.８５旧河道第１次調査甕弥生１４

灰黄～にぶい
黄橙口縁部３/４３.８５８.１５１４.４旧河道第１次調査鉢弥生１５

灰白口縁部１/５
底部完存４.０５６.６１３.２旧河道第１次調査鉢弥生１６

にぶい黄橙～
褐灰口縁部完存６.５１５.１旧河道第１次調査鉢弥生１７

にぶい黄橙～
淡黄口縁部１/３１１.２３０.１旧河道第１次調査鉢弥生１８

浅黄橙～にぶ
い橙１/３３９２２.５３８.６５旧河道第１次調査鉢弥生１９

浅黄橙坏部１/２１３.８５２３.７旧河道第１次調査高坏弥生２０

灰黄～淡黄坏部４/５
脚部１/３１３.３１５.２２１.８旧河道第１次調査高坏弥生２１

にぶい黄橙坏部１/２弱１４.１１９.１旧河道第１次調査高坏弥生２２

灰白～黄灰頸部１/２
体部完存１２.２１１.２５９.４旧河道第１次調査小型

丸底壺土師器２３

淡黄～橙ほぼ完存１０.７１１.７８.３５旧河道第１次調査小型
丸底壺土師器２４

浅黄橙～灰黄口縁部３/４
体部２/３９.９１３８旧河道第１次調査小型

丸底壺土師器２５

にぶい黄橙～
灰黄褐口縁部１/４９.４９.３７.２旧河道第１次調査小型

丸底壺土師器２６

浅黄橙～にぶ
い橙

口縁部１/５
体部～底部完存８.２９.４７.７５旧河道第１次調査小型

丸底壺土師器２７

にぶい橙～浅
黄橙

口縁部３/５
体部３/４８.９７.９５９.１旧河道第１次調査小型

丸底壺土師器２８

第２表　南畝町遺跡出土土器観察表（１）

第３章　調査の成果
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図版挿図備　　考調　　　　　　整胎　　土

４１７外面：体部ハケ→下半ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→下半ヘラミガキ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・長石・チ
ャート多く含む

４１７外面：体部ハケ→口頸部横ナデ。
内面：体部上半ナデ→口縁部横ナデ。精良

４１７外面：底部ナデ。体部～口縁部ハケ→口縁部指オサエ。
内面：底部～体部指オサエ→口縁部指オサエ。

５㎜以下の石英・チャー
ト・長石含む

４１７外面：底部～体部下半ヘラ削り。体部上半叩き成形→ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の長石・チャー
ト・石英多く含む

４１７外面：体部ハケ→ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→ヘラミガキ→口縁部横ナデ。

１㎜以下のクサリレキ・チ
ャート・石英多く含む

４１７外面：体部～口縁部ヘラミガキ。つまみ部指オサエ。
内面：体部～口縁部ナデ。

１㎜以下のチャート・石
英・長石含む

４１７外面：体部～頸部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ→頸部指オサエ・ナデ→口縁部横ナデ。

３㎜以下の雲母・角閃石・
石英・長石多く含む

５１７外面：体部下端指オサエ・ナデ・口縁部指オサエ。
内面：体部磨滅。口縁部指オサエ。

１㎜以下の石英・チャー
ト・長石多く含む

５１７外面：頸部ハケ→口縁部ナデ→波状文。
内面：頸部ハケ→口縁部下半ハケ・上半ナデ。

１～３㎜大の砂粒多量に含
む

１７外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：口頸部ハケ→口縁部横ナデ。１～２㎜大の砂粒多く含む

５１８外面：体部叩き整形→体部上半ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：体部下半ハケ・体部上半ヘラ削り→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャート
多量に含む

５１８口縁部外面
煤付着

外面：体部～頸部叩き成形→口縁部横ナデ。
内面：不明。１㎜大の砂粒多量に含む

５１８外面：体部～口縁部叩き整形→口縁部横ナデ。
内面：体部板ナデ→口縁部横ナデ。

３㎜以下のチャート・石
英・長石多く含む

５１８外面：底部指オサエ→体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：底部～体部指オサエ・板ナデ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャー
ト・長石含む

６１８外面：底部～口縁部ナデ。
内面：底部～口縁部ハケ。

３㎜大の石英・長石・チャ
ート多く含む

６１８外面：底部～口縁部指オサエ・ナデ。
内面：底部～口縁部指オサエ・ナデ。１㎜以下の砂粒多く含む

６１８外面：体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラナデ→口縁部横ナデ。

１.５㎜以下の長石・石英・
チャート多く含む

６１８外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部中位ヘラ削り→口縁部横ナデ。１～３㎜大の砂粒多く含む

６１８外面：体部上半ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部上半ヘラミガキ→口縁部横ナデ。

１㎜以下のチャート・長石・
石英・クサリレキ多く含む

６１９外面：坏底部～体部横ナデ。
内面：磨滅。

１㎜以下のチャート・長石・
クサリレキ多量に含む

６１９脚部に透穴３
穴（径１.４㎝）

外面：脚部ヘラミガキ→坏部上半ヘラミガキ。
内面：不明。

２.５㎜以下の砂粒多く含
む

１９外面：脚部ヘラミガキ。坏部横ナデ。
内面：脚部ナデ。坏底部ナデ→坏上半部ハケ→口縁部ナデ→横ナデ。

１㎜以下の石英・長石・チ
ャート多く含む

７１９外面：底部～口縁部ハケ→底部・体部ナデ。口縁部横ナデ。
内面：体部指ナデ→口縁部ハケ→横ナデ。

１.５㎜以下の長石・石英・
チャート含む

７１９外面：体部～口縁部ハケ→下半ヘラ削り・口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

１.５㎜以下の石英・チャー
ト・長石含む

７１９外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部指ナデ→口縁部横ナデ。

２.５㎜以下のチャート・ク
サリレキ含む

７１９外面：ハケ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。１㎜大の砂粒多く含む

７１９外面：体部～口縁部ハケ。
内面：体部ヘラ削り→口縁部ハケ→口縁部横ナデ。

６㎜以下の石英・チャート
多く含む

７１９外面：体部ハケ→口縁部ナデ。
内面：体部ヘラナデ→口縁部ハケ→ナデ。

１㎜以下の石英・チャー
ト・長石・雲母含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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焼成色　　調残存状況
法量（㎝）

遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

灰白～橙１/３９７.４旧河道第１次調査小型
丸底壺土師器２９

にぶい黄橙～
浅黄橙完存８.６５９.３５８.３旧河道第１次調査小型

丸底壺土師器３０

灰黄褐～黄橙口縁部２/３
体部完存９.２８.８６.９５旧河道第１次調査小型

丸底壺土師器３１

にぶい黄橙９.８６.２旧河道第１次調査小型
丸底壺土師器３２

灰白～灰黄口縁部１/４
体部１/８２１.５１４.１１１.６旧河道第１次調査甕土師器３３

浅黄橙～灰白口縁部～体部
ほぼ完存２０.９２２.３１３.４旧河道第１次調査甕土師器３４

にぶい黄橙～
灰白

口縁部１/１２
体部１/６２５.３１８.３１３.６旧河道第１次調査甕土師器３５

良好灰白１/２弱５.４１１.７旧河道第１次調査杯身須恵器３６

良好灰白口縁部２/３５.３１０.６旧河道第１次調査杯身須恵器３７

良好灰口縁部２/３５.１１０.４旧河道第１次調査杯身須恵器３８

良好灰口縁部１/２４.４１０.７旧河道第１次調査杯身須恵器３９

やや
不良灰～灰白３/４５.２１１.６旧河道第１次調査杯蓋須恵器４０

良好灰～灰白完存４.２１１.９旧河道第１次調査杯蓋須恵器４１

灰白口縁部１/４弱
体部２/３５.９１３.３旧河道第１次調査高杯蓋須恵器４２

普通灰～にぶい赤
褐口縁部１/３４.９１０.１旧河道第１次調査高杯須恵器４３

良好灰白１/２５.３１０.１旧河道第１次調査杯身須恵器４４

良好灰白～明青灰口縁部わずか
天井部１/２６.５１５.６旧河道第１次調査高杯蓋須恵器４５

普通灰白口縁部若干
天井部１/４５.１１５.４旧河道第１次調査高杯蓋須恵器４６

不良灰白～灰口縁部３/４
天井部完存４.２１４.７旧河道第１次調査杯蓋須恵器４７

灰白４/５４.０５１３.５５旧河道第１次調査杯蓋須恵器４８

良好灰口縁部３/４４.１１３.８旧河道第１次調査杯蓋須恵器４９

良好灰白口縁部１/２４.１１４.３旧河道第１次調査杯蓋須恵器５０

灰１/２４.２５１３.８旧河道第１次調査杯蓋須恵器５１

普通灰白１/２弱３.９１３.７旧河道第１次調査杯蓋須恵器５２

普通明紫灰～灰口縁部１/２３.７１３.８旧河道第１次調査杯身須恵器５３

普通灰白１/２４.４１２旧河道第１次調査杯身須恵器５４

普通灰～灰白１/２４.４５１１.９旧河道第１次調査杯身須恵器５５

普通灰白１/２強３.７１１.７５旧河道第１次調査杯身須恵器５６

第３表　南畝町遺跡出土土器観察表（２）

第３章　調査の成果



 79 

南
畝
町
遺
跡

図版挿図備　　考調　　　　　　整胎　　土

８１９外面：体部指オサエ→ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部下半ヘラナデ→体部上半指オサエ・ナデ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャー
ト・長石含む

８１９外面：底部～口縁部磨滅。
内面：体部指ナデ→口縁部磨滅。

１㎜以下の石英・チャー
ト・長石多く含む

８１９外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部指ナデ→口縁部横ナデ。１.５㎜以下の砂粒含む

８１９外面：体部ハケ。
内面：底部～体部下半ナデ→ヘラ削り・体部上半指オサエ・ナデ。３㎜以下の砂粒多く含む

１９外面：体部～口縁部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラ削り→口縁部横ナデ。

５㎜以下のチャート・長石
含む

８１９外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラ削り→口縁部ハケ→横ナデ。砂粒含む

１９外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→横ナデ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

８２０外面：底部回転ヘラ切り→口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ→底部仕上げナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

８２０外面：回転ナデ→底部回転ヘラ削り。
内面：回転ナデ。１～２㎜大の砂粒多く含む

９２０外面：回転ナデ→底部回転ヘラ削り。
内面：回転ナデ。

２㎜以下の砂粒をわずか
に含む

９２０外面：回転ナデ→底部回転ヘラ削り。
内面：回転ナデ。

２.５㎜以下の砂粒多く含
む

９２０外面：天井部回転ヘラ削り→口縁部回転ナデ。
内面：天井部～口縁部回転ナデ。

２㎜以下の長石・チャート
含む

９２０外面：天井部回転ヘラ削り→口縁部横ナデ部回転ナデ。
内面：天井部～口縁部回転ナデ。３㎜以下の砂粒含む

９２０外面：天井部回転ヘラ削り→口縁部回転ナデ。
内面：天井部～口縁部回転ナデ。

１.５㎜以下の長石多く含
む

９２０３箇所に方
形透かし

外面：杯部回転ナデ→杯部下半回転ヘラ削り。
内面：杯部回転ナデ。１㎜以下の砂粒多く含む

９２０外面：回転ナデ→底部回転ヘラ削り。
内面：回転ナデ→底部仕上げナデ。

１.５㎜以下の砂粒多く含
む

９２０韓式土器外面：天井部回転ヘラ削り→口縁部回転ナデ。
内面：天井部～口縁部回転ナデ→天井部仕上げナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

２０つまみ径
３.６㎝

外面：回転ナデ→天井部回転ヘラ削り→つまみ回転ナデ。
内面：回転ナデ。１～２㎜大の砂粒多く含む

９２０外面：天井部ヘラ切り→口縁部回転ナデ。
内面：天井部～口縁部回転ナデ。５㎜以下の砂粒多く含む

１０２０外面：天井部ヘラ削り→口縁部回転ナデ。
内面：天井部～口縁部回転ナデ。３㎜以下の石英・長石含む

９２０外面：回転ナデ→天井部回転ヘラ削り。
内面：回転ナデ。１㎜大の砂粒多く含む

１０２０外面：回転ナデ→天井部回転ヘラ削り→ナデ。
内面：回転ナデ。１㎜大の砂粒多く含む

１０２０外面：天井部回転ヘラ削り→口縁部回転ナデ。
内面：天井部～口縁部回転ナデ。４㎜以下の長石・石英含む

２０外面：回転ナデ→天井部回転ヘラ削り。
内面：回転ナデ→天井部仕上げナデ。１～３㎜大の砂粒多く含む

２０重ね焼痕あ
り

外面：回転ナデ→底部回転ヘラ削り。
内面：回転ナデ。１㎜大の砂粒多く含む

２０外面：底部回転ヘラ切り→口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ。５㎜以下のチャート含む

１０２０外面：底部回転ヘラ切り→口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

１０２０外面：底部回転ヘラ切り→口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ→底部仕上げナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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焼成色　　調残存状況
法量（㎝）

遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

灰白２/３４.６１２.６旧河道第１次調査杯身須恵器５７

灰～灰白１/３４.１１１.６旧河道第１次調査杯身須恵器５８

普通灰白～青灰１/２３.１１１.７旧河道第１次調査杯身須恵器５９

良好青灰～明青灰口縁部３/４３.６５１１.６５旧河道第１次調査杯身須恵器６０

灰～明緑灰口縁部１/６
底部完存４.１５１０.９旧河道第１次調査杯身須恵器６１

普通灰白口縁部１/３３.５５１２旧河道第１次調査杯蓋須恵器６２

普通灰口縁部３/４３.８１１.４旧河道第１次調査杯蓋須恵器６３

やや
不良灰白口縁部～体部２/３

天井部完存４.１１０.２旧河道第１次調査杯蓋須恵器６４

普通灰白口縁部２/３４.４１１.４旧河道第１次調査杯身須恵器６５

普通灰白口縁部２/３４.６１０.６５旧河道第１次調査杯身須恵器６６

良好赤褐～青灰口縁部～体部
２/５６８.８旧河道第１次調査杯身須恵器６７

灰白１/２１４.４５１８.９１４.５５旧河道第１次調査高杯須恵器６８

普通灰～灰白杯部２/３
脚部１/４７.２６.２５１１旧河道第１次調査高杯須恵器６９

灰～灰白ほぼ完存１０.５７.８５１２.６５旧河道第１次調査高杯須恵器７０

灰白口縁部１/２
体部１/４１５.２７.８５旧河道第１次調査提瓶須恵器７１

良好灰～灰白体部９/１０１８.７２３.４６.７旧河道第１次調査提瓶須恵器７２

良好灰白口縁部１/２１０.１７５.１旧河道第１次調査壺須恵器７３

良好灰～暗灰体部完存１０.９５８.５５旧河道第１次調査はそう須恵器７４

灰～灰白体部３/５１１.６８.１５旧河道第１次調査壺須恵器７５

やや
不良灰白口縁部１/３

体部３/４１８.１１６.３１１.９旧河道第１次調査壺須恵器７６

普通灰白口縁部１/３７.３１６.４旧河道第１次調査甕須恵器７７

良好灰～灰白口縁部１/２７.８１６.８旧河道第１次調査甕須恵器７８

良好灰黄～褐灰口縁部１/８１１.３１６.４旧河道第１次調査甕須恵器７９

普通灰～灰白口縁部１/６６.３旧河道第１次調査甕須恵器８０

良好灰白口縁部１/８１２.５２０.９旧河道第１次調査甕須恵器８１

普通灰３/４３８.２５２８.１１２.６旧河道第１次調査横瓶須恵器８２

灰口縁部１/２３４３２.７２３.９旧河道第１次調査甕須恵器８３

普通赤褐～にぶい
赤褐口縁部１/１０７.２旧河道第１次調査擂鉢備前焼８４

第４表　南畝町遺跡出土土器観察表（３）

第３章　調査の成果
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図版挿図備　　考調　　　　　　整胎　　土

１０２０外面：底部ヘラ切り後ナデ→口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ。２㎜以下の長石含む

１０２０外面：底部ヘラ削り→口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ。

５㎜以下の長石・チャート
含む

１０２０外面：底部ヘラ削り→口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ→底部仕上げナデ。５㎜以下の石英・長石含む

１１２０外面：底部回転ヘラ切り→口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ→底部仕上げナデ。

１㎜以下のチャートわず
かに含む

１１２０外面：底部ヘラ切り→体部ヘラ削り→口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ。

１㎜以下の石英・長石多く
含む

１１２０外面：天井部回転ヘラ切り→口縁部回転ナデ。
内面：天井部～口縁部回転ナデ→天井部仕上げナデ。１㎜以下の砂粒多く含む

１１２０外面：回転ナデ→天井部回転ヘラ削り。
内面：回転ナデ→天井部仕上げナデ。１㎜大の砂粒多く含む

１１２０外面：天井部ヘラ切り→口縁部回転ナデ。
内面：天井部～口縁部回転ナデ。

１.５㎜以下の長石・チャー
ト含む

１１２０外面：底部回転ヘラ切り→口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ→底部仕上げナデ。１㎜以下の砂粒多く含む

１１２０外面：底部回転ヘラ切り→口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ→底部仕上げナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

１１２０ヘラ記号あ
り

外面：回転ナデ→底部回転ヘラ削り。
内面：回転ナデ→体部ヘラナデ。３㎜以下の砂粒多く含む

１２２０外面：口縁部～脚部回転ナデ。
内面：口縁部～脚部回転ナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

１２２０外面：脚部～杯部回転ナデ。
内面：脚部回転ナデ。杯部回転ナデ→杯底部仕上げナデ。１㎜以下の砂粒多く含む

１２２０外面：脚部～口縁部回転ナデ調。
内面：脚部回転ナデ。杯部回転ナデ。１㎜以下の長石・石英含む

１２２１外面：体部回転ヘラ削り→口縁部回転ナデ。
内面：体部回転ナデ→口縁部回転ナデ。１㎜以下の砂粒多く含む

１２２１外面：体部回転ヘラ削り→カキメ→口頸部回転ナデ。
内面：回転ナデ。１～３㎜大の砂粒多く含む

１３２１外面にヘラ
描沈線

外面：底部ナデ・体部下半ヘラ削り→ナデ・体部上半～口縁部回転ナデ。
内面：口縁部回転ナデ。３㎜大の砂粒多く含む

１３２１外面：底部～頸部ヘラナデ。
内面：回転ナデ。１㎜以下の石英・長石含む

１３２１外面：体部下半回転ヘラ削り→体部上半回転ナデ。
内面：体部回転ナデ。

１㎜以下のチャート・長石
含む

１３２１外面：回転ナデ→カキメ。
内面：回転ナデ→底部仕上げナデ。１～２㎜大の砂粒多く含む

１３２１外面：体部平行叩き→カキメ→口頸部回転ナデ。
内面：体部当具痕→口頸部回転ナデ。１㎜以下の砂粒多く含む

１３２１外面：体部叩き成形→カキメ→口縁部回転ナデ。
内面：体部当具痕→口縁部回転ナデ。４㎜以下の長石含む

２１外面：体部平行叩き→口頸部回転ナデ。
内面：体部当具痕→口頸部回転ナデ。砂粒多く含む

１３２１外面：体部平行叩き→口縁部回転ナデ。
内面：体部当具痕→口縁部回転ナデ。１㎜以下の砂粒多く含む

２１外面：体部平行叩き→カキメ→口頸部回転ナデ。
内面：体部当具痕→口頸部回転ナデ。砂粒多く含む

１４２２外面：体部叩き成形→口頸部回転ナデ。
内面：体部当具痕→口頸部回転ナデ。１㎜以下の長石・石英含む

１４２２外面：体部ハケ→カキメ→口縁部回転ナデ。
内面：体部当具痕→口縁部回転ナデ。２.５㎜以下の石英含む

２２外面：回転ナデ。
内面：回転ナデ→卸し目。１㎜以下の砂粒多く含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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良好灰オリーブ～
灰白底部１/３５.４３.１旧河道第１次調査碗青磁８５

暗灰～橙体部わずか５.８Ｐ０１第２次調査壺弥生９６

黄灰底部完存２.８Ｐ０４第２次調査ミニチ
ュア弥生９７

浅黄橙～橙口縁部１/６２.９２１.６Ｐ０４第２次調査壺弥生９８

にぶい黄橙～
橙底部わずか４.４Ｐ１４第２次調査壺弥生９９

底部１/３３.０５２.０５ＳＫ０２第２次調査壺弥生１００

浅黄橙～にぶ
い黄橙口頸部１/３５.１２０ＳＤ０１第２次調査壺弥生１０１

淡橙～浅黄橙口縁部１/４６.２１９.４ＳＤ０１第２次調査壺弥生１０２

灰黄褐～にぶ
い橙口縁部１/３１０.８１５.４ＳＤ０１第２次調査壺弥生１０３

橙～浅黄橙口縁部１/２
体部１/４３５.８２１.３１７.６ＳＤ０１第２次調査壺弥生１０４

浅黄橙頸部１/２１２ＳＤ０１第２次調査壺弥生１０５

橙口縁部１/８１.７１８.４ＳＤ０１第２次調査壺弥生１０６

橙口縁部１/３
頸部完存６.１１５.３ＳＤ０１第２次調査壺弥生１０７

浅黄橙～にぶ
い橙ほぼ完存７.５２４.８２６.５１７.９ＳＤ０１第２次調査壺弥生１０８

にぶい黄橙～
浅黄橙底部１/２強６.５４.３５ＳＤ０１第２次調査壺弥生１０９

にぶい橙～灰
白底部２/３１５.６１４.７ＳＤ０１第２次調査壺弥生１１０

にぶい黄橙～
にぶい橙底部１/４１１９ＳＤ０１第２次調査壺弥生１１１

浅黄橙底部１/２８.７６.７ＳＤ０１第２次調査壺弥生１１２

浅黄橙～にぶ
い黄橙口縁部１/４弱２５１０.６２１.６ＳＤ０１第２次調査甕弥生１１３

にぶい黄橙～
灰黄褐口縁部１/３１０１５.３ＳＤ０１第２次調査甕弥生１１４

黄橙～にぶい
橙

口縁部７/８
底部ほぼ完存６.１１７.３２５.４５１４.３ＳＤ０１第２次調査甕弥生１１５

橙口縁部１/８６.１１２.５ＳＤ０１第２次調査甕弥生１１６

橙口縁部１/４５１４.３ＳＤ０１第２次調査甕弥生１１７

浅黄橙～にぶ
い橙口縁部２/３６.７１２.７ＳＤ０１第２次調査甕弥生１１８

にぶい橙～橙口縁部１/１２
頸部１/６６.７１３.４ＳＤ０１第２次調査甕弥生１１９

橙～褐灰口縁部１/４弱１６.１８.７５１３.８ＳＤ０１第２次調査甕弥生１２０

浅黄橙口縁部わずか４.９５ＳＤ０１第２次調査甕弥生１２１

浅黄橙～にぶ
い褐底部１/４５.８７.７ＳＤ０１第２次調査甕弥生１２２

第５表　南畝町遺跡出土土器観察表（４）

第３章　調査の成果
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２２底部外面露
胎外面：高台削り出し。密

３２外面：体部ハケ。
内面：体部ハケ。

５㎜以下のチャート・長石
含む

３２外面：底部ナデ。体部指オサエ。
内面：底部～体部指ナデ。１.５㎜以下の長石含む

３２外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ→施文。

１.５㎜以下の石英・長石含
む

３２外面：底部～体部ヘラナデ。
内面：体部ナデ。３㎜以下の石英・長石含む

３２外面：底部ナデ→体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラミガキ。

１㎜以下の石英・チャー
ト・長石含む

３２外面：頸部～口縁部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：磨滅。

１.５㎜以下のチャート・長
石・クサリレキ多く含む

２０３２頸径１１.６㎝外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。口縁端部キザミ目。
内面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・クサリレ
キやや多く含む

２０３２外面：体部～口縁部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→ナデ→口縁部ハ→横ナデ。

０.５㎜大の石英・クサリレ
キわずかに含む

２０３２外面：体部磨滅。頸部～口縁部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→ナデ→頸部ナデ→口縁部横ナデ。

４㎜以下の長石・石英・チ
ャート多く含む

３２外面：頸部横ナデ。
内面：体部指オサエ→頸部横ナデ。

２㎜以下の長石・石英わず
かに含む

３２外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英わずかに
含む

２０３２外面：口頸部ハケ→頸部突帯貼り付け。
内面：口頸部横ナデ→口縁部凹線。

１㎜以下のチャート・長
石・石英わずかに含む

２０３２外面：体部～口縁部ハケ→下半ヘラミガキ・口縁部横ナデ。
内面：体部下半ハケ。頸部指オサエ・ナデ。口縁部ハケ→横ナデ。

１㎜以下のチャート・長
石・石英多く含む

３２外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部ナデ→体部ハケ。１㎜大の石英・長石含む

３３外面：底部指オサエ・ナデ。体部ハケ→ヘラミガキ。
内面：底部～体部板ナデ。

１.５㎜以下の長石・チャー
ト・石英多く含む

３３外面：体部ハケ→ヘラミガキ。
内面：ハケ→ヘラミガキ。

１㎜以下のチャート・長
石・石英わずかに含む

３３外面：底部～体部磨滅。
内面：底部～体部磨滅。

１.５㎜以下のクサリレキ・
長石多く含む

３３頸径１９.７㎝外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部指オサエ・ナデ→口縁部ハケ→横ナデ。

１㎜以下の雲母・石英・チ
ャート含む

３３頸径１３㎝外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャート
多く含む

２０３３穿孔径４.５㎜外面：底部ナデ。体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：底部ナデ→体部下半ヘラ削り→体部上半ハケ→ナデ→口縁部横ナデ。

２㎜以下の長石・チャート
やや多く含む

３３頸径１０.９㎝外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大の石英・チャート
わずかに含む

３３外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大のチャート・長
石・石英やや多く含む

２０３３外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

３㎜以下の石英・チャー
ト・長石わずかに含む

３３頸径１１.４㎝外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：ハケ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大の石英・長石・チ
ャートわずかに含む

３３頸径１２.３㎝外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。石英・チャート含む

３３外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。

１㎜以下のチャート・長
石・石英多く含む

３３外面：底部ヘラ削り。体部ハケ→ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラ削り。

１㎜以下長石・チャート・
石英やや多く含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

浅黄橙～にぶ
い黄橙

体部１/４
底部１/２５.８１８.４１６ＳＤ０１第２次調査甕弥生１２３

浅黄橙～橙底部完存６.６５.２５ＳＤ０１第２次調査甕弥生１２４

にぶい黄橙底部１/４５.５４.３ＳＤ０１第２次調査甕弥生１２５

浅黄橙口縁部１/８１.４３０.２ＳＤ０１第２次調査高坏弥生１２６

浅黄橙脚柱部２/３８ＳＤ０１第２次調査高坏弥生１２７

浅黄橙～にぶ
い橙口縁部１/４１０.６１１.２ＳＤ０１第２次調査鉢弥生１２８

にぶい黄橙口縁部１/８６.６２５.６ＳＤ０２第２次調査壺弥生１２９

にぶい黄橙～
浅黄橙口縁部１/８６.７１０.１ＳＤ０２第２次調査壺弥生１３０

にぶい黄橙口縁部完存４.７１５.２ＳＤ０２第２次調査壺弥生１３１

にぶい黄橙体部わずか６.１ＳＤ０２第２次調査壺弥生１３２

にぶい橙体部わずか６ＳＤ０２第２次調査壺弥生１３３

にぶい黄橙～
にぶい橙口縁部１/１２４.１１４.７ＳＤ０２第２次調査壺弥生１３４

浅黄橙口縁部１/６２.８１７.４ＳＤ０２第２次調査甕弥生１３５

黄橙～にぶい
黄口縁部１/４弱３.６１１.７ＳＤ０２第２次調査甕弥生１３６

にぶい黄橙～
浅黄橙底部１/３７.３５.２ＳＤ０２第２次調査甕弥生１３７

橙～にぶい黄
橙底部１/４１２.９４.８ＳＤ０２第２次調査甕弥生１３８

黄灰～にぶい
黄橙底部１/４１４５.３ＳＤ０２第２次調査甕弥生１３９

浅黄橙底部１/２１１５.８ＳＤ０２第２次調査壺弥生１４０

橙～にぶい黄
橙底部完存９６.１ＳＤ０２第２次調査甕弥生１４１

にぶい黄橙底部１/３７.５４.１ＳＤ０２第２次調査甕弥生１４２

にぶい黄橙～
暗灰黄底部１/４１１.８７.７ＳＤ０２第２次調査甕弥生１４３

にぶい黄褐～
にぶい橙口縁部１/８６.１３１ＳＤ０２第２次調査高坏弥生１４４

にぶい黄橙～
にぶい橙脚部３/４１０.３５.１ＳＤ０２第２次調査脚部弥生１４５

にぶい橙～灰
黄褐口縁部１/５２.２１９.４ＳＤ０３第２次調査壺弥生１４６

にぶい黄橙～
明黄褐口縁部１/１０５.９２４.６ＳＤ０３第２次調査高坏弥生１４７

にぶい黄橙～
浅黄橙口縁部１/１２５.７２８.２ＳＤ０３第２次調査壺弥生１４８

にぶい橙底部３/４８.２４.５ＳＤ０３第２次調査甕弥生１４９

にぶい黄橙～
橙底部１/４８４.６ＳＤ０３第２次調査壺弥生１５０

第６表　南畝町遺跡出土土器観察表（５）

第３章　調査の成果
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図版挿図備　　考調　　　　　　整胎　　土

３３外面煤付着外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：体部ヘラ削り。

１㎜以下のチャート・石英
多く含む

３３底部穿孔
（径６㎜）

外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：体部ヘラ削り。

１㎜以下の石英・長石・チャー
ト・クサリレキ・雲母多く含む

３３外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ハケ→ナデ。

０.５㎜大の砂粒わずかに
含む

３４外面：口縁部ヘラミガキ。端部横ナデ。
内面：磨滅。

２㎜以下の石英・チャート
わずかに含む

２１３４外面：ハケ→横ナデ。
内面：ナデ。

１㎜以下の石英・クサリレ
キ・チャート多く含む

３４外面：体部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ→口縁部横ナデ。

１㎜大の石英・長石・チャ
ート含む

２１３４外面：頸部～口縁部ハケ→頸部凹線。口縁端部凹線。
内面：頸部～口縁部ヘラミガキ→突帯貼付け→櫛描波状文。

２㎜以下の石英・チャート
含む

３４外面：口頸部横ナデ→頸部凹線。
内面：口頸部ハケ→口縁部凹線。１㎜以下の長石含む

２１３４外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：磨滅。

１.５㎜以下の砂粒多く含
む

３４外面：体部ハケ→櫛描波状文・櫛描直線文。
内面：体部指オサエ・ナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

２１３４外面：ハケ→櫛描直線文・櫛描波状文。
内面：板ナデ。

３㎜以下の石英・チャート
わずかに含む

３４外面：口縁部横ナデ→突帯貼り付け。
内面：口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャー
ト・雲母わずかに含む

３４外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ→口縁部横ナデ。

２㎜以下のクサリレキ・石
英含む

３４外面：体部磨滅。口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部ハケ→横ナデ。

１㎜大の石英・長石・チャ
ート含む

３４外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：体部ヘラ削り。

１㎜以下の石英・チャー
ト・長石含む

３４外面：底部～体部ナデ。
内面：底部板ナデ。

１㎜大の石英・長石・チャ
ート含む

３４外面：底部ナデ。体部ヘラナデ。
内面：底部～体部ハケ。４㎜以下の長石・石英含む

３４外面：底部指オサエ→ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部指オサエ。

２㎜以下の砂粒わずかに
含む

３４外面：底部指オサエ→ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部指オサエ→ナデ。３㎜以下の長石・石英含む

３４外面：底部磨滅。体部ナデ。
内面：磨滅。

１.５㎜以下の石英・チャート・
クサリレキわずかに含む

３４外面：底部指オサエ→ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：剥離。２㎜以下の石英・長石含む

３４外面：体部～口縁部ナデ→口縁部凹線。
内面：体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。

１㎜大の石英・チャート・
長石多く含む

３４外面：脚部ハケ→横ナデ。
内面：脚部横ナデ。体部ナデ。

５㎜以下の石英・長石多く
含む

３４外面：口縁部横ナデ→端部凹線→棒状浮文。
内面：口縁部横ナデ→櫛描波状文。

０.５㎜以下の長石・チャー
トやや多く含む

３４外面：体部磨滅。口縁部凹線。
内面：体部～口縁部磨滅。

１.５㎜以下のチャート・石
英わずかに含む

３５外面：口頸部ナデ→頸部突帯貼り付け。
内面：頸部横ナデ→口縁部ヘラミガキ。

３㎜以下の石英・チャート
やや多く含む

３５外面：磨滅。
内面：底部～体部ヘラ削り。

１.５㎜大のチャート・長
石・石英多く含む

３５外面：底部ナデ。体部ナデ→ヘラミガキ。
内面：磨滅。

２㎜以下の長石・石英・チ
ャートわずかに含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

灰黄～にぶい
黄橙底部１/２８.１４.３ＳＤ０３第２次調査甕弥生１５１

にぶい黄橙底部１/２５.８４ＳＤ０３第２次調査甕弥生１５２

灰～にぶい橙底部ほぼ完存５.１２.７ＳＤ０３第２次調査甕弥生１５３

黄灰～にぶい
黄褐底部１/２４.１３.５ＳＤ０３第２次調査甕弥生１５４

浅黄橙～灰白底部完存１３ＳＤ０３第２次調査鉢弥生１５５

にぶい黄橙底部完存４.６５.３ＳＤ０３第２次調査甕弥生１５６

にぶい黄橙～
褐灰底部１/３２.６４.５ＳＤ０３第２次調査甕弥生１５７

にぶい黄橙～
灰黄褐口縁部１/８２.５２０.８ＳＤ０４第２次調査壺弥生１５８

にぶい黄橙底部完存３.３３.６ＳＤ０４第２次調査甕弥生１５９

にぶい橙底部１/６９３.５ＳＤ０４第２次調査高坏弥生１６０

灰白口縁部１/３
体部１/３３０２６.６１９.４ＳＤ０４第２次調査甕須恵器１６１

浅黄橙口縁部１/８９.５１６.８ＳＤ０５第２次調査壺弥生１６２

にぶい橙～橙口縁部１/３５.７１３.６ＳＤ０５第２次調査壺弥生１６３

にぶい橙口縁部１/１２４.２１２.１ＳＤ０５第２次調査壺弥生１６４

橙底部１/３８.４５.９ＳＤ０５第２次調査壺弥生１６５

にぶい黄橙口縁部１/１０３４１０.５３２ＳＤ０５第２次調査甕弥生１６６

橙口縁部１/４８.２２３ＳＤ０５第２次調査甕弥生１６７

底部ほぼ完存８.９５.２５ＳＤ０５第２次調査甕弥生１６８

底部わずか７.４４.９ＳＤ０５第２次調査甕弥生１６９

底部１/３７.８５.５ＳＤ０５第２次調査甕弥生１７０

浅黄橙～褐灰底部ほぼ完存１０.４７.０５ＳＤ０５第２次調査甕弥生１７１

灰黄～浅黄底部３/４７４.９ＳＤ０５第２次調査甕弥生１７２

暗灰～にぶい
橙底部１/３５.８５.８ＳＤ０５第２次調査甕弥生１７３

にぶい黄橙底部１/３４.８４.８ＳＤ０５第２次調査甕弥生１７４

底部１/３５.８４.２５ＳＤ０５第２次調査甕弥生１７５

灰黄～褐灰脚部１/２８.２６.２ＳＤ０５第２次調査高坏弥生１７６

にぶい黄橙～
にぶい橙

口縁部１/２
頸部３/４１１.４１９.６包含層

（土器溜り）第２次調査壺弥生１７７

にぶい橙～灰
褐口縁部１/４４.６５１５.８包含層

（土器溜り）第２次調査壺弥生１７８

第７表　南畝町遺跡出土土器観察表（６）

第３章　調査の成果
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３５外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラミガキ。

１㎜大の石英わずかに含
む

３５底部穿孔
（径８.５㎜）

外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部指オサエ→底部～体部ナデ。

１㎜以下のチャート・クサ
リレキわずかに含む

３５外面：底部ナデ。体部指オサエ→ナデ。
内面：底部～体部ヘラ削り。

１㎜大の石英・長石わずか
に含む

３５外面：底部ナデ。体部叩き整形。
内面：底部～体部ハケ。

１.５㎜以下のチャート・長
石わずかに含む

３５穿孔径９.０㎜外面：底部～体部板ナデ。
内面：底部～体部板ナデ。

１㎜大の石英・チャート含
む

３５外面：底部～体部ナデ。
内面：底部～体部板ナデ。

１㎜以下のチャートわず
かに含む

３５外面：底部～体部叩き整形→ハケ。
内面：底部～体部ナデ。

１.５㎜以下のチャート・石
英わずかに含む

３５外面：頸部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：口縁部ヘラミガキ。

１㎜以下の長石・チャート
わずかに含む

３５外面：底部ナデ。体部ヘラナデ。
内面：底部～体部ナデ。

１.５㎜以下の長石・チャー
ト含む

２１３５外面：脚部横ナデ。
内面：脚部ヘラ削り。

１㎜以下の石英・長石・チャー
ト・クサリレキやや多く含む

２１３５外面：体部叩き整形→カキメ→口縁部横ナデ。
内面：体部当具痕→口縁部横ナデ。

０.５㎜大のチャート・石英
わずかに含む

３５頸径１５.５㎝外面：体部磨滅。口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

１.５㎜以下のクサリレキ・
チャートやや多く含む

２２３５頸径１０.２㎝外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ→頸部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。

１㎜以下のチャート・雲母
わずかに含む

３５外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部ヘラ削り→口縁部ヘラナデ→横ナデ。

１㎜以下のチャート・長石
わずかに含む

３５外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部磨滅。

２㎜以下のチャート・長石
やや多く含む

３５頸径３０.４㎝外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大の長石・石英、２㎜大
のチャートわずかに含む

３５頸径２１.６㎝外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大のチャート・長石
わずかに含む

３５外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部指ナデ→体部ナデ。１㎜以下の長石多く含む

３５外面：体部ヘラミガキ。
内面：体部指オサエ・ナデ。０.５㎜以下の砂粒含む

３５外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラ削り。

１㎜以下のチャート・石英
含む

３６外面：底部ナデ。体部ハケ。
内面：底部指オサエ・ナデ→体部横ナデ。

２㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

３６外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部指オサエ・ナデ→体部ナデ。

１㎜以下の石英・チャート
わずかに含む

３６外面：底部ナデ。体部ヘラナデ→体部下端横ナデ。
内面：底部指ナデ→体部ヘラ削り。

１.５㎜以下のチャート・長
石やや多く含む

３６外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：体部ヘラ削り→底部～体部ナデ。

１.５㎜以下の長石・チャー
ト・石英わずかに含む

３６外面：底部～体部指オサエ。体部磨滅。
内面：底部～体部磨滅。１㎜以下の長石含む

２２３６脚部径５.３㎝外面：脚端部横ナデ。脚部～体部ヘラミガキ。
内面：脚部ヘラ削り。

１㎜以下のチャート・石英
含む

２２３６外面：体部～頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部指オサエ・ナデ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大の石英・チャート
わずかに含む

３６外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。

２㎜以下のチャート・長石
含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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焼成色　　調残存状況
法量（㎝）

遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

橙～浅黄橙口頸部４/５６.３１２.３包含層
（土器溜り）第２次調査壺弥生１７９

橙～にぶい橙口縁部３/４
体部～底部１/２６１７.３１６.７８.４包含層

（土器溜り）第２次調査壺弥生１８０

浅黄橙～灰黄口縁部１/５５.５５６.６包含層
（土器溜り）第２次調査壺弥生１８１

浅黄橙～暗灰
黄底部完存７.６７.１５包含層

（土器溜り）第２次調査壺弥生１８２

にぶい橙～に
ぶい黄橙口縁部１/８３５.２２４.８２８.４包含層

（土器溜り）第２次調査甕弥生１８３

にぶい橙～褐
灰底部ほぼ完存６８.４包含層

（土器溜り）第２次調査甕弥生１８４

にぶい黄橙～
にぶい褐底部１/２６.８６.８包含層

（土器溜り）第２次調査甕弥生１８５

黄灰～浅黄橙口縁部１/４２０１１.１１５包含層
（土器溜り）第２次調査甕弥生１８６

浅黄橙口縁部１/４７.４１５.８包含層
（土器溜り）第２次調査甕弥生１８７

灰黄褐～にぶ
い黄橙底部完存５.７１７.７包含層

（土器溜り）第２次調査甕弥生１８８

にぶい橙体部２/３
底部完存５.７１４.３１６.２包含層

（土器溜り）第２次調査甕弥生１８９

灰黄～黄褐底部完存７４.４包含層
（土器溜り）第２次調査甕弥生１９０

にぶい橙～浅
黄橙

口縁部１/５
底部完存１１１２.４３０.６包含層

（土器溜り）第２次調査鉢弥生１９１

にぶい黄橙～
にぶい赤褐

口縁部１/４
底部完存８.８２１.１１５.９２１包含層

（土器溜り）第２次調査鉢弥生１９２

にぶい橙口縁部１/１０２４１０.７２０.８包含層
（土器溜り）第２次調査鉢弥生１９３

灰黄褐～暗灰
黄口縁部１/６１７５.６１６.４包含層

（土器溜り）第２次調査鉢弥生１９４

橙口縁部１/１６９.１２９.２包含層
（土器溜り）第２次調査高坏弥生１９５

にぶい黄橙～
灰褐脚端部３/４１５.９１３.７包含層

（土器溜り）第２次調査高坏弥生１９６

浅黄橙～にぶ
い橙脚部１/３１０.７１３.８包含層

（土器溜り）第２次調査高坏弥生１９７

褐灰～にぶい
黄橙脚端部１/２１２.６６.２包含層

（土器溜り）第２次調査高坏弥生１９８

浅黄橙～にぶ
い黄橙口縁部１/６２.５２０.２包含層第２次調査壺弥生１９９

灰白～にぶい
黄橙口縁部１/６２.１１８.８包含層第２次調査壺弥生２００

にぶい黄橙体部１/６１８.６１１.５包含層第２次調査壺弥生２０１

浅黄橙～にぶ
い橙口縁部１/４７.７１５.４包含層第２次調査甕弥生２０２

にぶい黄橙～
褐灰底部１/４６.２５.７包含層第２次調査甕弥生２０３

灰白～浅黄橙底部１/２８.１３.７５包含層第２次調査甕弥生２０４

にぶい黄橙～
浅黄橙底部１/３８８.５包含層第２次調査甕弥生２０５

にぶい黄橙底部１/２８１１.１包含層第２次調査甕弥生２０６

第８表　南畝町遺跡出土土器観察表（７）

第３章　調査の成果
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図版挿図備　　考調　　　　　　整胎　　土

２２３６外面：体部磨滅。頸部ハケ→口縁部ハケ→横ナデ。
内面：体部～頸部ナデ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

２２３６外面：体部～頸部ハケ→体部ヘラミガキ・口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大の石英・長石わず
かに含む

３６外面：頸部～口縁部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部ナデ→口縁部横ナデ。１.５㎜大の石粒含む

３６外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部剥離。

４㎜以下の石英・長石・チ
ャートやや多く含む

３６外面煤付着外面：体部磨滅。口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の長石・チャート
やや多く含む

３６外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部指ナデ→体部ヘラ削り。

２㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

３６外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラ削り。

１.５㎜以下のクサリレキ・
チャート含む

３６外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大のチャート多く
含む

３６外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部指オサエ・ナデ→口縁部横ナデ。１㎜以下の砂粒多く含む

２２３６外面煤付着・
穿孔径４㎜

外面：体部ハケ。底部ナデ。
内面：底部～体部ヘラ削り。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

２３３７穿孔径１.７㎝外面：底部～体部指オサエ。
内面：底部～体部ハケ。

２㎜大のチャート・長石、１㎜以
下のクサリレキわずかに含む

３７外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラ削り。

３㎜以下のチャート・石英
多く含む

３７図上復元外面：底部ヘラナデ。体部下半ヘラナデ。体部上半ハケ→口縁部横ナデ。
内面：底部～体部下半指ナデ→ヘラ削り。体部上半ハケ→ヘラ削り→口縁部横ナデ。

１㎜大のチャート・長石・
クサリレキやや多く含む

２３３７外面：体部ハケ→下半部ヘラミガキ。口縁部横ナデ。
内面：底部～体部ハケ→底部ナデ・口縁部横ナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

２３３７外面：底部ヘラミガキ。体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：底部ハケ→体部ナデ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大の石英・チャート
含む

２３３７外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→ヘラ削り→口縁部横ナデ。

２㎜以下の石英・チャート
含む

３７外面：坏部ヘラ削り→ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：坏部ナデ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大の石英・長石・チ
ャート含む

２３３７外面：脚部ヘラミガキ→脚端部横ナデ。
内面：脚部ヘラナデ→脚端部横ナデ。

０.５㎜大の長石・チャート
含む

２４３７外面：脚部ヘラミガキ→脚端部横ナデ。
内面：坏部ヘラミガキ。脚部ヘラ削り→脚端部ヘラ削り。

２.５㎜以下の長石・チャー
ト含む

３７外面：脚部ハケ→ヘラミガキ→脚端部横ナデ。
内面：脚部ナデ→脚端部横ナデ。

１㎜以下のチャート・クサ
リレキわずかに含む

３７外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部ナデ。

０.５㎜以下の長石・チャー
ト含む

３７外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：口縁部ヘラミガキ。

０.５㎜以下のチャート・石
英・長石含む

３７外面：体部ハケ→下半部～脚部ヘラミガキ→接合部横ナデ。
内面：体部ハケ。脚部ヘラ削り。１㎜以下の石粒多く含む

３７頸径１３.８５㎝外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部磨滅。口縁部横ナデ。

０.５㎜以下のチャート・石
英・クサリレキ含む

３７外面煤付着外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：体部ヘラナデ。

１㎜以下の石英・長石・チ
ャートやや多く含む

３７外面：底部ヘラナデ。体部ハケ→ヘラミガキ。
内面：底部指オサエ・ナデ→体部ヘラ削り。

０.５㎜以下の長石・石英含
む

３８外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラ削り→底部ナデ。

２㎜以下の石英・チャート
わずかに含む

３８外面：体部ヘラミガキ。
内面：体部磨滅。

１㎜以下のチャート・石英
わずかに含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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焼成色　　調残存状況
法量（㎝）

遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

にぶい橙口縁部１/６７.９３０包含層第２次調査鉢弥生２０７

浅黄橙脚部１/４１２.４１２.６包含層第２次調査高坏弥生２０８

橙～灰褐脚部１/４１４.２６.１包含層第２次調査高坏弥生２０９

にぶい橙口縁部１/８７.８１９.７包含層第２次調査鉢弥生２１０

明褐灰～にぶ
い黄橙底部１/３４.６６.３包含層第２次調査壺弥生２１１

にぶい黄橙～
にぶい橙

口縁部１/６
底部ほぼ完存５.２１９２５.９１３.７包含層第２次調査甕弥生２１２

にぶい黄橙～
にぶい橙底部２/３５６.７包含層第２次調査甕弥生２１３

橙～褐灰底部１/４３.７３.６包含層第２次調査甕弥生２１４

浅黄橙～黄褐体部わずか２４.９包含層第２次調査甑弥生２１５

にぶい橙口縁部１/８２.９１７包含層第２次調査甕土師器２１６

浅黄橙口縁部１/４４.３１３.５包含層第２次調査甕土師器２１７

浅黄橙～灰黄
褐坏部１/４６.７包含層第２次調査高坏土師器２１８

橙～にぶい橙坏部４/５５.４包含層第２次調査高坏土師器２１９

体部１/５１０６.５５.７５包含層第２次調査壺土師器２２０

にぶい橙体部１/４
底部完存９.４６.４包含層第２次調査小型

丸底壺土師器２２１

暗灰黄～暗黄
灰体部３/４８.９５.８包含層第２次調査小型

丸底壺土師器２２２

橙脚部３/４１３６包含層第２次調査器台土師器２２３

橙脚部３/４１１.８７.３包含層第２次調査器台土師器２２４

浅黄橙体部１/９５包含層第２次調査壺土師器２２５

黄灰～灰白体部１/９２.２５１１.５包含層第２次調査杯須恵器２２６

普通口縁部１/４４９.８包含層第２次調査壺須恵器２２７

口縁部１/５４.４１２.４包含層第２次調査壺須恵器２２８

にぶい黄橙～
にぶい橙

口縁部１/３
底部１/２８.５２.５１１.２包含層第２次調査皿土師器２２９

橙１/２６１.１５７包含層第２次調査皿土師器２３０

浅黄橙～にぶ
い黄橙底部１/５７.２４.６ＳＫ０２第３次調査甕弥生２３１

灰白～橙底部２/３３.６６.２５ＳＤ０１第３次調査鉢弥生２３２

灰白～黄灰口縁部１/６５１６.７ＳＤ０１第３次調査壺弥生２３３

にぶい黄橙～
浅黄橙底部１/４５.３３.９５ＳＤ０１第３次調査甕弥生２３４

第９表　南畝町遺跡出土土器観察表（８）

第３章　調査の成果
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３８外面：体部ハケ→ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大の石英・チャート
わずかに含む

２４３８脚径５.６㎝外面：脚部ヘラミガキ→脚端部横ナデ→ヘラ描き。
内面：脚部上半ナデ→脚部下半ナデ。

１.５㎜以下の長石・チャー
ト多く含む

３８外面：脚部ヘラミガキ。
内面：脚部ヨコナデ。

１㎜以下のチャート・長
石・雲母わずかに含む

３８外面：体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ→凹線文。
内面：体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。

１㎜大のチャートわずか
に含む

３８外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ハケ。１㎜以下の石英・長石含む

３８外面煤付着外面：底部叩き整形→ナデ。体部叩き整形→ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラ削り→口縁部横ナデ。

３㎜以下のチャート・石
英・長石含む

３８外面：底部ナデ・指オサエ。体部ハケ。
内面：底部～体部磨滅。２㎜以下の砂粒含む

３８外面：底部ナデ。体部ハケ→ナデ。
内面：体部ヘラ削り。

２㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

２４３８外面：体部ナデ。
内面：体部ヘラ削り。

１㎜以下のチャート・石
英・長石非常に多く含む

３８外面煤付着外面：口縁部ハケ→横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。

０.５～１㎜大のチャートわ
ずかに含む

３８外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部指オサエ・ナデ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大のチャート・石
英・雲母わずかに含む

３８外面：坏部ハケ→横ナデ。
内面：坏部横ナデ。

２㎜以下の長石・チャート
やや多く含む

３８外面：坏部下半ハケ→ヘラミガキ。坏部上半ヘラミガキ。
内面：坏部磨滅。

０.５㎜以下のクサリレキ・
石英・チャート含む

２５３８頸径５.２５㎝外面：体部指オサエ・ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部指ナデ→口縁部横ナデ。

１㎜以下のチャート・石英
含む

３８外面：体部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部指オサエ・ナデ→口縁部横ナデ。

０.５㎜以下の砂粒わずか
に含む

３８外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の長石・チャート
やや多く含む

３８脚部径３.５㎝・
穿孔径１.０㎝

外面：脚部ヘラミガキ。
内面：脚部横ナデ。

０.５㎜以下の長石わずか
に含む

２５３８外面：脚部ヘラミガキ→受部ナデ。
内面：脚部ナデ。受部ナデ。

１㎜大のチャート・長石わ
ずかに含む

２５３９外面：体部叩き整形→頸部横ナデ。
内面：体部指オサエ・ナデ。

１㎜以下の石英・チャー
ト・長石やや多く含む

３９外面：底部～口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ。２㎜以下の砂粒含む

３９頸径１０.３㎝外面：体部～口縁部回転ナデ。
内面：体部～口縁部回転ナデ。２㎜大の長石含む

３９外面：頸部～口縁部回転ナデ。
内面：口頸部回転ナデ。２㎜以下の砂粒含む

３９外面：底部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：底部ナデ→口縁部横ナデ。

チャート・石英わずかに
含む

３９外面：底部指オサエ・ナデ→口縁部横ナデ。
内面：底部ナデ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大のチャートわず
かに含む

４４外面：体部磨滅。
内面：底部～体部指オサエ・ナデ。

１.５㎜以下の石英・長石・
チャート多く含む

４４外面：底部ナデ。体部ハケ。
内面：底部～体部指オサエ→ナデ。

１㎜以下の石英・長石多量
に含む

４４外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。１㎜以下の石英含む

４４外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部ナデ→体部ヘラミガキ。１㎜以下の石英・雲母含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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法量（㎝）

遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

橙～にぶい橙底部１/３５.５５２.６ＳＤ０１第３次調査甕弥生２３５

橙～黄灰脚部１/４弱１５.６６ＳＤ０１第３次調査高坏弥生２３６

浅黄橙底部１/４１１.８５.２ＳＤ０１第３次調査壺弥生２３７

浅黄橙口縁部１/１５６.９５１８.８ＳＤ０１第３次調査甕弥生２３８

浅黄橙～にぶ
い橙１/７６.８５１６.１５ＳＤ０１第３次調査甕弥生２３９

にぶい黄橙～
灰黄褐口縁部１/４弱２.４１３.８ＳＤ０１第３次調査甕弥生２４０

灰黄褐～にぶ
い黄褐底部完存４.２２.６ＳＤ０１第３次調査甕弥生２４１

浅黄橙～にぶ
い橙底部完存４.３２.４５ＳＤ０１第３次調査甕弥生２４２

橙坏部５/８４.６ＳＤ０１第３次調査高坏弥生２４３

浅黄橙～にぶ
い橙脚部１/４１２.３４.５ＳＤ０１第３次調査高坏弥生２４４

にぶい橙～灰
黄底部３/４２.２３.３５ＳＤ０１第３次調査鉢弥生２４５

やや
不良灰～灰白ほぼ完存９９.３１０.７５ＳＤ０１第３次調査高杯須恵器２４６

良好灰～灰白杯部ほぼ完存８.８９.５１０.１５ＳＤ０１第３次調査高杯須恵器２４７

良好灰～灰白１/４８.２２.９５１０.４ＳＤ０１第３次調査杯身須恵器２４８

良好灰脚部１/２９.４４.２ＳＤ０１第３次調査高杯須恵器２４９

灰白～灰口縁部１/８６.９５８ＳＤ０２第３次調査壺弥生２５０

にぶい黄橙～
にぶい橙体部わずか６.５ＳＤ０２第３次調査壺弥生２５１

明黄褐～橙口縁部１/６４.５５１６.１ＳＤ０２第３次調査壺弥生２５２

暗灰黄～にぶ
い黄橙底部完存５.４５３.７ＳＤ０２第３次調査壺弥生２５３

橙口縁部わずか５.１５３１ＳＤ０２第３次調査甕弥生２５４

にぶい黄橙～
にぶい黄褐体部わずか２７.４８.０５ＳＤ０２第３次調査壺弥生２５５

にぶい黄橙～
淡黄底部１/３１３.４５.５５ＳＤ０２第３次調査壺弥生２５６

橙～暗灰口縁部１/８２.８５４０.４ＳＤ０２第３次調査壺弥生２５７

橙～灰黄褐頸部～体部
１/７７.６ＳＤ０２第３次調査壺弥生２５８

にぶい黄橙底部ほぼ完存５.８３.６８ＳＤ０２第３次調査甕弥生２５９

にぶい黄橙～
灰黄底部１/４１０.８６.２５ＳＤ０２第３次調査甕弥生２６０

褐灰～にぶい
黄橙口縁部１/８５.４２３.０５ＳＤ０２第３次調査甕弥生２６１

浅黄橙～にぶ
い黄橙口縁部１/８４.７２３.３ＳＤ０２第３次調査甕弥生２６２

第１０表　南畝町遺跡出土土器観察表（９）

第３章　調査の成果
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図版挿図備　　考調　　　　　　整胎　　土

４４外面：底部指オサエ・ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラ削り。１㎜以下の石英・長石含む

４４外面：脚部ハケ→脚端部横ナデ。
内面：脚部ヘラナデ→脚端部横ナデ。１㎜大の砂粒含む

４４外面：体部磨滅。
内面：底部～体部磨滅。

１㎜以下のクサリレキ・チ
ャート多く含む

４４外面：体部～頸部叩き成形→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→ナデ→口縁部横ナデ。

３㎜以下の石英・チャート
多く含む

４４外面：体部叩き成形→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラ削り→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャー
ト・長石多く含む

４４外面：体部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラ削り→口縁部ハケ→横ナデ。

１㎜以下の石英・チャー
ト・雲母含む

４４底部に葉脈
痕

外面：体部叩き成形。
内面：底部～体部ナデ。２㎜以下の石英・長石含む

４４底部に葉脈
痕

外面：体部叩き成形。
内面：底部～体部ナデ。

１㎜以下の石英・チャー
ト・長石多く含む

４４外面：坏底部ヘラ削り→坏部ハケ。
内面：坏部ハケ。

２.５㎜以下の石英・長石・
チャート含む

４４外面：脚部ハケ→脚端部横ナデ。
内面：脚部ハケ→脚端部横ナデ。

１㎜以下のチャート・石英
含む

４４底部穿孔
（径４.５㎜）

外面：体部叩き成形→底部横ナデ。
内面：底部～体部ナデ。１㎜以下の長石含む

３２４４外面：脚部～口縁部回転ナデ。
内面：脚部回転ナデ。杯部回転ナデ。１㎜以下の長石・石英含む

３２４４外面：脚部回転ナデ。坏部回転ヘラ削り→口縁部回転ナデ。
内面：脚部～口縁部回転ナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

４４外面：底部回転ヘラ削り→口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

４４外面：脚部回転ナデ。
内面：脚部回転ナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

４４外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャート
多く含む

４４外面：体部ハケ。
内面：体部指オサエ。

２㎜以下の長石・チャート
含む

４４外面：口頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：口頸部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。１㎜以下の砂粒含む

４４外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラナデ。

２.５㎜以下の石英・長石・
チャート含む

３２４４外面：体部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャート
多く含む

３２４４外面：体部ナデ→施文。
内面：体部ナデ。

２㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

４４外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラミガキ。１㎜以下のチャート含む

４５外面：口縁部ハケ→横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。

２㎜以下のチャート・長石
多量に含む

４５外面：体部～頸部ハケ。
内面：体部～頸部ハケ。

２㎜以下のチャート・クサ
リレキ多く含む

４５底部穿孔
（１.２㎝）

外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部指オサエ→ナデ。

３㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

４５外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部指オサエ→ナデ。

３㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

４５外面：体部磨滅。口縁部横ナデ。
内面：体部～口縁部磨滅。１㎜以下の石英・長石含む

４５外面：体部～口縁部磨滅。
内面：体部～口縁部磨滅。

２㎜以下の石英・長石・チ
ャート多く含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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にぶい橙～橙脚部１/７１８.６３.６ＳＤ０２第３次調査高坏弥生２６３

にぶい橙脚部１/５１３５.５ＳＤ０２第３次調査高坏弥生２６４

褐灰～にぶい
黄橙脚部１/４１１.１３.５ＳＤ０２第３次調査高坏弥生２６５

にぶい黄橙～
灰黄褐口縁部１/４４１６.４ＳＤ０３第３次調査壺弥生２６６

浅黄橙～灰白口縁部１/３４.４１８.５５ＳＤ０３第３次調査壺弥生２６７

淡橙～灰白口縁部１/４弱２.２５１７.６ＳＤ０３第３次調査壺弥生２６８

灰白～にぶい
橙口縁部１/４弱４.６１９.１ＳＤ０３第３次調査壺弥生２６９

にぶい黄橙～
橙口縁部１/７５.５１５.３ＳＤ０３第３次調査壺弥生２７０

浅黄橙～にぶ
い黄橙口縁部１/３６.１１７.５ＳＤ０３第３次調査壺弥生２７１

灰白～黄灰口縁部１/２強４.５５１６ＳＤ０３第３次調査壺弥生２７２

にぶい黄橙～
褐灰口縁部１/７４.２５１４.７ＳＤ０３第３次調査壺弥生２７３

灰白～浅黄橙口縁部１/２弱１４４.７１３.２ＳＤ０３第３次調査壺弥生２７４

浅黄橙口縁部１/４１０１３.６ＳＤ０３第３次調査壺弥生２７５

浅黄橙～明赤
褐口縁部１/４３.８１２.８ＳＤ０３第３次調査壺弥生２７６

橙口縁部１/８２３１.２ＳＤ０３第３次調査壺弥生２７７

浅黄橙～橙口縁部１/３２１５.７ＳＤ０３第３次調査壺弥生２７８

橙～にぶい橙口縁部１/３５.１１２６ＳＤ０３第３次調査壺弥生２７９

浅黄橙～橙口縁部１/２弱２.８２２.２ＳＤ０３第３次調査壺弥生２８０

にぶい橙～に
ぶい黄橙

口縁部１/２
体部１/８２５.３２０.４１８.４ＳＤ０３第３次調査壺弥生２８１

浅黄橙～淡赤
橙頸部１/４７.７５ＳＤ０３第３次調査壺弥生２８２

浅黄橙～灰黄
褐体部１/４３０.６１３.８５ＳＤ０３第３次調査壺弥生２８３

浅黄橙～橙口縁部１/２弱３.７２０.４ＳＤ０３第３次調査壺弥生２８４

浅黄橙口縁部１/４１.８１７ＳＤ０３第３次調査壺弥生２８５

にぶい橙～灰
白口縁部１/３３.９１５.８ＳＤ０３第３次調査壺弥生２８６

浅黄橙～黄灰口縁部１/７８.１１７.５ＳＤ０３第３次調査壺弥生２８７

灰黄～灰白体部わずか１８６.１５ＳＤ０３第３次調査壺弥生２８８

にぶい黄橙～
灰黄褐体部１/４２４.６１４.２５ＳＤ０３第３次調査壺弥生２８９

浅黄橙口縁部１/８２４.１２７.８ＳＤ０３第３次調査壺弥生２９０

第１１表　南畝町遺跡出土土器観察表（１０）

第３章　調査の成果
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３２４５外面：脚部横ナデ。
内面：脚部横ナデ。

３㎜以下の石英・長石・チ
ャート多く含む

４５外面：脚部ナデ→脚端部横ナデ。
内面：脚部ヘラ削り。

１㎜以下のチャート・長
石・石英多く含む

４５外面：脚部横ナデ。
内面：脚部ヘラナデ。

１.５㎜以下の長石・石英・
雲母・チャート含む

４５外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部ナデ→口縁部横ナデ。２㎜以下の長石含む

４５外面：口頸部ハケ。
内面：口頸部磨滅。

３㎜以下のチャート・長
石・石英含む

４５外面：磨滅。
内面：磨滅。１㎜以下の砂粒多く含む

４５外面：口頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部ナデ→口縁部横ナデ。

１㎜以下のチャート・石英
多量に含む

４５外面：口頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の長石・チャー
ト・雲母含む

３２４５外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部指オサエ・ナデ。口縁部磨滅。

１㎜大の雲母・チャート多
く含む

３２４５外面：頸部～口縁部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。１㎜以下の長石含む

４５外面：口頸部横ナデ。
内面：口頸部横ナデ。

２㎜以下の石英・チャート
多く含む

４５外面：口頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜以下のクサリレキ含
む

４５外面：体部磨滅。頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部指ナデ・ナデ→口縁部横ナデ。

１～２.５㎜大のチャート多
く含む

４５外面：口頸部横ナデ。
内面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。

３㎜以下の長石・チャート
含む

４５外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。

１㎜以下のチャート・石英
わずかに含む

４５外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。１㎜大の石英含む

３３４６外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：口頸部横ナデ。

２㎜以下の石英・長石・チ
ャート多く含む

３３４６外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。

１.５㎜以下の石英・長石・
チャート多く含む

３３４６外面：体部ハケ→体部中位ヘラミガキ。頸部～口縁ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部～頸部ハケ→頸部ナデ→口縁部横ナデ。

２㎜以下のチャート多量
に含む

４６外面：体部～頸部ハケ→突帯貼り付け。
内面：体部～頸部磨滅。

３㎜以下の石英・チャート
多く含む

３３４６外面：体部磨滅。
内面：体部ハケ。

０.５㎜以下のチャート・長
石・石英多く含む

３３４６外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。

２㎜以下の雲母・チャート・
長石・石英やや多く含む

４６穿孔径１.５～
２㎜

外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。

０.５㎜大の石英・長石・チ
ャートやや多く含む

４６外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：口頸部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャート
多量に含む

４６外面：頸部～口縁部横ナデ。
内面：頸部ナデ→口縁部横ナデ。

３㎜以下の石英・チャート
含む

４６外面：体部ナデ。
内面：体部下半ハケ・体部上半ナデ。

０.５㎜以下の石英・長石含
む

３３４７外面：体部下半ヘラミガキ→体部上半ハケ。
内面：体部下半ハケ→体部上半ヘラミガキ。１㎜以下のチャート含む

４７外面：体部ハケ→頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ。口縁部横ナデ。

１㎜以下のチャートやや
多く含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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焼成色　　調残存状況
法量（㎝）

遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

黄橙～橙口縁部１/３弱１１.７５４５.７ＳＤ０３第３次調査壺弥生２９１

浅黄橙口縁部１/４１３.２２６.６ＳＤ０３第３次調査壺弥生２９２

浅黄橙口縁部１/６５.９２０.１ＳＤ０３第３次調査壺弥生２９３

にぶい橙～浅
黄橙

口縁部１/４弱
体部１/４１９１６.８１１.６ＳＤ０３第３次調査壺弥生２９４

浅黄橙～橙口縁部わずか３.７ＳＤ０３第３次調査壺弥生２９５

にぶい橙～に
ぶい黄橙口縁部１/８５.１５１２.３ＳＤ０３第３次調査壺弥生２９６

橙～浅黄橙口縁部１/８４.８５１３.４ＳＤ０３第３次調査壺弥生２９７

にぶい黄褐～
浅黄橙口縁部わずか６.３ＳＤ０３第３次調査壺弥生２９８

浅黄橙～浅黄口縁部１/９７.４５１１.７ＳＤ０３第３次調査壺弥生２９９

にぶい橙口縁部１/４強６.７１０.８ＳＤ０３第３次調査壺弥生３００

橙体部わずか７.２ＳＤ０３第３次調査鉢弥生３０１

にぶい黄橙～
灰体部わずかＳＤ０３第３次調査壺弥生３０２

橙～灰白脚柱部完存７.８５ＳＤ０３第３次調査壺弥生３０３

浅黄橙～にぶ
い黄橙底部１/３弱９.１１１ＳＤ０３第３次調査甕弥生３０５

にぶい黄橙底部２/３弱７.１７.２５ＳＤ０３第３次調査壺弥生３０６

橙～にぶい褐底部完存１０.５８.０５ＳＤ０３第３次調査壺弥生３０７

灰黄褐～にぶ
い黄橙底部ほぼ完存８.３９ＳＤ０３第３次調査壺弥生３０８

橙～にぶい橙口縁部１/６１０.９２４.７５ＳＤ０３第３次調査甕弥生３０９

にぶい黄橙～
灰黄褐口縁部１/６８.２２７.１ＳＤ０３第３次調査甕弥生３１０

にぶい黄橙～
褐灰

口縁部１/４
体部若干６.５５２１.８ＳＤ０３第３次調査甕弥生３１１

浅黄橙～にぶ
い橙

口縁部～体部
１/４２７.２１３.１５２１.４ＳＤ０３第３次調査甕弥生３１２

灰黄褐～にぶ
い橙口縁部１/４弱１３.８５.７１１.８ＳＤ０３第３次調査甕弥生３１３

浅黄橙～にぶ
い黄橙口縁部１/６４.７１３ＳＤ０３第３次調査甕弥生３１４

橙～にぶい橙底部～体部
１/２８.９２１.６５１０.９ＳＤ０３第３次調査甕弥生３１５

にぶい橙～灰
黄褐底部１/３９１４.０５ＳＤ０３第３次調査甕弥生３１６

にぶい橙～に
ぶい黄橙底部１/４８.７６.７ＳＤ０３第３次調査甕弥生３１７

灰黄褐～浅黄
橙底部１/２８３.３ＳＤ０３第３次調査甕弥生３１８

にぶい黄橙底部１/２強５.１３.９ＳＤ０３第３次調査甕弥生３１９

第１２表　南畝町遺跡出土土器観察表（１１）

第３章　調査の成果
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図版挿図備　　考調　　　　　　整胎　　土

３４４７外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：口頸部磨滅。

１㎜以下の石英・チャート
多量に含む

３４４７外面：体部～口縁部磨滅。
内面：体部～口縁部磨滅。

１.５㎜以下の長石・チャー
ト含む

４７外面：頸部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：頸部ハケ→ナデ→口縁部横ナデ。２㎜以下のチャート含む

３４４７外面：体部指オサエ・ナデ→横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部ハケ。

２㎜以下の石英・チャート
多く含む

４７外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。

１㎜大のチャート多く含
む

４７外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部ハケ→ナデ。１㎜大の石英含む

４７外面：口頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の長石・チャート
含む

４７外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部ナデ。

２.５㎜以下のチャート・石
英多く含む

４７外面：頸部～口縁部横ナデ→施文。
内面：口縁部横ナデ。１㎜以下の砂粒含む

４７外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。１㎜以下の石英・長石含む

３４４７外面：体部ナデ。
内面：体部ハケ→ナデ。

１㎜以下のチャート・石英
わずかに含む

４７外面：体部ハケ→ナデ→櫛描文。
内面：体部ハケ→ナデ。１㎜以下の長石含む

４７外面：下部横ナデ→上部ハケ。
内面：指ナデ。

１㎜以下の砂粒多量に含
む

４８外面：体部ヘラミガキ。
内面：体部ナデ。

２㎜以下のチャート・石
英・長石多く含む

４８外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部ナデ→体部ハケ。

５㎜以下の石英・長石・チ
ャート多く含む

４８外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部指オサエ→ナデ→体部ハケ。

０.５～１㎜大のチャート・
石英・長石含む

４８外面：底部ナデ。体部ハケ→ヘラミガキ。
内面：底部指ナデ→体部ハケ→ナデ。

１㎜以下のチャート・石英
多量に含む

４８外面：体部ハケ→ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部指オサエ→ナデ→口縁部横ナデ。０.５㎜石英・チャート含む

４８外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

２㎜以下の石英・長石・チ
ャート多く含む

４８外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部磨滅。口縁部横ナデ。

２㎜以下の石英・チャート
多量に含む

４８頸径１９.４㎝外面：体部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

１.５㎜以下の長石・石英・
チャート多く含む

３４４８外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

４８外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

４８外面：底部ナデ。体部ハケ→ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラ削り。

１㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

４８外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラ削り。

０.５～１㎜大の石英・長石・
チャート含む

４８外面：体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラ削り。

１㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

４８外面：底部～体部指オサエ→ナデ。
内面：底部～体部指オサエ→ナデ。

１㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

４８外面：底部～体部ナデ。
内面：底部～体部指オサエ・ナデ。２㎜以下のチャート含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

橙～浅黄橙底部完存６.２４.１５ＳＤ０３第３次調査甕弥生３２０

にぶい黄橙～
灰底部１/２５.２２.４ＳＤ０３第３次調査甕弥生３２１

橙～にぶい黄
橙底部１/４５.３５.４ＳＤ０３第３次調査甕弥生３２２

にぶい黄橙～
にぶい褐口縁部わずか６.０５４５.２ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３２３

浅黄橙～淡黄口縁部１/１２５.１２２.１ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３２４

にぶい橙～線
黄橙口縁部１/１２４.８５３０.７ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３２５

灰褐～にぶい
橙口縁部１/３２.５５１６.３ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３２６

橙～褐灰口縁部１/９２２８.１ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３２７

橙脚部１/４１６.１９.７ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３２８

にぶい黄橙脚部１/８１６.９７.０５ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３２９

黒褐～にぶい
橙口縁部わずか４.２５ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３３０

橙～黄灰口縁部１/２強３.８５１９.２５ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３３１

橙脚部１/７１６７.８ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３３２

にぶい黄橙底部２/９１４６.９ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３３３

赤橙～黄灰脚部１/４弱１３.９９.５ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３３４

赤橙～浅黄橙脚端部わずか６.１ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３３５

にぶい黄褐～
にぶい黄橙底部１/２６.２５.３ＳＤ０３第３次調査鉢弥生３３６

橙～灰白口縁部１/４６.７５６.９５ＳＤ０３第３次調査鉢弥生３３７

にぶい褐黄～
灰黄褐

体部～底部
１/２４.１５.６５ＳＤ０３第３次調査鉢弥生３３８

浅黄橙脚部１/５１７.５６.９５ＳＤ０３第３次調査高坏弥生３３９

にぶい橙～浅
黄橙脚部ほぼ完存１０.１４.５ＳＤ０３第３次調査脚部弥生３４０

にぶい黄橙脚部完存９.８４.９５ＳＤ０３第３次調査脚部弥生３４１

灰黄～灰白底部１/２１２.２５.１ＳＤ０３第３次調査鉢弥生３４２

にぶい黄橙～
浅黄橙口縁部１/５７.５１６.２ＳＤ０４第３次調査壺弥生３４３

黄橙～明黄褐台部１/２７.５５.６５ＳＤ０４第３次調査鉢弥生３４４

灰白～にぶい
黄橙口縁部１/５５.５１５.８ＳＤ０４第３次調査甕弥生３４５

灰白～灰脚部１/４１２.８４.７５ＳＤ０４第３次調査器台弥生３４６

にぶい黄橙口縁部わずか
体部１/８１９.４１３.５１９.６包含層第３次調査甕弥生３４７

第１３表　南畝町遺跡出土土器観察表（１２）

第３章　調査の成果
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４８底部穿孔
（１.２５㎝）

外面：底部～体部指オサエ・ナデ。
内面：底部ヘラナデ→体部指オサエ→指ナデ。

１㎜以下の石英・チャート
含む

４８穿孔径８～９
㎜

外面：底部指ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部指オサエ。１㎜以下の石英・長石含む

４８底部焼成前
穿孔（１.２㎝）

外面：底部ナデ。体部板ナデ。
内面：底部指オサエ。

１.５㎜以下の石英・長石含
む

４９外面：体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の長石・チャー
ト・石英多く含む

４９外面：体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャート
多く含む

４９外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。

１㎜以下の長石・チャート
多く含む

４９外面：坏部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：坏部～口縁部横ナデ。１㎜以下の砂粒多く含む

４９外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。０.５㎜大の長石・石英含む

３５４９外面：脚部ナデ→脚端部横ナデ。
内面：脚部ナデ→脚端部横ナデ。

２㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

３５４９外面：脚端部横ナデ。脚部ヘラミガキ。
内面：脚部ヘラ削り。２㎜以下の石英・長石含む

４９外面：体部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。１㎜以下の石英含む

４９外面：体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラミガキ→口縁部ヘラミガキ。１㎜以下のチャート含む

４９外面：脚部ヘラ削り→ハケ→脚端部横ナデ。
内面：脚部ヘラ削り→脚端部横ナデ。

２.５㎜以下の石英・チャー
ト・長石多く含む

４９外面：脚部ヘラミガキ→脚端部横ナデ。
内面：脚部ハケ→ナデ。３㎜以下の石英・長石含む

４９外面：脚部ハケ→脚端部横ナデ。
内面：脚部ヘラ削り。

２.５㎜以下の石英・長石・
チャート含む

４９外面：脚端部横ナデ。
内面：脚部ヘラ削り。１㎜大の長石含む

４９外面：底部ナデ。体部指オサエ→ナデ。
内面：底部～体部ナデ。

２㎜以下のチャート・長石・
クサリレキ・石英多く含む

４９外面：口縁部ハケ→ナデ。
内面：口縁部指オサエ→ヘラナデ。

１㎜以下の石英・長石・チ
ャート多く含む

４９外面：体部ハケ。
内面：体部指ナデ。

１.５㎜以下の長石・石英多
く含む

４９外面：脚部磨滅。
内面：脚部ハケ→ナデ。

１㎜以下のチャート・石英
多量に含む

３５４９外面：脚部ハケ→脚端部横ナデ。
内面：脚部磨滅。

２㎜以下のチャート・長
石・石英多く含む

３５４９外面：脚部ハケ→ナデ→脚端部横ナデ。
内面：脚部横ナデ。

１㎜以下の石英・長石・チ
ャート多量に含む

４９外面：体部磨滅。
内面：底部～体部磨滅。

１㎜以下の石英・チャー
ト・長石多く含む

５０外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部～口縁部横ナデ。

１㎜以下のチャート・石英
多く含む

３５５０外面：台部横ナデ。体部磨滅。
内面：台部ナデ。体部ハケ。

４㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

５０外面：体部叩き成形→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラ削り→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・長石・チ
ャート多く含む

５０外面：脚部ハケ→ナデ。
内面：脚部磨滅。

２㎜以下のチャート・長石
含む

３５５０外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

４㎜以下のチャート・石
英・長石多く含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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焼成色　　調残存状況
法量（㎝）

遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

にぶい黄橙～
浅黄橙口縁部１/４６.１１１.７包含層第３次調査甕弥生３４８

にぶい黄橙底部１/２７６包含層第３次調査甕弥生３４９

にぶい橙接合部わずか７.１包含層第３次調査鉢弥生３５０

にぶい褐体部わずか８.１包含層第３次調査壺弥生３５１

にぶい黄橙～
浅黄橙

口縁部１/４
体部１/１０２７.８１０.８５２０.４包含層第３次調査壺弥生３５２

浅黄橙口縁部１/６５.８２６.９包含層第３次調査壺弥生３５３

にぶい黄橙～
灰黄褐口縁部１/６５.３１８.３包含層第３次調査壺弥生３５４

橙口縁部１/６１８７.２１６包含層第３次調査鉢弥生３５５

にぶい橙～橙底部１/４９.５１０包含層第３次調査壺弥生３５６

にぶい橙～に
ぶい黄橙脚端部１/２１４８.１包含層第３次調査高坏弥生３５７

灰白～にぶい
黄橙脚端部１/４１１９.２包含層第３次調査高坏弥生３５８

浅黄橙～にぶ
い橙脚端部１/４１３.２８.３包含層第３次調査高坏弥生３５９

にぶい橙～黒
褐脚端部１/８１４３.７包含層第３次調査高坏弥生３６０

にぶい黄橙口縁部１/８５.８３７.６包含層第３次調査鉢弥生３６１

橙口縁部１/１８３.９３５包含層第３次調査鉢弥生３６２

橙口縁部１/１２８３７.５包含層第３次調査羽釜土師器３６３

黄灰～灰底部１/４５.８２.２包含層第３次調査椀須恵器３６４

良好灰脚部３/４８.９７.８５包含層第３次調査高杯須恵器３６５

不良灰白脚部１/６１２３.７包含層第３次調査高杯須恵器３６６

橙脚部１/５１５.３７.２５包含層確認調査高坏弥生３６８

普通灰体部わずか包含層第３次調査甕須恵器３６９

橙口縁部１/６９１３.４包含層第４次調査壺弥生３７０

橙口縁部１/４４.２１５.２包含層第４次調査壺弥生３７１

橙～にぶい橙口縁部４/５１１.３５１０.３５包含層第４次調査壺弥生３７２

にぶい黄橙～
橙底部１/５９.９６.６５包含層第４次調査壺弥生３７３

橙底部１/３７.７４.４包含層第４次調査壺弥生３７４

橙～浅黄橙体部１/４１０.６包含層第４次調査壺弥生３７５

橙～浅黄橙底部１/３１０３２.２３１.１包含層第４次調査甕弥生３７６

第１４表　南畝町遺跡出土土器観察表（１３）

第３章　調査の成果



 101 

南
畝
町
遺
跡

図版挿図備　　考調　　　　　　整胎　　土

５０外面：体部～口縁部ナデ→口縁端部横ナデ。
内面：体部指オサエ→口縁部横ナデ。

０.５㎜大の雲母・石英・チ
ャートわずかに含む

５０外面：底部ナデ・指オサエ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ナデ。

２㎜以下のチャート・クサ
リレキわずかに含む

３５５０外面：横ナデ。
内面：ナデ。

１㎜以下の石英・長石わず
かに含む

３６５０外面：体部ハケ。
内面：体部ナデ。

４㎜以下の石英・チャー
ト・長石多く含む

３６５０外面：体部ハケ→体部中位ヘラミガキ。口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ→口縁部横ナデ。

２㎜以下のチャート・石英
わずかに含む

５０外面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜大のチャート・石英・ク
サリレキやや多く含む

５０外面：頸部～口縁部ハケ→口縁部指オサエ→横ナデ。
内面：頸部ナデ→口縁部横ナデ。

０.５㎜以下のチャート・長
石わずかに含む

３６５０外面：体部ハケ→中位以下ヘラミガキ・口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜以下のチャート・石英
わずかに含む

５０外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部指オサエ→体部ハケ。

１㎜以下の石英・長石多く
含む

３６５０外面：脚部ハケ→脚端部横ナデ。
内面：脚部ヘラ→脚端部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャー
ト・長石やや多く含む

５０外面：脚部ヘラミガキ→脚端部横ナデ。
内面：脚部ヘラ削り→脚端部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャート
わずかに含む

５０脚部径８.８㎝外面：脚部ヘラミガキ。脚端部横ナデ。
内面：脚部ヘラ削り。

３㎜以下の石英・チャー
ト・長石わずかに含む

３６５０外面：脚部横ナデ。
内面：脚部ヘラ削り→脚端部横ナデ。

１㎜以下の砂粒わずかに
含む

３６５０外面：体部磨滅。口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ・指オサエ→口縁部横ナデ。

１.５㎜以下のチャート・石
英やや多く含む

５１外面：体部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部～口縁部横ナデ。

０.５㎜以下のチャートわ
ずかに含む

５１鍔下面煤付
着

外面：体部叩き整形→鍔～口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜以下のクサリレキ・石
英・長石わずかに含む

５１底部回転糸
切り

外面：体部回転ナデ。
内面：底部～体部回転ナデ。微細な砂粒わずかに含む

５１外面：脚部回転ナデ→カキメ。杯部回転ヘラ削り→受部回転ナデ。
内面：脚部回転ナデ。杯部回転ナデ。

４㎜大の石英・長石・チャ
ート含む

５１外面：脚部回転ナデ。
内面：脚部回転ナデ。１㎜大の長石・石英含む

３６５１外面：脚部ナデ→脚端部横ナデ。
内面：脚部ヘラ削り。

０.５～３㎜大の石英・長石
含む

３７外面：体部叩き成形。
内面：体部同心円文。３㎜以下の長石・石英含む

３９５４外面：体部ハケ→頸部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部～頸部ナデ→口縁部横ナデ。

２㎜以下の石英・長石・チ
ャート含む

５４外面：体部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部ナデ→口縁部横ナデ。

１.５㎜以下の石英・チャー
ト含む

３９５４外面：頸部磨滅。口縁部横ナデ。
内面：体部指オサエ・ナデ。頸部ナデ→口縁部横ナデ。

１㎜以下のチャート・長石
多く含む

５４外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：磨滅。

３㎜以下のチャート・長
石・石英・雲母含む

５４外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ナデ。

２㎜大の石英・長石・チャ
ート含む

５４外面：体部ハケ。
内面：体部磨滅。肩部指オサエ→頸部ナデ。

１.５㎜以下のチャート・石
英含む

５４外面：体部ヘラミガキ。
内面：体部ナデ。

２㎜以下の石英・チャート
多く含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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焼成色　　調残存状況
法量（㎝）

遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

にぶい黄橙～
にぶい橙底部１/２弱７.１８.３包含層第４次調査甕弥生３７７

灰白～にぶい
褐底部１/２弱６.８５.１包含層第４次調査甕弥生３７８

にぶい黄褐～
にぶい褐

口縁部１/８
体部１/１０１７.６１０.８５１４.６包含層第４次調査甕弥生３７９

にぶい黄橙～
にぶい橙脚部１/２弱１１.４７.３包含層第４次調査高坏弥生３８０

にぶい黄橙口縁部１/５４.５２０.４包含層第４次調査高坏弥生３８１

浅黄橙～橙１/４強１５.５２２.１３１.５包含層第４次調査高坏弥生３８２

灰白～にぶい
黄橙脚部１/４８.５４.７包含層第４次調査高坏弥生３８３

浅黄橙～橙口縁部３/４５.３１６.８包含層第４次調査高坏弥生３８４

淡赤橙～にぶ
い橙口縁部１/６２.６１９.５包含層第４次調査鉢弥生３８５

にぶい橙～褐
灰口縁部１/５４.８２３.７包含層第４次調査甕弥生３８６

灰黄褐～黄灰口縁部３/４１７.７１７.３１５.１包含層第４次調査甕弥生３８７

浅黄橙～灰白底部完存３.３５３.６包含層第４次調査甕弥生３８８

第１５表　南畝町遺跡出土土器観察表（１４）

第３章　調査の成果
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図版挿図備　　考調　　　　　　整胎　　土

５４外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラ削り→ナデ。

４㎜以下の石英・長石・チ
ャート多く含む

５４外面：底部ナデ。体部ヘラミガキ。
内面：底部～体部ヘラナデ。

１㎜以下の石英・チャート
含む

５４外面煤付着外面：体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

０.５㎜以下のチャート・雲
母含む

３９５４外面：脚部ヘラミガキ→脚端部横ナデ。
内面：脚部指ナデ。体部ナデ。

３㎜以下の石英・チャー
ト・長石含む

５４外面：体部磨滅。口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

１㎜以下の石英・チャート
多量に含む

３９５４外面：脚部ハケ→ヘラミガキ→体部ヘラミガキ→口縁部ナデ→横ナデ。
内面：脚部横ナデ。体部ナデ→口縁部横ナデ。

１.５㎜以下のチャート・石
英含む

５５外面：脚部ヘラナデ→脚端部横ナデ。
内面：脚部横ナデ。

３㎜以下のチャート・長石
含む

３９５５外面：体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：体部～口縁部ナデ。

２㎜以下のチャート・石英
多く含む

５５外面：体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラナデ→口縁部横ナデ。０.５㎜大の石英・長石含む

５５外面：体部叩き成形→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→口縁部横ナデ。

１.５㎜以下のチャート・長
石含む

３９５５外面：体部叩き成形→ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部ハケ→体部上半ヘラナデ→口縁部横ナデ。

１㎜以下のチャート・石英
含む

５５外面：体部叩き成形→ナデ。
内面：底部～体部ヘラミガキ。

１㎜以下のチャート・長石
含む

第１節　南畝町遺跡の調査　出土土器観察表
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第３章　調査の成果

第２節　西延末遺跡の調査

１．調査の概要

はじめに　　　　調査は、先述したとおり（第２章第３節）、工事工程に合わせて実施した。この結果、３次

（第１次調査～第３次調査）にわたって行われている（第５６図）。ただし、これらの調査地は

互いに隣接するものであり、検出した遺構の多くは隣接する調査地にまたがって検出され

ている。以上から、本遺跡の報告に関しては、調査次ごとではなく一括して報告していく

ことにする。このため、出土遺物に関しても、調査次に関係なく、遺構単位で報告してい

く。

調査位置　　　　調査地は、手柄山の北側に位置する。第５図で復元した微地形図によると、北東－南西方

向にのびる微高地の南東側縁辺部にあたる。

第５６図　西延末遺跡調査位置図

第１次調査�
（Ⅰ区）�

第１次調査�
（Ⅱ区）　　�

第３次調査�

第２次調査�
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第２節　西延末遺跡の調査　１．調査の概要
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 ５．黄灰色極細砂混じりシルト質極細砂�
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12．にぶい黄色粗砂混じりシルト質極細砂�

13．粗砂混じりシルト質極細砂�

14．黄褐色粗砂混じりシルト質極細砂�

15．黄褐色シルト混じり細砂～極細砂�
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17．暗灰黄色粗砂混じりシルト質極細砂�

18．黒褐色細砂混じりシルト質極細砂（土壌層）�
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22．灰黄色粗砂混じりシルト質極細砂�

23．暗灰黄色細砂～粗砂混じりシルト質極細砂�

24．黒褐色中砂～細砂間混じりシルト（土壌層）�

25．黄褐色極細砂質シルト�

26．黄褐色極細砂�

27．黄褐色極細砂質シルト�

28．ＳＤ01埋土�

29．ＳＤ02埋土�

30．ＳＤ03埋土�

31．黒色シルト（土壌層）�

32．ＳＤ05埋土�

33．ＳＤ05埋土� 第５７図　西延末遺跡基本土層図
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２．調査の成果

（１）基本層序と遺構の検出

基本層序　　　　調査が３次に及ぶため、調査範囲が最も広い第１次調査南側断面をもとに報告する。３次

の調査区ともたがいに隣接するため、基本土層に大きな違いは認められない。基本層序と

しては、上から、盛土層・耕作土層・床土層・土壌層・基盤層の層序が認められた（第５７

図）。

　盛土層は、ＪＲ山陽本線下にあたる第１次調査区で顕著である。平均して６０㎝から８０㎝

の厚さが認められた。耕作土層は、一部で認められるものの、多くは山陽本線建設により

削平されていた。ただし、第２次・第３次調査では、全域で耕作土層が残存していた。

　床土層は、堆積→耕作土→床土層が数次にわたって繰り返された層である。一部の層で

は、整地により形成されたものも認められた。シルト質極細砂を基本とする層で、顕著で

はないが、土壌化が認められる。

　土壌層は、いわゆる遺物包含層と称される層に相当するもので、ほぼ全域で認められた。

基本的には、基盤層が土壌化した層である。１０㎝から２０㎝の厚みが認められた。

　基盤層は、黄褐色極細砂を基本とするが、部分的に礫層が基盤となっている箇所も認め

られる。特に西端部で顕著である。

遺構の検出　　　遺構は、土壌層下面の１面で検出している。遺構面は平坦ではなく、東から西方向に低く

なっている。その標高は、東端部で７.４２ｍ、西端部で７.２０ｍである。

第５８図　調査風景

第３章　調査の成果
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（２）調査の成果

　竪穴住居跡・柱穴・墓・土坑・溝を検出してい

る（第５９図）。

Ⅰ：竪穴住居跡

ＳＨ０１

検出状況　　　　第１次調査Ⅱ区東端部で検出した（第５９図）。検

出できたのは全体の約１/４に限られ、第３次調査で

も検出できなかった。また、他の遺構との切り合

い関係は認められない。

　なお、当住居跡は確認調査で明らかとなったも

のである。ところで、第１次調査区と第３次調査区

は近接するものの、結果として面的に連続して調

査することが出来なかった。そして、この調査で

きなかった区域の一部に確認調査のトレンチが及

んでいる。そこで、確認調査の結果を第６０図の南

隅に実線と点線で復元している。

形状・規模　　　平面形は隅丸方形をなすものと考えられる（第

６０図）。ほぼ南北方向に主軸をとり、主軸方向で

３.５５ｍ、その直交方向で５.２５ｍと復元される。床

面はほぼ平坦で、検出面からの深さは２０㎝を測り、

その標高は７.２５ｍを測る。

付属施設　　　　主柱穴・周壁溝・土坑を検出している。

　主柱穴　　　　１穴検出している。平面形は３６㎝×４３㎝の楕円

形を呈し、床面からの深さは２６㎝を測る。当柱穴

の位置から判断して、本住居跡の主柱穴は、２本柱

であった可能性が高い。

　周壁溝　　　　住居跡を検出した範囲では全周する。横断面は

Ｖ字形からＵ字形をなし、床面における幅は５㎝

～２６㎝、床面からの深さ６㎝を測る。

　土　坑　　　　住居跡南辺中央付近で検出した。平面形は隅丸

長方形を呈し、その主軸方向は住居址の主軸とほ

ぼ一致する。床面における規模は、主軸方向で７８

㎝、その直交方向で５７㎝を測る。また、横断面は

逆台形をなし、最深部における検出面からの深さ

は２３㎝である。なお、土坑内からは土器等は出土

していない。

出土遺物　　　　土坑東側床面上で、高坏（２）など数個体分の土

器が出土している（第７４図）。この他、埋土中から

第２節　西延末遺跡の調査　２．調査の成果
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数点出土している。器種としては、壺と高坏が出土している。なお、土坑東側床面上から

出土した土器のなかで図化できたのは、２の１点に限られる。

　壺　　　　　　１の直口壺１点が出土している。球形の体部に口縁部が斜方向に短く直線的にのびている。

体部外面はヘラミガキ、口縁部外面は縦方向のハケ調整後ヨコナデ調整により仕上げられ

ている。体部内面は、上半がナデ調整、口縁部がヨコナデ調整により仕上げられているが、

体部中位は磨滅のため観察できない。

　高坏　　　　　２と３の２個体を図化することができた。

　２は、坏部を中心に残存する。脚部は上部のみ残存し、外面は縦方向のヘラ削りにより

仕上げられている。また、円形の透かし穴の一部が残存し、その位置関係から４箇所にあ

ったものと復元できる。坏部は、体部と口縁部の境外面が突帯状をなし、口縁部の器壁が

より厚くなっている。体部・口縁部ともに外面は横方向のヘラミガキにより仕上げられて

いる。内面の調整は磨滅のため観察できない。

　３も坏部を中心に残存する小型の高坏である。坏部は、体部に対して口縁部がヨコナデ

調整によりつくり出されている。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代後期初頭と考えられる。

 

第３章　調査の成果
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ＳＨ０２

検出状況　　　　第１次調査と第３調査で検出した（第５９図）。第１次調査では、土坑として調査を進めて行

った。これに対して、第３次調査では住居址として調査を進めていった。その後、両調査の

成果を図上で合成した結果、一つの遺構であると判断したものである。そして、第３次調査

での認識に基づき、住居跡として報告する。

　当住居跡は、図上ではほぼ全体の規模・形状を復元することができた。しかし、第１次調

査と第３次調査の境界部については、結果として調査はできなかった。

形状・規模　　　平面形は隅丸方形をなす（第６１図）。ほぼ南北方向に主軸をとり、主軸方向で２.６２ｍ、そ

の直交方向で３.４３ｍと復元され、両者を基準とした面積は８.９８㎡である。床面はほぼ平坦

で、検出面からの深さは２３㎝を測り、その標高は７.２６ｍを測る。

付属施設　　　　主柱穴と周壁溝を検出している。

　主柱穴　　　　南隅で１穴検出している。平面形は径２５㎝の円形をなし、床面からの深さは６㎝を測る。

当柱穴の位置から判断して、本住居跡の主柱穴は、４本柱であった可能性が高い。

　周壁溝　　　　第３次調査で検出した範囲では全周する。第１次調査では検出できなかった。横断面はＵ

字形をなし、床面における幅は５～１０㎝、床面からの深さ３㎝を測る。

出土遺物　　　　甕（４）・小型丸底壺（５）・椀（６・７）が出土している（第７４図）。

　甕　　　　　　庄内式に分類されるもので、口縁端部はわずかに上方につまみあげられている。体部外

面はハケ調整、内面はヘラ削りにより仕上げられ、口縁部内外面は横ナデ調整により仕上

げられている。胎土の特徴は、在地産の製品である。

　この他、布留式甕の口縁部片が主柱穴内から出土している。

第２節　西延末遺跡の調査　２．調査の成果
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　小型丸底壺　　５の１個体が出土している。完形に近いものであるが、内外面とも磨滅が著しく、調整の

観察は不可能である。この中で、底部外面はヘラナデ調整により仕上げられている。

　椀　　　　　　６と７の２個体が出土している。比較的小型の製品で、底部は丸底に近い形態をなす。体

部内外面はナデ調整、口縁部内外面は横ナデ調整により、仕上げられている。

時期　　　　　　出土土器から判断して、布留式初頭と考えられる。

Ⅱ：柱穴

　約２０穴検出したが、建物を復元することはできなかった。また、埋土中から時期の特定

できる遺物が出土した柱穴も認められなかった。このため、上記の柱穴の時期を特定する

ことは困難である。

Ⅲ：墓

ＳＸ０１

検出状況　　　　第３次調査で検出した（第５９図）。直線的にのびる溝の南端部が直角気味に屈曲している

（第６３図）。この形状、および溝内からの土器の出土状況から、方形周溝墓の可能性が高い

ものと判断し、ここに墓として報告する。このため、検出できたのは西辺の一部とコーナ

ー部分に限られる。東辺については、削平を受けたものと考えている。他の遺構との切り

合い関係は認められない。

形状・規模　　　全体の形状を復元することはできないが、ほぼ南北

方向に主軸をとる。検出した西辺の長さは３.３０ｍを測

り、検出面における幅は４３㎝～５７㎝である（第６３図）。

南西隅の幅が狭くなる傾向が認められる。また、西辺

東側のラインが西側に比べて直線的である。

　横断面は逆台形をなし、最深部における検出面から

の深さは１３㎝である。また、西側ほど溝底部からのた

第６３図　ＳＸ０１

第６２図　ＳＸ０１周溝断面

第３章　調査の成果
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ち上がりが急な傾向が認められる。

埋没状況　　　　黒灰色シルト混じり極細砂１層からなる（第６２図）。礫を含む層で、人為的に埋められて

いる。

出土遺物　　　　弥生時代後期の壺と高坏が出土している。いずれも小片のため図化できなかった。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代後期前半と考えられる。

Ⅳ：土坑

ＳＫ０１

検出状況　　　　第３次調査南部で検出

した（第５９図）。ＳＨ０２の

東側、ＳＤ０９の西側に位

置する。他の遺構との切

り合い関係は認められず、

完存する。

形状・規模　　　平面形は円形に近い楕

円形を呈する。主軸方向

で１.７０ｍ、その直交方向

で１.５３ｍを測る。２段に

わたり掘り込まれ、横断

面は２段とも逆台形をな

す。最深部における検出

面からの深さは３４㎝であ

る。

埋没状況　　　　暗灰色細砂混じりシル

ト１層からなる（第６４図）。

その層相から判断して、

人為的に埋められたもの

と考えられる。

出土遺物　　　　土坑底部北隅に土器片

が集中して出土している。

大型の壺と考えられるが、

体部片のみで、１個体分

としては不足するものである。

時期　　　　　　出土土器から、弥生時代後期に位置付けられる。

 

第２節　西延末遺跡の調査　２．調査の成果
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Ⅴ：溝

ＳＤ０１

検出状況　　　　第１次調査東部で検出した（第５９図）。ＳＤ０２の東側に位置する。わずかに南北方向に弧

状をなす溝で、両端とも調査区外にのびている。他の遺構との切り合い関係は認められな

い。

形状・規模　　　検出した長さは７.７０ｍである。検出

面における幅は、９０～９８㎝を測る。横

断面は緩やかな逆台形をなし、最深部

における検出面からの深さは２５㎝であ

る。

埋没状況　　　　２層からなる（第６５図）。両層に、炭

片が含まれていた。自然堆積により埋

没している。

出土遺物　　　　弥生土器の細片が出土している。

時期　　　　　　弥生時代に位置付けられる。

ＳＤ０２

検出状況　　　　第１次調査東部で検出した（第５９図）。ＳＤ０１の西側に位置し、ＳＤ０１とほぼ平行してい

る。わずかに南北方向に弧状をなす溝で、北端は調査区内で収束し、南端は調査区外にの

びている。他の遺構との切り合い関係は認められない。

形状・規模　　　検出した長さは５.００ｍである。検出面における幅は、８０㎝を測る。横断面は緩やかなⅤ

字形をなし、最深部における検出面からの深さは１４㎝である。

埋没状況　　　　暗灰黄色細砂混じりシルト１層からなる。

出土遺物　　　　弥生土器の甕底部１点（１２）が出土している（第７４図）。形態から中期の甕と考えられる

が、内外面の調整は磨滅のため観察できない。

時期　　　　　　出土土器から、弥生時代中期と考えられる。

ＳＤ０３

検出状況　　　　第１次調査北部と第３次調査北部で検出し

た（第５９図）。ＳＤ０１・ＳＤ０２の西側に位置

する。わずかに南北方向に弧状をなす溝で、

両端とも調査区外にのびている。他の遺構

との切り合い関係は認められない。

形状・規模　　　検出した長さは５.５０ｍである。検出面に

おける幅は、９３㎝を測る。横断面は逆台形

をなし、最深部における検出面からの深さ

は３１㎝である。

埋没状況　　　　３層からなる（第６６図）。３層とも人為的に 第６６図　ＳＤ０３断面

第３章　調査の成果
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第６７図　ＳＤ０４断面

埋められ、その後第１層が土壌化している。

出土遺物　　　　時期を特定できる遺物は出土していない。

時期　　　　　　上記の理由から、時期の特定は困難である。

ＳＤ０４

検出状況　　　　第１次～第３次調査の東部で検出した（第５９図）。ＳＤ０５・ＳＤ０６の東側に位置し、ＳＤ０６

とはほぼ平行している。また、ＳＤ０５とは切り合い関係にあり、ＳＤ０５を切っている。ほ

ぼ直線的な溝で、両端とも調査区外にのびている。

形状・規模　　　検出した長さは、第２次と第３次の未調査部分を含めて、２０ｍである。検出面における幅

は、３.１０ｍ～５.７０ｍを測る。横断面は緩やかな逆台形をなし、最深部における検出面からの

深さは４５㎝～９０㎝である。底部の標高は、南端部で６.９０ｍ、北端部で６.８０ｍを測り、北側へ

傾斜している。

埋没状況　　　　調査区により、その埋没状況が異なる。ここでは、最も良好に観察できた第３次調査の成

果を報告する（第６７図）。

　当溝は、当初大規模な溝であったが、洪水堆積（第７層）による埋没後、３回の再掘削→

埋没が認められる。一つは、第３層下面のラインまで掘削され、その後第１層～第３層が自然

堆積により埋没し土壌化している。もう一つは、第６層下面のラインまで掘削され、第６層

と第５層が埋没している。第６層は洪水に起因する埋没であるが、第５層については人為的

に埋められたものである。第５層中には２０～３０㎝大の円礫が埋められていた。三つ目は、

第４層下面のラインで、第４層が埋没している。この層も人為的に埋められた層で、当層の

埋没をもって、当溝が完全に埋没している。

　なお、前２者の前後関係については、調査では明らかにできなかった。

出土遺物　　　　弥生土器と須恵器が出土している（第７４図）。

　弥生土器　　　鉢と甕が出土している。鉢は８の１個体が出土している。把手付きの鉢で、体部に半環状

第２節　西延末遺跡の調査　２．調査の成果
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の把手が縦方向に貼り付けられている。断面は扁平気味である。体部内外面は縦方向のヘ

ラミガキにより仕上げられ、口縁部外面には６条の凹線文が施されている。

　甕は９と１１の２個体が出土している。９は、体部内面がヘラ削り後ナデ調整により、外面が

ハケ調整により仕上げられている。１１はⅤ様式系の甕で、底部外面も叩き成形後ハケ調整

により仕上げられている。体部外面についても、叩き成形後、部分的にハケ調整が加えら

れている。

　須恵器　　　　１０の壺１個体が出土している。端部を大きく巻き込み、玉縁状を呈する。

時期　　　　　　出土土器から、弥生時代中期と考えられる。

ＳＤ０５

検出状況　　　　第２次調査の東部で検出した（第５９

図）。ＳＤ０４の南西側に位置する。Ｓ

Ｄ０４と切り合い関係にあり、ＳＤ０４に

切られている。弧状をなす溝で、東側

はＳＤ０４と切り合い、西端部は２条に

分岐し、一方は調査区外へ延び、他方

は調査区内で収束している。ただし、

第３次調査ではこの延長を検出するこ

とはできなかった。

形状・規模　　　検出した長さは２１ｍである。検出面における幅は、一定せず、９５㎝～３.８０ｍを測る。横

断面は皿形をなし、最深部における検出面からの深さは１７㎝である。底部の標高は、東端

部で７.００ｍ、西端部で７.５０ｍを測り、西側へ傾斜している。

埋没状況　　　　２層からなる（第６８図）。両層とも堆積後、顕著に土壌化している。

出土遺物　　　　１３の水差形土器が出土している（第７４図）。脚部から肩部にかけて残存する。体部上半に

は把手が貼り付けられていた可能性が考えられる。脚部はナデ調整と指オサエにより仕上

げられている。体部は、内面が指ナデ調整により、外面が縦方向のハケ調整により仕上げ

られている。その後、外面下半はヘラミガキにより仕上げられ、上半には頸部付近から櫛

描直線文・櫛描波状文・櫛描直線文・櫛描波状文・櫛描直線文・列点文が施されている。

櫛描文は９本～１１本を単位とし、波状文の後直線文が施されている。

時期　　　　　　出土土器から、弥生時代中期と考えられる。

ＳＤ０６

検出状況　　　　第１次調査と第３次調査で検出した。ＳＤ０４の西側にあたり、ＳＤ０４とほぼ平行する（第

５９図）。他の遺構との切り合い関係は認められない。弧状をなす溝で、北西側は調査区外

へ延び、第３次調査区外へのびている。ただし、第２次調査ではこの延長を検出することは

できなかった。

形状・規模　　　検出した長さは１１.５ｍである。検出面における幅は、１.７３ｍを測る。当溝は二段に掘り

込まれ、その横断面は、上段が皿形、下段が逆台形をなす。最深部における検出面からの

第６８図　ＳＤ０５断面

第３章　調査の成果
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深さは５６㎝である。底部の標高は、西端部で７.０２ｍ、南端部で６.７１ｍを測り、南側へ傾斜し

ている。

埋没状況　　　　４層からなるが（第６９図）、埋立て→再掘削が行われている。まず、全体を掘削後第４層を

もって埋められている。その後第３層下端のラインまで再掘削が行われている。その後、

再び第３層をもって埋められている。最後に、第１層と第２層が自然に堆積している。その

後顕著に土壌化したのが第１層である。

出土遺物　　　　甕が１個体（１４）出土している（第７４図）。弥生中期の特徴を示す甕で、体部外面に縦方

向のヘラミガキがわずかに観察することができる。

時期　　　　　　出土土器から、弥生時代中期と考えられる。

ＳＤ０７

検出状況　　　　第１次調査東区の西端部で検出した（第５９図）。東西方向にほぼ直線的にのびる溝で、東

側は調査区内で収束し、西側は調査区外へのびている。他の遺構との切り合い関係は認め

られない。

形状・規模　　　検出した長さは、６.５０ｍである。検出面における幅は８０㎝を測る。横断面は浅い逆台形

をなし、最深部における検出面からの深さは８㎝である。底部の標高は７.５７ｍとほぼ一定し

ている。

埋没状況　　　　黄灰色極細砂１層からなる（第７０図）。層相

から判断して、自然に埋没したものと考えら

れる。

出土遺物　　　　全く出土していない。

時期　　　　　　上記の理由から、時期の特定は困難である。

                                                           

ＳＤ０８

検出状況　　　　第３次調査で検出した（第５９図）。調査区のほぼ中央部に位置し、北西－南東方向にほぼ

直線的にのびる溝である。両端とも調査区外へのびているが、第２次調査では検出されな

かった。また、他の遺構との切り合い関係は認められない。

形状・規模　　　検出長は、５.５０ｍを測る。横断面は逆台形をなし、検出面における幅は１.２０ｍ～１.５０ｍを

第２節　西延末遺跡の調査　２．調査の成果
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測る。また、最深部における検出面からの深さは５～２２㎝である。底部の標高は、北西端で

７.３２ｍ、南東端で７.４８ｍと南東側に傾斜している。

埋没状況　　　　灰色シルト混じり細砂１層が堆積していた。層相から判断して、人為的に埋められたも

のと考えられる。

出土遺物　　　　近世の陶磁器が出土している（第７４図）。このなかで図化できたのは１５の備前焼の擂鉢１

個体に限られる。内面の使用痕が顕著で、１７世紀～１８世紀に位置付けられるものである。

時期　　　　　　出土土器から判断して、江戸時代と考えられる。

ＳＤ０９

検出状況　　　　第１次調査と第３次調査で検出した（第５９図）。南北方向

にほぼ直線的にのびる溝で、両端とも調査区外へのびて

いる。ただし、第２次調査ではこの延長部分は検出され

ていない。また、他の遺構との切り合い関係は認められ

ない。

形状・規模　　　検出長は、１０.００ｍを測る。横断面はⅤ字形に近く、検

出面における幅は５２㎝を測る。最深部における検出面か

らの深さは１８㎝である。底部の標高は、両端で７.２３ｍと

一定している。

埋没状況　　　　黒褐色シルト混じり極細砂１層が堆積していた（第７１図）。層相から判断して、人為的に

埋められたものと考えられる。

出土遺物　　　　須恵器片が出土している。

時期　　　　　　出土土器から判断して、６世紀初頭と考えられる。

ＳＤ１０

検出状況　　　　第１次調査で検出した（第５９図）。調査区南西部に位置する。南西－北東方向に蛇行気味

にのびる溝で、両端とも調査区外へのびている。ただし、第３次調査ではこの延長部分は検

出されていない。また、他の遺構との切り合い関係は認められない。

形状・規模　　　検出長は、１６.００ｍを測る。横断面は緩やかな逆台形をなし、検出面における幅は１.００ｍ

を測る。最深部における検出面からの深さは２０㎝である。底部の標高は、７.２４ｍである。

埋没状況　　　　暗灰色中礫混じりシルト～極細砂１

層からなる（第７２図）。層相から、人為

的に埋められたものと考えられる。

出土遺物　　　　須恵器の杯身１個体（１６）が出土して

いる（第７４図）。底部の２/３にヘラ削り

が施されている。口縁端部の特徴から、

ＴＫ２３型式に位置付けられる。

時期　　　　　　古墳時代中期に位置付けられる。

第７１図　ＳＤ０９断面

第３章　調査の成果

第７２図　ＳＤ１０断面
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ＳＤ１１

検出状況　　　　第２次調査で検出した（第５９図）。調査区西半部に位置する。弧状をなす溝で、両端とも

調査区外へのびている。他の遺構との切り合い関係は認められない。

形状・規模　　　検出長は、７０.００ｍを測る。横断面は緩やかな逆台形をなし、検出面における幅は５.３５ｍ

を測る。最深部における検出面からの深さは２１～３０㎝である。底部の標高は、東端部で

６.７６ｍ、西端部で６.３８ｍと西側へ傾斜している。

埋没状況　　　　３層からなる（第７３図）。３層とも湿地性の堆積層で、顕著に土壌化している。第２層を中

心に中礫が少なからず含まれているが、流れ込みによるものと考えられる。

出土遺物　　　　弥生土器と須恵器が出土している。層位的に、弥生土器は下層から、須恵器は上層から

出土している。

　弥生土器　　　壺・甕・鉢・高坏・器台の各器種が出土している（第７５図・第７６図）。

　　壺　　　　　広口太頸壺・広口壺・長頸壺・他が出土している。

　広口太頸壺は１７の１個体である。口縁部はく字形に屈曲し、端部を拡張し、明確な端面を

有する。端面には２条の擬凹線が施されている。技法的特徴から、甕の可能性も考えられ

る。

　広口壺は、直立する頸部から口縁部が短く外反するタイプで、１８～２０の３個体出土してい

る。２０は、内外面ともナデ調整により仕上げられ、口縁端部には３条の擬凹線が施されてい

る。１９は、口縁端部が口縁部に対して直交するナデ調整により、断面はコの字形をなす。

さらに内端部を上方にわずかにつまみあげる横ナデ調整が施されている。１８も、口縁端部

は直交方向のナデ調整により断面コの字形をなすが、最後のわずかに上下方向にわずかに

つまむような横ナデ調整が施されている。

　長頸壺は２１の１個体である。口縁部を中心に残存し、口縁部はわずかに外反し、端面を有

する。端面は上下方向にわずかにつまみ出されている。頸部外面は、縦方向のハケ調整後

同方向のヘラミガキが施されている。また内面は、横方向のハケ調整後、部分的にナデ調

整が施されている。

　直口壺は、３１の１個体でほぼ完存する。底部は完全な丸底をなし、体部全体が球形をなす。

口縁部は斜方向に直線的に伸び、端部はまるく収められている。体部内面は、下半を縦方

向の、上半は横方向のヘラ削りが施されている。外面は全体的にハケ調整により仕上げら

れているが、頸部のみ横方向のナデが施されている。他より新しい傾向の土器である。

第２節　西延末遺跡の調査　２．調査の成果

第７３図　ＳＤ１１断面
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　他に、体部下半のみ残存する２２が出土している。底部は退化傾向にあるが、平底をなす。

内面の仕上げは粗く、粘土紐の継目が顕著に観察される。

　　甕　　　　　３個体（２３～２５）図化することができた。いずれもⅤ様式系甕に分類されるもので、外面

は叩き成形により仕上げられている。２５の底部は、ほぼ尖り底傾向にあるが、わずかに平

底形態をなしている。２４は、体部内外面とも最終的に縦方向の板ナデ調整が加えられてい

る。また、底部は２５同様、わずかに平底形態を留めている。なお、２３と２５については、胎

土・色調等の特徴から、同一個体の可能性が高いものと考えている。

　　鉢　　　　　２７の１個体を図化することができた。最大径２７.７㎝におよぶ大型の鉢で、完形に復元する

ことができた。底部は突出した平底をなすが、わずかに尖り底化の傾向が認められる。口

縁部はく字形に屈曲し、端部はわずかに拡張され、２条の擬凹線が施されている。体部内外

面にヘラミガキの痕跡をわずかに観察することができる。

　　高坏　　　　４個体（２６・２８・２９・３３）図化することができた。２６は、坏が皿形を呈するタイプである。

口縁部を中心に残存し、内面はヘラ削り、外面はヘラミガキにより仕上げられている。端

面は、外端部をつまむようなナデにより、凹線状をなす。

　２８は坏部が有稜形をなすタイプである。坏部下半の一部を除いてほぼ完形に復元できる

個体である。脚部内面は、端部付近を中心にヘラ削り後ハケ調整により仕上げられている。

外面はヘラミガキにより仕上げられている。また、脚部には円形の透かしが焼成前に３箇

所穿たれている。坏部は、磨滅のため良好に観察できないが、内外面ともヘラミガキによ

り仕上げられている。また、坏部と脚部の接合は接合法によっている。

　２９は有稜高坏に分類されるもので、口縁部を中心に残存する。口縁部外面には暗文状の

ヘラミガキが放射状に施されている。また、体部外面には横方向のヘラ削りが施されてい

る。体部～口縁部にかけての内面についても、良好には観察できないが、ヘラミガキが施

されたようである。

　３３は、坏部が直線的であるが、椀形に近いタイプで、坏部を中心に残存する。脚部は、

いずれも縦方向の内面がヘラ削り、外面がヘラミガキにより仕上げられている。

　　器台　　　　３０の１個体を図化することができた。脚部・口縁部ともに大きく開くタイプで、完形に復

元することができた。内面は横方向のヘラ削りにより仕上げられているが、その方向は、

上半が右方向、下半が左方向である。外面は、磨滅のため調整を観察することはできない。

また、筒部に円形の透かしが２段にわたり、それぞれ３箇所に施されている。口縁部は、端

部を上下方向に拡張し、明確な端面を有する。

　須恵器　　　　杯蓋・把手・椀の各器種が出土している。

　杯蓋は３５と３６の２個体である。３６は天井部がヘラ切り後未調整で、口径が１０.７㎝であるこ

とから、ＴＫ２１７型式に位置付けられる。３５は天井部の２/３強にヘラ削りが施されており、

ＴＫ１０～ＴＫ４３型式に位置付けられる。

　把手は３４の１点である。把手のみの残存である。把手断面は方形傾向にある。

　椀は３８の１個体で、底部を中心に残存している。底部は平底をなし、回転糸切りにより切

り離されている。１１世紀後半に位置付けられるものと考えられる。

時期　　　　　　出土土器から判断して、弥生時代後期には掘削され、古墳時代以降に徐々に埋没したも

のと考えられる。

第３章　調査の成果
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第２節　西延末遺跡の調査　２．調査の成果

２０㎝�０�

８～11：ＳＤ04出土土器�

12：ＳＤ02出土土器�

13：ＳＤ05出土土器�

14：ＳＤ06出土土器�

15：ＳＤ08出土土器�

16：ＳＤ10出土土器�

１～３：ＳＨ01出土土器�

４～７：ＳＨ02出土土器�

１６�

１５�

１２�１１�

１０�

９�

８�

１４�

１３�

７�

６�

３�

２�

４�

５�
１�

第７４図　西延末遺跡出土土器（１）
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第３章　調査の成果

２０㎝�０�

17～30：ＳＤ11出土土器（１）�

３０�

２９�

２８�

２５�

２４�

２６�

２３�

２２�

１７�

１８�

１９�

２１�

２０�

２７�

第７５図　西延末遺跡出土土器（２）
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第２節　西延末遺跡の調査　２．調査の成果

Ⅵ：包含層

出土遺物　　　　形象埴輪（３７）と中世土器が出土している。

　須恵器　　　　形象埴輪は、３７の１点が出土している（第７６図）。家形埴輪の一部で、外面にヘラ描が認

められる。

中世土器　　　須恵器・土師器・白磁が出土している（第７６図）。

　須恵器　　　　椀と捏鉢が出土している。椀は３８～４０の３点が出土している。いずれも底部を中心に残

存する個体で、３８と３９は１１世紀代の、４０は１２世紀代の特徴を示している。

　土師器　　　　４１の皿が出土している。手づくねにより成形されている。口縁部は横ナデ調整により仕

上げられている。

　白　磁　　　　３点（４２～４４）出土している。４２と４４はⅣ類に分類されるものである。

２０㎝�０�

31・33～36・38：ＳＤ11出土土器（２）　32・37・39～44：包含層出土土器�

４３�

４１�

４０�
４２�

４４�

３９�

３７�

３６�３５�

３４�
３３�

３８�

３１�

３２�

第７６図　西延末遺跡出土土器（３）
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第１６表　西延末遺跡出土土器観察表（１）

第３章　調査の成果

焼成色　　調残存状況
法量（㎝）

遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

灰白～浅黄橙口縁部２/３
体部１/３１７.４１６.４ＳＨ０１第１次壺弥生土器１

暗灰黄～にぶ
い黄橙口縁部２/３１３.１２２.８ＳＨ０１第１次高坏弥生土器２

灰白～浅黄橙口縁部１/３６.６１１.２ＳＨ０１第１次高坏弥生土器３

赤橙～黒褐口縁部１/９７.４５１３.１ＳＨ０２第３次甕弥生土器４

灰白３/４７.０５１０.５５ＳＨ０２第３次小型
丸底壺土師器５

にぶい黄橙～
灰黄１/８３１１.４ＳＨ０２第３次椀土師器６

にぶい黄橙～
灰白１/４２.６９.５ＳＨ０２第３次椀土師器７

浅黄橙口縁部１/２２５.５１８.７２４.５ＳＤ０４第２次鉢弥生土器８

灰白口縁部１/９２.６１４.９ＳＤ０４第３次甕弥生土器９

良好灰～青灰口縁部１/６弱３.５２１.８ＳＤ０４第２次壺須恵器１０

灰白底部１/５５.０２.７ＳＤ０４第３次甕弥生土器１１

褐灰～灰白底部１/３弱７.９３.５ＳＤ０２第１次甕弥生土器１２

にぶい黄褐～
黄灰

底部１/４・体部
１/２７１４.５１６.５ＳＤ０５第２次壺弥生土器１３

灰黄褐～にぶ
い黄橙

口縁部１/７
体部１/５１７.７１７.７１４.９ＳＤ０６第１次甕弥生土器１４

赤褐～にぶい
赤褐１/５弱９.４７.５２１.６５ＳＤ０８第３次擂鉢備前焼１５

普通灰白～灰口縁部若干
底部１/２４.９１０.４ＳＤ１０第１次杯身須恵器１６

浅黄橙～にぶ
い橙口頸部１/３５.４１６.８ＳＤ１１第２次壺弥生土器１７

にぶい黄橙～
灰黄褐

口縁部１/４
頸部１/４弱５.１１１.４ＳＤ１１第２次壺弥生土器１８

灰黄口縁部１/４５.３１０.２ＳＤ１１第２次壺弥生土器１９

にぶい黄橙口縁部１/５５.３１４.７ＳＤ１１第２次壺弥生土器２０

暗褐～灰黄口縁部１/２
頸部ほぼ完存１１.８１１ＳＤ１１第２次壺弥生土器２１

にぶい黄橙～
黒褐底部完存４.４１９.９１１.２ＳＤ１１第２次壺弥生土器２２

にぶい黄橙口縁部～体部
１/３１０.８１５ＳＤ１１第２次甕弥生土器２３

灰黄～灰白体部２/３・底部
完存２.５１３.９１１.９ＳＤ１１第２次甕弥生土器２４

にぶい黄橙～
灰黄褐

底部完存・体
部１/５強１.６１０.１ＳＤ１１第２次甕弥生土器２５

にぶい黄橙～
灰黄口縁部１/９３.７２２.９ＳＤ１１第２次高坏弥生土器２６

にぶい黄橙～
浅黄橙

口縁部～体部
１/９・底部２/３４２７.７２０２８.２ＳＤ１１第２次鉢弥生土器２７

灰黄口縁部１/８
脚底部１/４２１.４１８.９２８.６ＳＤ１１第２次高坏弥生土器２８
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第２節　西延末遺跡の調査　出土土器観察表

図版挿図備　　考調　　　　　　整胎　　土

5174外面：体部ヘラミガキ→口頸部ハケ→横ナデ。１～３㎜大の砂粒多量に含
む

5174外面：脚部ヘラ削り→ナデ・坏部ヘラミガキ。
内面：坏部不明。

３㎜以下の砂粒多量に含
む

5174外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。６㎜以下の砂粒含む

74外面：体部ハケ→ナデ→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラ削り→口縁部横ナデ。

1.5㎜以下の石英・長石含
む

5174外面：底部ヘラナデ。体部上半～口縁部磨滅。
内面：底部～口縁部磨滅。１㎜以下の石英・長石含む

74外面：底部～体部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：底部～口縁部ナデ→口縁部横ナデ。0.5㎜大のチャート含む

74外面：底部～体部ナデ→口縁部横ナデ。
内面：底部～体部ナデ→口縁部横ナデ。

0.5㎜以下のチャート含
む

5174外面：体部ヘラ削り→ヘラミガキ→口縁部凹線。
内面：体部ヘラミガキ→口縁部ナデ。3.5㎜以下の砂粒含む

74外面：頸部～口縁部ハケ→横ナデ。
内面：体部ヘラ削り→ナデ→口縁部ナデ。

３㎜以下の石英・チャー
ト・クサリレキ含む

5174外面：回転ナデ。
内面：回転ナデ。

２㎜以下の砂粒わずかに
含む

74外面：叩き→ハケ。
内面：ナデ。0.5㎜大の石英・長石含む

5174外面：磨滅のため不明。
内面：磨滅のため不明。

5.5㎜以下の砂粒を非常
に多く含む

5274外面：底部ナデ・体部ハケ→体部上半櫛描波状文・櫛描直線文。
内面：底部～体部ヘラ削り。

５㎜以下の砂粒非常に多
く含む

5274外面：口縁部横ナデ。
内面：口縁部横ナデ。２㎜大の砂粒多量に含む

74外面：底部ナデ。体部～口縁部回転ナデ。
内面：底部～口縁部回転ナデ→卸し目。

1.5㎜以下のチャート含
む

5274外面：回転ナデ→底部回転ヘラ削り。
内面：回転ナデ。３㎜以下の砂粒含む

5475外面：体部叩き成形→口縁部横ナデ・口縁端部擬凹線。
内面：体部ナデ→口縁部横ナデ。２㎜以下の砂粒多く含む

5275外面：体部ハケ→ナデ・頸部ハケ→口縁部横ナデ。
内面：体部ヘラ削り→指ナデ・口頸部横ナデ。３㎜以下の砂粒多く含む

5475外面：口頸部ナデ→口縁端部横ナデ・擬凹線。
内面：頸部ハケ→口縁部横ナデ。

２㎜以下の砂粒わずかに
含む

5475外面：口頸部ヨコナデ→口縁端部擬凹線。
内面：頸部ナデ→口縁部横ナデ。２㎜以下の砂粒多く含む

5275外面：体部ハケ→口縁部横ナデ→頸部ヘラミガキ。
内面：体部ヘラ削り→頸部ハケ→口縁部横ナデ。

3.5㎜以下の砂粒非常に
多く含む

5275外面：体部下半ナデ。
内面：体部下半ナデ・体部上半指オサエ。３㎜以下の砂粒多く含む

5275２５と同一個
体か

外面：体部～頸部叩き成形。
内面：不明。１㎜大の砂粒多量に含む

5375外面：底部～体部叩き成形→体部中位板ナデ・体部上半ナデ。
内面：体部下半ヘラナデ→体部上半指オサエ。２㎜以下の砂粒多く含む

5375２３と同一個
体か

外面：叩き成形。
内面：不明。１㎜大の砂粒多量に含む

5475外面：体部～口縁部ヘラミガキ→口縁端部凹線。
内面：体部～口縁部ヘラ削り。４㎜以下の砂粒多く含む

5375外面：口縁端部擬凹線。
内面：体部ヘラミガキ。２㎜以下の砂粒多く含む

5375外面：ヘラミガキ。
内面：脚部下半ハケ・坏部横ナデ→ヘラミガキ。

１～２㎜大の砂粒多量に含
む
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第１７表　西延末遺跡出土土器観察表（２）

第３章　調査の成果

焼成色　　調残存状況
法量（㎝）

遺構名調査次数器　種種　別№
底径最大径器高口径

ＳＤ１１第２次高坏弥生土器２９

にぶい黄橙口縁部１/４
底部１/７１８.２１８.５２０ＳＤ１１第２次器台弥生土器３０

浅黄～灰黄口縁部５/６２７.５２７.７１５.４ＳＤ１１第２次壺弥生土器３１

橙～にぶい黄
橙

口縁部１/４
体部１/３３.７１０１７.８包含層第２次鉢弥生土器３２

灰黄坏部若干
脚部１/２７.９１５.６ＳＤ１１第２次高坏弥生土器３３

良好灰把手完存ＳＤ１１第２次把手須恵器３４

良好灰口縁部１/４３.５１３.６ＳＤ１１第２次杯蓋須恵器３５

良好灰白１/６４.２１０.７ＳＤ１１第２次杯蓋須恵器３６

浅黄橙～橙小片包含層第２次形象埴輪３７

良好灰底部完存５.８１.６ＳＤ１１第２次椀須恵器３８

やや
不良灰白底部２/３５.４１.４包含層第３次椀須恵器３９

やや
不良灰白底部１/３５.２３.０包含層第３次椀須恵器４０

灰白口縁部～底部
１/４２.２１０.７包含層確認調査皿土師器４１

淡黄口縁部１/９５.３１５.９包含層第３次碗白磁４２

灰黄口縁部１/５２.５１０.９包含層第３次碗白磁４３

灰白口縁部１/７４.１１４.４包含層第３次碗白磁４４
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第２節　西延末遺跡の調査　出土土器観察表

図版挿図備　　考調　　　　　　整胎　　土

75

5375３方向の透
かし２段

外面：不明。
内面：脚端部指オサエ・筒部～口縁部ヘラ削り。７㎜以下の砂粒多く含む

5376外面：底部～口縁部ハケ→頸部横ナデ。
内面：底部～体部ヘラ削り→口頸部ハケ。

1.5㎜以下の砂粒多く含
む

５５76外面：底部～体部ヘラミガキ→口頸部横ナデ。
内面：底部～体部ヘラミガキ→口頸部横ナデ。１～３㎜大の砂粒多く含む

5476外面：脚部ヘラミガキ・口縁部横ナデ。
内面：脚部ヘラ削り・体部ヘラミガキ→口縁部横ナデ。砂粒わずかに含む

5476外面：ナデ。１㎜以下の砂粒含む

５４76天井部未調
整

外面：天井部ヘラ切り→体部～口縁部回転ナデ。
内面：回転ナデ。５㎜以下の砂粒含む

5476ヘラ記号あ
り

外面：体部～口縁部回転ナデ・天井部ヘラ切り後未。
内面：天井部～口縁部回転ナデ。１㎜以下の砂粒多く含む

5576４㎜以下の砂粒を非常に
多く含む

5476底部回転糸
切り

外面：回転ナデ。
内面：回転ナデ。

1.5㎜以下の砂粒多く含
む

76底部回転糸
切り

外面：回転ナデ。
内面：回転ナデ。１㎜大の砂粒含む

76底部回転糸
切り

外面：回転ナデ。
内面：回転ナデ。２㎜大の長石・石英含む

5576外面：底部指オサエ→口縁部横ナデ。
内面：底部～体部ナデ。→口縁部横ナデ。１㎜以下の砂粒含む

76外面：回転ヘラ削り。
内面：回転ナデ。

76外面：回転ナデ。
内面：回転ナデ。

76外面：回転ヘラ削り。
内面：回転ナデ。
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第４章　分析・鑑定

第１節　南畝町遺跡出土サヌカイトの産地推定

竹原弘展（パレオ・ラボ）

１．はじめに

　兵庫県姫路市、船場川の東に所在する南畝町遺跡より出土したサヌカイト資料について、エネルギー分

散型蛍光X線分析装置による元素分析を行い、産地を推定した。

２．試料と方法

　分析対象資料は南畝町遺跡より出土したサヌカイト２０点で、時期は弥生時代とみられる（第１９表）。試料

は風化層に覆われていたため、サンドブラストを用いて一部新鮮面を表出させ、測定箇所とした。

　分析装置は、（株）セイコーインスツルメンツ社製のエネルギー分散型蛍光X線分析計SEA-２００１Lを使用

した。装置の仕様は、X線管はRhターゲット、X線検出器はSi（Li）半導体検出器である。測定条件は、測

定時間３００sec、照射径１０㎜、電流１～６３μA（デッドタイムが２０%未満になるよう設定）、電圧５０kV、試料

室内雰囲気真空に設定した。

　産地推定には、黒曜石産地推定法において用いられている蛍光X線分析によるX線強度を用いた判別図

法（例えば望月２００４）を、分析対象をサヌカイトに置き換えて適用した。本方法は、まず各試料を蛍光X

線分析装置で測定し、その測定結果のうち、カリウム（K）、マンガン（Mn）、鉄（Fe）とルビジウム

（Rb）、ストロンチウム（Sr）、イットリウム（Y）、ジルコニウム（Zr）の合計７元素のX線強度（cps；

count per second）について、以下に示す指標値を計算する。

１）.Rb分率=Rb強度×１００/（Rb強度+Sr強度+Y強度+Zr強度）

２）.Sr分率=Sr強度×１００/（Rb強度+Sr強度+Y強度+Zr強度）

３）.Mn強度×１００/Fe強度

４）.log（Fe強度/K強度）

第１８表　原石採取地と判別群名称

第４章　分析・鑑定

原石採取地（試料点数）判別群エリア

春日山みかん畑内（１０）春日山二上山

自衛隊演習場付近（５）、神谷神社前（１３）、高産霊神社谷（１２）、

国分台下みかん畑（５）、蓮光寺（１０）

国分台１

讃岐

国分台２

赤子谷第１地点（５）、赤子谷第２地点（５）、法印谷（１０）赤子谷･法印谷

北峰道路脇（１０）、金山南麓（１０）金山

城山南側（５）、城山北側（５）城山

雄山（５）、雌山（５）雄山･雌山

双子山南嶺（１０）双子山
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　そしてこれらの指標値を用いた２つの判別図（横軸Rb分率－縦軸Mn強度×１００/Fe強度の判別図と横軸Sr

分率－縦軸log（Fe強度/K強度）の判別図）を作成し、各地の原石データと遺跡出土遺物のデータを照合

して、産地を推定するものである。原石試料も、採取原石を割って新鮮な面を表出させた上で産地推定対

象試料と同様の条件で測定した。第１８表に各原石採取地とそれぞれの試料点数を示す。

３．分析結果

　第１９表に測定値から算出された指標値、第７７図・第７８図に、サヌカイト原石の判別図と遺跡出土試料を

プロットした図を示す。なお、両図は視覚的にわかりやすくするため、各判別群を楕円で取り囲んである。

　判別図は、讃岐エリアの原石は雄山･雌山以外は非常に近接しており重複部分も多く、明確な区別は難し

い。しかし、二上山エリアの原石と讃岐エリアの原石は明確にプロットされる位置が異なり、十分に区別

可能である。

　遺跡出土試料のうち、１５点が金山の範囲、２点が金山と赤子谷・法印谷の重複域、２点が国分台１の範囲、

１点が春日山の範囲にプロットされた。第１９表に産地推定結果を示す。比較対象となる原石産地が少ない

ため、他の産地の可能性が無いとは言い切れないが、少なくとも判別図の一致しなかった産地のサヌカイ

トではないとはいえる。

４．終わりに

　南畝町遺跡より出土したサヌカイトについて、蛍光X線分析を用いた判別図法による産地推定を行った

結果、２０点の資料のうち、分析№１４のみが二上山産、その他は讃岐地方産の可能性が高いと推定された。

第１節　南畝町遺跡出土サヌカイトの産地推定

第１９表　分析対象資料と産地推定結果

エリア判別群log Fe　　KSr分率Mn×１００
FeRb分率出土遺構製品名調査次数報告

№
分析
№

讃岐金山１.８６ ３８.０５ ３.５５ １３.０２ 包含層石匙第２次Ｓ３１

讃岐金山or赤子谷･法印谷１.８６ ３７.７０ ３.３７ １２.３３ SD０１石鏃第２次Ｓ２２

讃岐金山or赤子谷･法印谷１.８５ ３９.３１ ３.３７ １２.４８ SD０３打製石剣第２次３

讃岐金山１.８７ ３９.１２ ３.５５ １２.６０ SD０２剥片第２次４

讃岐金山１.８９ ３９.０９ ３.６９ １３.０３ SD０２剥片第２次５

讃岐国分台１１.７５ ３８.３１ ３.２４ １３.２７ 包含層剥片第２次６

讃岐金山１.９０ ３８.８０ ３.５０ １２.８６ SD０３剥片第２次７

讃岐金山１.８９ ３８.０８ ３.６０ １３.０４ SD０３剥片第２次８

讃岐金山１.８６ ３７.８４ ３.５３ １３.１７ SD０２剥片第２次９

讃岐金山１.８４ ３８.６６ ３.６４ １３.５４ 包含層剥片第２次１０

讃岐国分台１１.７６ ３７.９７ ３.２２ １３.５２ SD０３剥片第２次１１

讃岐金山１.８６ ３８.４６ ３.３７ １３.１３ 包含層剥片第２次１２

讃岐金山１.８３ ３８.５４ ３.４４ １２.８４ 包含層剥片第２次１３

二上山春日山１.９２ ４９.１７ ３.２８ １１.１３ 包含層剥片第３次１４

讃岐金山１.９０ ３８.８５ ３.５６ １２.７５ 包含層打製石包丁第３次Ｓ８１５

讃岐金山１.８６ ３８.３１ ３.６１ １２.２４ 包含層剥片第３次１６

讃岐金山１.８３ ３８.７８ ３.５３ １２.６６ 包含層石鏃第３次Ｓ７１７

讃岐金山１.８５ ３８.９３ ３.６０ １２.６５ 包含層石鏃第３次Ｓ６１８

讃岐金山１.８６ ３７.９１ ３.６７ １３.５５ 包含層剥片第３次１９

讃岐金山１.８３ ３８.２８ ３.３９ １３.５９ SD０２剥片第３次２０
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引用文献

望月明彦（２００４）用田大河内遺跡出土黒曜石の産地推定．かながわ考古学財団調査報告１６７　用田大河内遺

跡，５１１-５１７，財団法人　かながわ考古学財団．

第４章　分析・鑑定

第７７図　サヌカイト産地推定判別図（１）
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第１節　南畝町遺跡出土サヌカイトの産地推定

第７８図　サヌカイト産地推定判別図（２）
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第２節　石製品の石材鑑定

藤根　久（パレオ・ラボ）

１．はじめに

　南畝町遺跡から出土した石製品について肉眼および実体顕微鏡観察による石材同定を行った。なお、サ

ヌカイト製石器が出土しているが、蛍光Ｘ線分析による産地推定を行っている（サヌカイトの産地推定を

参照）。

　

２．試料と方法

　試料は、１区包含層および溝から出土した石製品４試料である（第２０表）。

　岩石同定は、肉眼および実体顕微鏡を用いて各岩石を構成する鉱物の種類や構造を記載し、非破壊で岩

石の同定を行った。

３．結果

　以下に、各石製品の岩石学的特徴

について記載し、岩石を同定した

（第２０表）。なお、第７９図に各石製

品の実体顕微鏡写真を示した。

試料№１

　やや片理を示す黒色の泥質岩である。粘板岩。

試料№２

　やや片理を示す緑灰色の泥質岩である。細粒の雲母類を含む。粘板岩。

試料№３

　透明の石英、白色の長石、黒色の輝石からなる完晶質岩石である。閃緑岩。

試料№４

　透明の石英、黄白色の柱状の長石、輝石などの斑晶からなる黄褐色の斑晶質岩石である。石基（matrix）

はオリーブ色である。流紋岩。

４．考察

　兵庫県姫路市周辺では、中生代の白亜紀－古第三紀、花崗岩類、閃緑岩類、相生層群などの流紋岩およ

びディサイト火砕岩類及び溶岩や安山岩類が広く分布している。また、古生代の二畳紀の舞鶴層群の千枚

岩粘板岩・砂岩・チャート・石灰岩なども分布している。

　なお、滑石が含まれる蛇紋岩類は、県北部地域の古生代の三畳紀変成岩類として分布している（地質調

査所、１９８１）。

　こうした周辺地域の地質学的状況から、周辺地域において石製品の石材調達は可能と考えられる。

第４章　分析・鑑定

第２０表　出土した石質遺物とその岩石名

岩石名出土遺構調査次製品名報告№試料№

粘板岩包含層第２次調査石硯Ｓ４１

粘板岩包含層第２次調査石硯Ｓ５２

閃緑岩SD０２第３次調査石皿Ｓ９３

流紋岩包含層第３次調査磨石４
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引用文献

地質調査所（１９８１）２０万分の１地質図．通商産業省工業技術院地質調査所．

第２節　石製品の石材鑑定

１．粘板岩（試料№１）　２．粘板岩（試料№２）　３．閃緑岩（試料№３）　４．流紋岩（試料№４）

第７９図　石製石材の実体顕微鏡による拡大写真
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第５章　まとめ

　　　　　

第１節　南畝町遺跡

　　　　　

はじめに　　　　南畝町遺跡で検出した遺構は溝が中心である。そこで、ここでは、出土土器を中心にま

とめていく。南畝町遺跡では、主に弥生時代と古墳時代の土器が出土している。

１．弥生時代

　　当該期の土器は、中期と後期が出土している。

　　（１）中期

器種分類　　　　壺・甕・鉢・高坏・器台の各器種が出土している。

　壺　　　　　　広口壺・受口壺・直口壺・細頸壺・無頸壺・短頸壺・水差が出土している。

　　広口壺　　　量的に最も多く出土し、その特徴も多岐にわたる。完存する個体も認められるが、多く

は口縁部を中心に残存する。そこで、ここでは口縁部を中心に３タイプに分類する。

Ａ：口縁端部を拡張し、明確な端面を有するもの。装飾性がゆたかで、以下の装飾パター

ンが認められる。

　①凹線→棒状浮文＋円形浮文

　②凹線→棒状浮文

　③凹線→キザミ目

　④凹線→キザミ目→棒状浮文

　⑤キザミ目→円形浮文

　⑥キザミ目のみ

　⑦無紋

　⑧凹線→キザミ目→円形浮文

　⑨斜格子文→円形浮文

　⑩凹線のみ

　⑪凹線→円形浮文

Ａ１：口縁部内面に突帯が貼付けられるタイプ。

Ａ１ａ：内面に２条の突帯が貼り付けられるもの。突帯頂部にはキザミ目が施される。

外端面には装飾が施され、①：１２９、②：２８１・２８４、③：１０８、④：１７７・２７９、⑤：

１０６、といった装飾パターンが認められる。

　　　　また、頸部まで残存する個体については、三角突帯を貼り付けるタイプ（１２９・

１７７）と指頭圧痕文突帯を貼り付けるタイプ（１０８・２８１）が認められる。

Ａ１ｂ：口縁端部を上下に拡張した上に、内面に２条の突帯を貼り付けたもの。この結

果、内面が３条の突帯状をなすもの。２８０。外端面には、④の装飾パターンが認め

られる。

Ａ１ｃ：内面に１条の突帯が貼り付けられたもの。外端面には、Ａの④・⑤：２７８の装飾

ターンに加えて、⑥：１０３・１０４・３７０、の装飾パターンも認められる。さらに、

１７９については⑦である。

第５章　まとめ
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　　　　この他、３４３については、口縁部を大きく巻き込み、他とは形態を異にする。装

飾パターンは⑥である。２８７についても、外反度が大きく、他より端部からより内

側に突帯が貼り付けられている。

　　　　頸部については、三角突帯を貼り付けるタイプ（１７９・３４３・３７０）と指頭圧痕文

突帯を貼り付けるタイプ（１０３・１０４）が認められる。三角突帯についても、１条か

広口壺�
壺�

受口壺�

直口壺�

短頸壺�

細頸壺�

無頸壺�

水差�

１０８  Ａ１ａ�

２８０�
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Ｂ�

１８１�

１０４�
　　　　Ａ１ｃ�

２５０�
　　Ｃ�

１０１�
　　　　Ａ４�

２７６  Ｃ�２５２  Ｂ�

２７５  Ａ３�

２７１  Ａ２�

２６７  Ａ５�

２９０  Ａ�

２９９  Ａ�

１６２  Ａ�

２９４  Ｂ�

２９６　Ｂ�

３５２�

１８０�
第８０図　弥生時代中期の分類（１）
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ら３条まで認められる。

Ａ２：口縁端部を上方にわずかに拡張させるタイプ。口縁外端面には、⑤：２７２、⑨斜格

子文→円形浮文：２７０、⑧：２７４、⑥：１０２・３５４、⑦：２６６・２７１、の装飾パターン

が認められる。頸部まで残存する１０２は、指頭圧痕文突帯が貼り付けられている。

Ａ３：口縁端部を下方に大きく拡張させるタイプ。⑩：１６３・⑪：１３０・⑧：２７５・２７７・

②：１９９・２００の装飾パターンが認められる。

Ａ４：口縁端部を下方にわずかに拡張させるタイプ。③：１７８と⑦：１０１の装飾パターン

が認められる。

Ａ５：口縁端部をわずかに拡張させるタイプ。⑥と⑦の装飾パターンがに限られ、装飾

性が希薄である。

Ｂ：口縁端部を大きく外反させ、端部が玉縁状をなすタイプ（１３１・２５２）。

Ｃ：口縁部を大きく外反させ、大きく巻き込むタイプ（２７６）。

　　受口壺　　　口縁部の形態において、受口部の屈曲が明確なもの（Ａ：２９０・２９１・２９２・２９３・３５３）と

明確ではないもの（Ｂ：２９７）の２タイプに分類できる。受口壺Ａについては、受口部外面

の装飾において、無紋（２９３・３５３）・凹線文（２９０・２９２）・斜格子文（２９１）の３種が認めら

れる。

　　直口壺　　　口縁部の形態において、無頸壺に近いもの（Ａ：２９９）と口縁部が明確に直立するもの

（Ｂ：１３４・２９６）の２タイプに分類できる。いずれも、口縁部外面には突帯が貼り付けられ

ている。

　　細頸壺　　　１８１と３０３の２個体が出土している。

　　無頸壺　　　２３３と３５２の２個体が出土している。両者はタイプを異にし、２３３は凹線文、３５２は突帯文を

基調としている。

　　短頸壺　　　口縁部がく字形に屈曲し、甕の口縁部にちかいタイプ（Ａ：１４８・１６２・３７１）、甕形に近

い体部にく字形の口縁部がつくタイプ（Ｂ：２９４・３４８）、直口壺に近いタイプ（Ｃ：２５０・

２９４）、に分類できる。

　　無頸壺　　　１３３・１９３・３５２の３個体が出土している。３個体とも形態を異にするが、外面に装飾が施さ

れている。

　　水差　　　　１８０・３００・３７２の３個体が出土している。

　甕　　　　　　基本的に同タイプに分類されるものであるが、３４７のみ古く位置付けられるものである。

３４７以外については、形態的には類似するが、法量的に大型・中型・小型に分類すること

ができる。また、体部上半にキザミ目が施された個体（１１５・３７６）が認められる。

　鉢　　　　　　直口鉢（Ａ：３・１９１・３３７）、浅鉢（Ｂ：４・２０７）、く字口縁鉢（Ｃ：１９２）、椀形鉢（Ｄ：

１９４・３５５）、台付鉢（Ｅ：１２８・２１０・３３９）に分類できる。台付鉢の２１０については壺に分

類されているが、本報告では鉢として報告する。直口壺については、大型と小型に分類で

きる。

　高坏　　　　　水平口縁タイプ（Ａ）と椀形タイプ（Ｂ）が出土している。高坏Ａについては、口縁端

面に装飾が認められるもの（Ａ１：１２６・３２７・３８１）と認められないもの（Ａ２：１９５・３２６・

３３１）に分類できる。高坏Ｂについては、坏部が深い大型の高坏（Ｂ１a：５）、坏部が浅い

第５章　まとめ
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タイプ（Ｂ２：１４４・１４７・３２３・３２４・３２５）、坏部がやや深いタイプ（Ｂ３： ３６１・３８２）、に

細分できる。

　高坏Ｂ２については、外面に凹線を施すものや波状文を施すものが認められる。また、高

坏Ｂ３については、口縁部外面に断面方形の突帯が貼り付けられている。

時期の検討　　　　前項で分類した土器は、概ね弥生時代中期後半、いわゆる第Ⅳ様式の範囲で理解でき

るものである。特に、広口壺・受口壷・鉢Ｂ・鉢Ｃ・鉢Ｅ・高坏Ａ・高坏Ｂは、当期を象

徴するものといえよう。これらの土器から、Ⅳ－２～３期に位置付けられるものと考えられ

る。ＳＤ０１（第２次調査）・土器溜り（第２次調査）・ＳＤ０３（第３次調査）などが、当該期

に位置付けられるものと考えられる。一方、ＳＤ０５（第２次調査）出土資料については、上

記より若干古く、Ⅳ－１期に位置付けられるものと考えられる。

　なお、ＳＤ０２（第２次調査）出土資料については、中期初頭に位置付けられる。

 

甕�

高坏�

鉢�

３８１�
Ａ１� １９５�

　　Ａ２�

３５５�
　　Ｄ�
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２０７�
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Ｂ２�

２�
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３８２　Ｂ３�

５　Ｂ１�
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第８１図　弥生時代中期の分類（２）
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　（２）後期

器種分類　　　　壺・甕・鉢・高坏・甑の各器種が出土している。中期と比べて量的には少ない。

　壺　　　　　　複合口縁壺・広口壺・直口壺・短頸壺が出土している。

　　複合口縁壺　９と１０の２個体が出土している。それぞれタイプを異にする。

　広口壺　　　７の１個体が出土している。

　直口壺　　　１１の１個体が出土している。

　短頸壺　　　８の１個体が出土している。

甕　　　　　　　基本的にはⅤ様式系の甕である。体部の調整等から４タイプに細分できる。

　甕Ａ　　　　一般的なⅤ様式系甕である。体部内面がナデもしくはハケ調整により仕上げられている。

底部は平底（Ａa）と尖り底傾向（Ａb）の２タイプが認められる。

　甕Ｂ　　　　　形態的には甕Ａと同じであるが、体部内面がヘラ削りにより仕上げられている点が主な

特徴である。底部は、明確な平底ではなく、やや尖り底傾向にある。２１２。

第８２図　弥生時代後期の分類

複合口縁壺� 広口壺� 直口壺� 短頸壺�
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　甕Ｃ　　　　　Ⅴ様式系甕とは異なり、外面全面がハケ調整により仕上げられている。底部は丸底傾向

にある。１４。

　甕Ｄ　　　　　いわゆる布留式傾向甕である。２１７の１個体が出土している。

鉢　　　　　　　直口鉢（Ａ：１５・１６）と外反口縁鉢（Ｂ：１８・１９・３８５）に分類できる。鉢Ｂについては、

大型と小型に細分でき、大型のタイプには把手が付く。

　高坏　　　　　大きく、有稜高坏（Ａ）と椀形高坏（Ｂ）に分類できる。椀形高坏は１７の１個体に限られ

る。有稜高坏は、坏部の形態を中心に２タイプに細分可能である。

　　高坏Ａ１　　　水平もしくは斜方向にたちあがる体部に対して口縁部が外反するもの。口縁部の外反度

により、それぞれタイプを異にする。

　　高坏Ａ２　　　体部が直立し、その後口縁部が外反するタイプ。２４３の１個体である。

　甑　　　　　　２１５の１個体が出土している。いわゆる山陰型甑の一部と考えられる。

時期の検討　　　当該期の土器については、良好な一括資料は認められない。このため、各器種について

時期を特定することは困難である。このなかで、複合口縁壷・甕Ｂ・高坏Ａ１・高坏Ａ２に

ついては、庄内併行期に位置付けられるものである。また、甕Ｄについては布留式初頭に

位置付けられるものである。

　この他、直口壷・甕Ａ・甕Ｃ・鉢Ａについても、後期後半に位置付けられるものと考え

られる。

２．古墳時代

須恵器　　　　　当該期の土器で注目されるのが、４５の須恵器である。つまみは完存しないが、高杯の蓋

と考えられる。当該期の蓋と比べて深い点が特徴として指摘することができる。ただし他

に例をみない。形態的な特徴から、初期須恵器に分類されるものである。

　この蓋については、色調等の特徴から、宮山古墳出土須恵器に近い特徴を持つものであ

る。市川流域に生産窯が存在する可能性が考えられる。

第１節　南畝町遺跡
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第２節　西延末遺跡

　　　　　

はじめに　　　　西延末遺跡では、検出した遺構は限られる。しかし、弥生時代を中心に良好な資料が得

られている。そこで、弥生土器を中心にまとめていく。

１．弥生時代中期

出土土器　　　　壺・甕・鉢が出土している。

　壺　　　　　　短頸壺・水差が出土している。水差は、櫛描直線文と櫛描波状文で飾るもので、中期前

半に位置付けられる。

　甕　　　　　　口縁部が如意形をなすものである。中期中葉以降に位置付けられる。

　鉢　　　　　　大型の把手付鉢が出土している。口縁部は凹線文で飾られるもので、中期後半（Ⅳ－３）

に位置付けられる。

出土土器　　　　以上から、水差が出土したＳＤ０５が中期でもやや古く位置付けられ、他のＳＤ０４・ＳＤ

０６は中期の中葉以降に位置付けられる。

２．弥生時代後期

はじめに　　　　ここでは、ＳＨ０１出土土器・ＳＨ０２出土土器・ＳＤ１１出土土器を検討する。

ＳＨ０１　　　　　壺と高坏が出土している。壺からの時期の特定は困難であるが、高坏の特徴から、後期

初頭に位置付けられるものと考えられる。

ＳＨ０２　　　　　甕と小型丸底土器・椀が出土している。甕については庄内式に位置付けられるものであ

るが、小型丸底土器と椀については布留式以降に位置付けられるものである。以上から、

布留式に位置付けたい。

ＳＤ１１　　　　　壺・甕・鉢・高坏・器台が出土している。

　壺　　　　　　直口壺・広口壺・長頸壺が出土している。直口壺は、１の１個体が出土している。長頸壺

は、広口長頸壺に分類されるもので、後期中葉以降に位置付けられる。広口壺についても、

数個体出土しているが、基本的に同タイプに分類されるものである。

　甕　　　　　　基本的にⅤ様式甕に分類されるものであるが、内面がヘラ削りにより仕上げられるもの

（２４）と、ナデ調整により仕上げられるもの（２３）とが認められる。また、２４・２５につい

ては底部が尖り底化の傾向が顕著である。

　鉢　　　　　　大型のく字口縁鉢が出土している。底部は平底をなすが、退化傾向が認められる。

　高坏　　　　　ほぼ完形に復元できる有稜高坏が出土している。坏部の形態から、中期中葉後半に位置

付けられる。

　器台　　　　　完形に復元できる１個体（３０）が出土している。後期中葉に位置付けられるものである。

　時期　　　　　以上から、弥生後期のＳＤ１１出土土器をみると、長頸壺・鉢・高坏・器台は、いずれも

後期中葉後半以降に位置付けられるものである。さらに、甕についても底部の特徴から庄内

期に近い特徴が認められる。以上から、ＳＤ１１出土資料については後期後半に位置付けたい。

　なお、当溝からは布留式以降の土器も出土している。布留式・古墳時代後期・平安時代

後期の土器が出土しており、弥生時代後期以降、徐々に埋没していったものと考えられる。

第５章　まとめ
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３．まとめ

　以上から、西延末遺跡は弥生時代中期まで遡る集落跡であったことが明らかとなった。

特に、ＳＨ０１は後期初頭に位置付けられ、当該期の良好な資料に位置付けられる。また、

ＳＨ０２から出土した庄内式甕についても、播磨における出土遺跡の一つとして加えること

ができる資料である。

　この他、包含層から出土した形象埴輪については、当遺跡内に古墳は想定しがたく、南

側に周知されている手柄山古墳群に由来する可能性がたかいのではないかと考えられる。

　最後に、集落の中心については、今回報告した調査地より北側と推定され、基本的には

現在の西延末集落と平面的に重なるものと考えられる。

〔参考文献〕

大手前大学史学研究所『弥生土器集成と編年－播磨編－』２００７
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写真図版４　第１次調査出土土器
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写真図版５　第１次調査出土土器
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写真図版６　第１次調査出土土器
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写真図版７　第１次調査出土土器
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写真図版８　第１次調査出土土器
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写真図版９　第１次調査出土土器
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写真図版１０　第１次調査出土土器
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写真図版１１　第１次調査出土土器
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写真図版１２　第１次調査出土土器
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写真図版１３　第１次調査出土土器
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写真図版１４　第１次調査出土土器
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写真図版１５　第１次調査出土土製品
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写真図版１６　第１次調査出土石製品
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写真図版１７　第２次調査
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写真図版１８　第２次調査
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写真図版１９　第２次調査
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写真図版２０　第２次調査出土土器

１０２

１０８

１０３

１０４

１０７

１１５

１１８

１０２～１０４・１０７・１０８・１１５・１１８：ＳＤ０１出土土器



南
畝
町
遺
跡

写真図版２１　第２次調査出土土器
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写真図版２２　第２次調査出土土器
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１７６

１７７

１８０

１８８



南
畝
町
遺
跡

写真図版２３　第２次調査出土土器

１９３

１８９・１９２～１９４・１９６：土器溜り出土土器

１９２

１９４

１９６

１８９



南
畝
町
遺
跡

写真図版２４　第２次調査出土土器

１９７ ２０８

１９７：土器溜り出土土器　２０８・２１５：包含層出土土器

２１５



南
畝
町
遺
跡

写真図版２５　第２次調査出土土器・石製品

２２４

２２０・２２４・２２５：包含層出土土器　Ｓ２：ＳＤ０１出土石器　Ｓ３：包含層出土石器

２２０

Ｓ２２２５

Ｓ３



南
畝
町
遺
跡

写真図版２６　第２次調査出土石製品

Ｓ４・Ｓ５：包含層出土石器

Ｓ４

Ｓ５



南
畝
町
遺
跡

写真図版２７　第３次調査

全景　北上空から

全景　東から



南
畝
町
遺
跡

写真図版２８　第３次調査

俯瞰　東上空から



南
畝
町
遺
跡

写真図版２９　第３次調査

ＳＫ０１断面　西から

ＳＫ０２断面　西から

ＳＫ０３全景　東から



南
畝
町
遺
跡

写真図版３０　第３次調査

ＳＤ０１全景　　　　

南西から

ＳＤ０３全景　　　　

南西から

ＳＤ０３土器出土状況

南から



南
畝
町
遺
跡

写真図版３１　第３次調査

ＳＤ０３・０４全景

　　　　　南西から

ＳＥ０１全景　西から



南
畝
町
遺
跡

写真図版３２　第３次調査出土土器

２４６

２５５

２４６・２４７：ＳＤ０１出土土器　２５４・２５５・２６３：ＳＤ０２出土土器　２７１・２７２：ＳＤ０３出土土器

２４７

２５４

２６３

２７１

２７２



南
畝
町
遺
跡

写真図版３３　第３次調査出土土器

２７９

２８３

２７９～２８１・２８３・２８４・２８９：ＳＤ０３出土土器　①：２８１体部中位施文

２８０

２８４

２８１

２８９

①



南
畝
町
遺
跡

写真図版３４　第３次調査出土土器

２９１

２９１・２９２・２９４・３０１・３１３：ＳＤ０３出土土器

２９２

２９４

３０１

３１３



南
畝
町
遺
跡

写真図版３５　第３次調査出土土器

３２８

３４０

３２８・３２９・３４０・３４１：ＳＤ０３出土土器　３４４：ＳＤ０４出土土器　３４７・３５０：包含層出土土器

３２９

３５０

３４１

３４４

３４７



南
畝
町
遺
跡

写真図版３６　第３次調査出土土器

３５１・３５２・３５５・３５７・３６０・３６１・３６８：包含層出土土器

３５１

３５２

３５５

３５７

３６０

３６１

３６８



南
畝
町
遺
跡

写真図版３７　第３次調査出土土器・石製品

３６９：包含層出土土器　Ｓ６・Ｓ８：ＳＤ０５出土石器　Ｓ７：包含層出土石器　Ｓ９：ＳＤ０２出土石器

３６９ Ｓ７

Ｓ６

Ｓ８

Ｓ９



南
畝
町
遺
跡

写真図版３８　第４次調査

全景　東から

ＳＤ０１　北から



南
畝
町
遺
跡

写真図版３９　第４次調査出土土器

３７０ ３８２

３７０・３７２・３８０・３８２・３８４・３８７：包含層出土土器

３７２

３８０

３８４

３８７



西
延
末
遺
跡

写真図版４０　遺跡

遺跡俯瞰　　　　

南上空から

遠景　西から



西
延
末
遺
跡

写真図版４１　遺跡

近景　北東上空から

近景　北上空から



西
延
末
遺
跡

写真図版４２　遺構

（左）　　　　　　

第２次調査全景

北東上空から

（右）　　　　　　

第２次調査全景

南西上空から

第２次調査全景

北東から



西
延
末
遺
跡

写真図版４３　遺構

（左上）

第３次調査全景

　　　　北東から

（左下）

第３次調査中央部

　　　　南西から

（右）

第３次調査俯瞰

　　南西上空から



西
延
末
遺
跡

写真図版４４　遺構

ＳＨ０１　北西から

ＳＨ０１　南東から

（左）ＳＨ０１　　　

土器出土状況

西から

（右）ＳＨ０１　　　

土器出土状況

東から



西
延
末
遺
跡

写真図版４５　遺構

ＳＨ０２全景（第３次）

　　　　　南東から

ＳＨ０２全景（第１次）

　　　　　　北から

ＳＸ０１全景（第３次）

　　　　　　東から



西
延
末
遺
跡

写真図版４６　遺構

ＳＸ０１（第３次）　　

土器出土状況

北から

ＳＤ０３全景（第１次）

北東から

ＳＤ０３全景（第１次）

南東から



西
延
末
遺
跡

写真図版４７　遺構

（左）ＳＤ０４・０６

（第１次）北東から

（右）ＳＤ０４・０６

（第３次）北東から

ＳＤ０５全景

　　　　南西から

ＳＤ０５断面

　　　　北東から



西
延
末
遺
跡

写真図版４８　遺構

ＳＤ０６断面　　　　

北西から

ＳＤ０９断面　南から

ＳＤ１０全景　　　　

北東から



西
延
末
遺
跡

写真図版４９　遺構

ＳＤ１１全景

　　　　南西から

ＳＤ１１断面

　　　　北東から



西
延
末
遺
跡

写真図版５０　遺構

（左）　　　　　　　

ＳＤ１１土器出土状況

（右）埴輪出土状況　

ＳＫ０１全景　　　　

南東から



西
延
末
遺
跡

写真図版５１　遺物

１

８

１～３：ＳＨ０１出土土器　５：ＳＨ０２出土土器　８・１０：ＳＤ０４出土土器　１２：ＳＤ０２出土土器　①：８接合部

２

３

５

１０

１２

①



西
延
末
遺
跡

写真図版５２　遺物

１３：ＳＤ０５出土土器　１４：ＳＤ０６出土土器　１６：ＳＤ１０出土土器　１８・２１～２３：ＳＤ１１出土土器

１３

１６

１４

２２

１８

２１

２３



西
延
末
遺
跡

写真図版５３　遺物

２４

２８

２４・２５・２７・２８・３０・３１：ＳＤ１１出土土器

２５

２７

３０

３１



西
延
末
遺
跡

写真図版５４　遺物

１７・１９・２０・２６・３３～３６・３８：ＳＤ１１出土土器

３８

３５

３６

３３

３４

２６
１９

２０

１７



西
延
末
遺
跡

写真図版５５　遺物

３２ ４１

３２・３７・４１：包含層出土土器

３７
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